















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。
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　水底に沈みかけた意識を、間近で聞こえる声が引き上げてくれる。

「──海うみ原はらっ……！」

　声が聞こえている。しかし、目を開けることはできない──意識が朦もう朧ろうとしたままで、身体が言うことをきかない。

　こんなふうに、心配をかけたくはなかった。

　俺が、油断をしていた──今まで、体育の授業では大丈夫だったからと。水の中に入ったときに時折訪れる違和感から目を背けてきた。

　思ったよりも、記憶というのは根深いもので、悪い記憶は簡単にはなくならない。

「海原……っ、私が目を離さなければ……海原っ……！」

　先生──岸きし川かわ先生。

　泣いているんだろうか。彼女が必死に呼びかけてくれても、応えてあげられない。

　本当は、心配をかけたくないのに。

　先生にはもっと笑っていて欲しいのに──そうしなければ、俺は彼女がしてくれたことを、ずっと返せないままだ。

「……海原……すまない。私には、他に方法が……」

　先生が抱き起こしていた俺の上半身を、そっと横たえる。

　水泳部の指導をするときにはいつも結んでいる髪は、今は解けていて、俺の胸板にかかるのが分かる。

　早く、目を開けないといけない。開けないと、先生は──。

「……っ……」

　かすかな吐と息いきが聞こえる。先生の気配が、近づいてくる。

　プールの縁に寄せては返す水の音が聞こえる。アリーナの空間に反響する音と、すぐ近くにいる先生の気配だけが分かる。

　この状況で思うことではないかもしれない。

　でも、俺は安あん堵どしている。岸川先生が近くにいるということは、俺にとってそういうことなのだ。

　先生の手が俺の額ひたいに添そえられて、指先があごを持ち上げる。

　それが何を意味するのか分かっていても、身体は動かない。

　なぜこんなことになっているのかというと、それは少し時間を遡さかのぼることになる。

　岸川先生に、水着を持って水泳部の練習を見に来るように言われて。

　そして、俺は──。
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　五月十四日、火曜日。

　水泳部の試合が終わり、吹すい奏そう楽がく部ぶでの応援演奏も成功に終わった──と思う。水泳部の全ての選手が勝つというわけにはいかなかったけれど、空そら野の先輩を初めとして、何人かの選手が次の大会に進むことができた。

「……ん」

　カーテン越しの朝の光で目を覚ます。

　少し勿もつ体たいないと思うのは、いい夢を見ていたからだ。

　水泳部の試合を応援しているときの夢。空野先輩が一位を取ったあと、岸きし川かわ先生と一緒に、嬉しそうにこちらを見ている光景。

　今でもあのときの高こう揚よう感かんが身体に残っている。

　考えれば考えるほど、あれは本当に夢だったのではないかと不安になるくらい、達成感と充実感しかない出来事だった。

　久しぶりに合わせで演奏してほぼ完璧にできたことも、応援演奏に参加した吹奏楽部員に良い印象を持ってもらえたことも──それだけでも十分すぎるのに、昨日は岸川先生と杜もり山やま先生に呼ばれて、杜山先生のマンションで夕食をご馳ち走そうになってしまった。




　──海原、こちらの肉じゃがはどうだ？　もう少し味を染み込ませたいところだが、なかなか上手くいったと思うのだが。

　──岸川先生のおかずを食べたら、はい、次は……白いご飯が食べたくなるわよね。あーん……うふふ、美味しい？




　あの時間を楽園と表現しないわけにはいかないだろう。

　そして俺にご馳走してくれるあいだに、やはり杜山先生は晩ばん酌しやくを始めて──岸川先生が杜山先生にお酒を注ぐという貴重な場面が見られたのだが。

　もちろん、それがいけなかった。




　──うみはらくん、前にね、おふろでね……わたしのこと、助けてくれたでしょう？　それでね、ずっと、お礼をしようと思っていて……おふろでのことへのお礼は、おふろでしなきゃって思ったり……うみはらくんは、ひっく。めいわく……？

　──う、海原……杜山先生と、いつの間にそんなことを……い、いや、分かっている。何か思いがけないことが起きて、海原が杜山先生を助けたと、そういうことなのだろう。海原がいい子だということは、私が一番よく分かっているからな。

　──きしかわせんせいも、うみはらくんにいっぱいありがとうって思ってるから、いいですよね？　いっしょに、おふろ……。

　──い、いえ……わ、私たちと海原は、教師と教え子の関係です。一緒に入浴するというのは、その一線を越えてしまうことになりかねないかと……。

　──そういうことなら、やっぱり……うみはらくんと、わたしが、いっしょにれすねえ……おふろで背中を流したり、一緒に入って百数えたり……あっ、うみはらくん、どこにいくんれすかっ、まだ先生のお話はれすねえ～っ……！




　あのまま逃げずにいたら、一体どんなことになってしまっていただろう。

　倒れてしまった杜山先生を助けるために、あの豊かな起き伏ふくを持つ双子の山──手で押さえてもまったくカバーしきれないバストを多少なりとも見てしまうというのは仕方がないことだ。
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　人命はどんな状況においても第一に優先すべきことであり、年上の女性が湯あたりして気を失っているときには、おっぱいの裏側の汗なども丹念に拭くべきであって、彼女の方からお願いされた場合などは、特に躊ちゆう躇ちよするべきではないのである──だが。

「先生と風呂に入ったりしたら……俺はどうなってしまうんだ？」

　独り言は良くないと思いつつ、思わず自じ問もんしてしまう。外で朝を告つげている鳥にでも気持ちを聞いてもらいたい気分というか、そういうときもたまにはある。

「っ……な、なんだ……」

　机の上に置いておいたスマホが震えて、思わずビクッとしてしまう。やましいことを一瞬でも考えた俺を、牽けん制せいしているかのようなタイミングだ。

　メッセージアプリの通知が来ているので、アプリを開く。




　空野先輩：おはよう。もう起きた？

　岸川先生：おはよう、今日もいい朝だな




　二人は寝起きが俺よりいいみたいで、結構前にメッセージが送られてきている。

　杜山先生はというと、二人よりは少し遅れて送ってきていた。『ごめんなさい』というスタンプが押されていて、何事かと身構えるが──。




　杜山先生：海原くん、もう起きてる？　ごめんなさい、昨日のことをあんまり覚えてなくて、謝らないといけないと思って。私、お酒を飲んで変なことしたりしなかった？




　こんなとき、どう返事をしたものだろう──いや、先生にショックを与えないようにするべきではあるのだが、先生がどれくらい覚えているかによっては、噓がばれる可能性もある。

　返事をしないというのは、メッセージを既き読どくにしてしまった以上はできない話だ。まるで回らない思し考こう回かい路ろで、それらしい内容を絞り出す。




　自分：先生はお酒を飲んで眠気が出てしまって、俺と岸川先生で寝室に運ばせてもらいました

　自分：すみません、杜山先生が起きるまで待っていた方が良かったですね




　我ながら無難なところに落ち着いたのではないだろうか。そう思って待っていると「入力中」の表示が出る。今まさに、杜山先生がメッセージを打っているのだ。




　杜山先生：ううん、私こそごめんなさい、嬉しくなるとついお酒に手がのびちゃって

　杜山先生：それで、これは夢を見てただけかもしれないし、気のせいだったらね、それで安心なんだけど……




　メッセージから先生の緊張が伝わってくる──俺も待っているだけでは駄目な気がして、相あい槌づちを入れる。




　自分：はい、何でしょう

　杜山先生：私、海原くんのこと、お誘いっていうか、そういうことはしたりしなかった？

　自分：い




　しまった──思わず一文字だけ打って返信してしまった。慌あわてて削除するが、動どう揺ようしているのが丸わかりだ。

　あれはお誘いというのだろうか？　いや、エッチな方向ではなくてただお礼をするために一緒にお風呂に入りたいとか、そんなことを先生はおっしゃっていた。やはりお酒で全部記憶がなくなるなんてことはなくて、結構しっかり覚えていたりするものなのではないのか、だったら噓をついてもあまり意味がなくて、つまり俺はどうしていきたい所しよ存ぞんなのか。所存ってなんだ。




　杜山先生：いっぱいしちゃった？

　自分：いえ、そんなことは全くなかったです

　自分：今のはミスです

　杜山先生：本当？　良かった……私ね、海原くんのお店で間違えて買った本のことが頭に焼きついちゃっててね

　杜山先生：それで無意識に変なことしたんじゃないかって心配だったの




　先生が間違えて持ってきてしまった大人向けの本は、まだ俺の本棚に入っている──もちろん読んでいないので中身は確認していないが、先生が読んでしまった一部分が、こんな内容だった可能性は否いなめない。年上のお姉さんが、年下男子の風呂場に大胆にも入ってきてしまうとか──それが杜山先生の潜せん在ざい意い識しきに刷り込まれていたとか、そんなことがそうそう起こるわけがない。




　杜山先生：えっちな先生でごめんね

　自分：えっ

　杜山先生：あっ、そうじゃなくて、えっちな本を間違えて持ってきちゃう先生でごめんね

　杜山先生：朝から手間をとらせてごめんなさい　また学校でね




　そして『ありがとうニャー』という猫のスタンプが貼られる。こんなとき俺もスタンプを返すのが礼れい儀ぎなのかと思うが、普段使わないので背伸びをするのはやめておいた。

「先生は……エッチですが、エッチじゃないです」

　こんなやりとりを残しておいて誰かに見られたりしたら──と思わなくもないが、見られなければどうということもない。

　しかし『えっちな先生』という文字列が想像力をどうしようもなく増幅させてしまって、ベッドの上で瞑めい想そうして気持ちを落ち着けるしかなかった。こんなときに俺を律りつしてくれるのは岸川先生の凜り々りしい姿だ──だがそれも『えっちな先生』という言葉によって、悶々とした方向に向かっていくあたり、良くない傾向であると言わざるをえない。




　今日は天気予報は終日晴れで、自転車で学校に向かう。通学路がほぼ被っている空野先輩に会うかもしれないと思ったが、校門に着くまで会わなかった。

　姉あねヶが崎さき高こう校こう名物、地獄坂──なんて大層な名前はついていないが、坂を登る生徒の中でも体力がない者は途中で自転車を降りて押していかざるをえない。意地になって進まない立ち漕ぎで頑張ったりしている生徒がいるのも日常風景だ。

「さすがインテリヤクザ……涼すずしい顔ですいすい登っていきやがる」

「心臓が鉄でできているという噂は本当だったのか……ひぃっ！」

　何も言わずに視線を送っただけで怯えられる──それでも言わずにいられない何かが俺にはあるんだろうか。

「岸川先生、おはようございます！」

「おはよう。今日も一日、頑張って勉強するんだぞ」

「「「はいっ！」」」

　岸川先生の熱心な親衛隊たちは、見るたびに違う生徒になっている──男女問わず人気があり『お姉さま』と呼んでいる女子も結構な人数見たことがある。

「お、お姉さまと海原くんが、朝から校門で衝しよう突とつなんて……」

「だ、だだ大丈夫、俺たちの女おんな騎き士し先生はインテリヤクザに屈したりなんてしない！」

　校門の中まで自転車に乗ったままでは入れないので、普通に降りる。ルールを守っているだけの行動だが、なぜか岸川先生を囲んだ生徒たちが息を飲むのが分かる。

　俺はそのまま進んでいく──そして、岸川先生に挨あい拶さつをした。

「おはようございます」

「おはよう。今日は、襟えりはちゃんと正しているようだな」

「先生のご指導のおかげです。毎日、鏡で確認していますから」

「そうか。それはいい心がけだ」

　俺たちは小さく笑って、すれ違う──この何でもない挨拶を、なぜか周囲はカチコチに固まって見ているわけで。

「さすがの海原も、やっぱり女騎士先生には一目置いているんだな……」

「今日こそは『くっ殺せ！』的な展開になるんじゃないかと思ったんだが……」

「お姉さま……今日も毅き然ぜんとして凜々しくて、素敵すぎます……っ！」

「海原くんに見られたら、私だったら固まっちゃいそう……」

　俺は石せき化かの魔ま眼がんとか持ってるのか、と突っ込みたくなる。そうしたら今度は「魔眼のヤクザ」とかに進化しかねない。生徒たちはそれくらい俺に怯えている。

　目つきを温和な印象にする眼鏡とか、そんなものが売っていたりしないだろうか──と考えながら自転車置き場に向かうと、少し前に来ていたのだろう空野先輩がいて、思わず驚いてしまう。

「……海原、おはよう」

「あ、ああ。おはよう、奈な々な……空野先輩」

「……メッセージ、返事してくれてありがとう」

「俺こそありがとう。先輩、買ったばかりのスマホでも使いこなせているんだな」

「説明書を見ながら、少し触っただけ。カメラをためしてみたりとか……」

「おお、それだと俺より使いこなしてるな。俺はカメラを使う機会なんて、今まで一度も……」

　自分でもあんまりなことを言っていると途中で自覚する──先輩は、俺の友達が非常に少ない、というか友達と言っていいかもしれない存在が一人しかいないことを知らない。俺がクラスでぼっちだと知ったら、『そうかもしれないと思ってたけど、本当にぼっちなの？　大丈夫？』と心配されてしまう。

　そんなことになったら、せっかく昔のように話せるようになりそうだったのに、また関係がぎこちなくなってしまわないか──と思っていると。

「せ、先輩……？」

　なんて顔をするのか──先輩が、今まで見たことのないような目で俺を見ている。

　嬉しそうで、けれど嬉しいと思ってはいけないと思っているような──目だけで全部分かるわけじゃないが、心の琴きん線せんに触れる感覚がある。

「……私が、カメラの使い方教えてあげようか？　綺麗にする方法とか、教えてもらったから」

「あ、ああ。写真加工とかはあんまり俺には合わないかもしれないけど、女子は結構好きだっていうよな」

「私も、そんなに撮らないけど……海原に教えるのは、楽しそう」

「そ、そうかな……俺って、自分で言うのもなんだけど、あまり遊びとかも知らないし、面白くない奴なんじゃないかと……」

　だんだん先輩が近づいてくる──自転車を停めた俺は、サドルを背にして先輩に追い詰められてしまう。

　衣ころも替がえ前の春服。その胸の部分を大きく押し上げ、こちらにせり出している部分が触れてしまいそうになって身を引くが、これ以上後ろに下がることもできない。

「……一緒に、してみない？」

「せ、先輩っ、それは……ま、まだその、仲直りしたばかりで……っ」

　先輩が寂さびしそうな顔をする。その表情が、欲しいものを貰えなくて拗すねている猫のようで、揺れている俺の心を鷲摑みにしてくる。

「……自撮り……」

「……え？」

「……綺麗に撮れるみたいだから」

「あ、ああ、そういうことか。それなら……お、俺でいいのかな」

　空野先輩はこくりと小さく頷うなずく。そしてブレザーの胸ポケットに手を入れて、スマホを取り出した。

「海原のこと、撮ってもいい？」

「えっ……」

「……海原、可愛い顔してるから」

「か、可愛いって……」

　今日の空野先輩は何か変だとか言うわけにもいかなくて、翻ほん弄ろうされっぱなしになる。どうすれば先輩の攻勢から逃れられるのか──逃れたいのかどうかも分からないが、とにかくこのままではいけない。

「せ、先輩。そろそろ教室に行った方が……」

「……どうして？」

「ど、どうしてというか、どうしてもというか……っ」

　こんなに押しが強いとは──そろそろ誰かに見られてもおかしくないし、見られていて遠巻きにされているだけとかそういう状況もありうる。

「……コホン」

　──咳払いで存在を主張する、その人は。

　校門での挨あい拶さつを終えて、こちらの様子を見に来たとおぼしき岸川先生だった。

「っ……！」

「うわっ……そ、空野先輩、大丈夫か……？」

　驚いた空野先輩が、バランスを崩してこちらに倒れ込んでくる──反射的に受け止めようとする途中ですでにまずいと分かっていたのだが、俺も自転車を背にしている状況では、しっかり空野先輩を受け止めるしか方法がなかった。

　柔らかい──ブレザーの中で、しっかりしたブラに包まれたはちきれんばかりの質量。俺はそれをバスケットボールを持つような手つきで受け止めてしまっている。離さなくては、と分かっていても身体が言うことを聞かない。

「う、海原……っ、それは教師として、私としても咎とがめざるを得ないというか、学校内でしていいことではないというかだな……っ」

「ち、違います、これは……っ」

「……せ、先生。私が転んじゃったので、海原が助けてくれただけなので……んっ……」

　俺の意識は上──上が意味するものはとても口に出せない──に向かっていたが、思った以上に下のほうも大変なことになっていた。

　俺の足が、空野先輩のスカートに思い切り入りこんでしまっている。太ももに当たっている部分は、ハーフパンツを穿はいて登校しているわけじゃないのであれば、まさか、パン──な、なんてことだ。

「う、海原……ゆっくり退どくから……じっとしてて……」

「わ、分かった……微動だにしない……っ」

「……て、手……離してくれないと……」

「っ……ご、ごめんっ！」

　判断力を失うと、当たり前のことすら見落としてしまう。俺は抗あらがいがたい誘惑を振り払い、指を広げて先輩の胸から手を離す。

「だ、大丈夫か、空野。私も見ている場合ではなかったな」

「……ありがとうございます」

　岸川先生が手を貸してくれて、空野先輩は俺から離れることができた──乱れた服を岸川先生が整えて、空野先輩は乱れた髪を元に戻す。

「……ちょっと、話をしてただけです。内緒話だったので、近くに」

「そ、そうか。そういうことなら、私も目くじらを立ててはいけなかったな。海原、すまなかった」

「いや、俺こそ……先生、校門での挨拶お疲れさまでした」

「うん、もう少し話したかったのだがな、あまり目立つことをするのはいけない」

　岸川先生は他の生徒に見られていないと、俺に対して優しくなる──いや、内に秘めた優しさを抑えなくなるというべきか。返事の仕方も少しあどけなくなって、先生というよりは『お姉さん』という距離感のように思えてしまう。

「……岸川先生も、大変ですね」

「挨拶に立つことは、私がこの学校に来てからずっとしていることだから……ん、そうではなかったか？」

「いえ。岸川先生のそういうところは、尊敬してます」

「な、何だ急に……空野、私をおだてても何も出ないぞ。二人とも、そろそろ教室に行きなさい」

「「はい」」

　揃そろって返事をする──思った以上にタイミングが合っていて、俺は空野先輩を見やる。

「……それじゃあ、また。海原」

「あ、ああ……また。空野先輩」

　先輩が微笑ほほえんでいる。そして小さく手を振ると、俺より先に昇降口に歩いていった。

「きっかけがあると、こうも変わるものなのだな。それとも、空野はもともとよく笑う子だったのか……」

「昔は、もっとおてんばでしたよ。ここだけの話ですが……俺と泥んこになって遊んだりもしてましたし、悪戯いたずらっ子こっぽいところもありました」

「そ、そうなのか……想像してみると、なかなか……」

「っ……想像と言いますと、どんな……？」

　思わず変な敬語を使ってしまう俺だが、先生が頰ほおを赤らめて何を想像したかと思うと、どうにも気が気ではない。

「……はっ。い、いや、何でもない。私は何も想像したりはしていないぞ？」

「お、教えてください！　そんな言い方をされたら、気になって勉強が手につきません！」

「そ、そんなことを言われても……いくら私が海原の先生でも、言えることと言えないことがある。まして、教え子のことで妄想をしていたなんて……はっ、何でもない。今のは何でもないから気にするな！」

「わ、分かりました……ところで先生、どうしてこっちに来てくれたんですか？」

　自転車置き場に足を運んだのはなぜだろう、という意味で聞いたのだが、先生は心なしか頰を膨ふくらませる。

　こんな表情を見るのは初めてだ。女騎士先生が拗すねるなんてことがありえるのだろうか。しかし、ぷくー、となっているこの表情はどう見ても──と思っていると。

「見に来なかったら、空野とあんなに顔を近づけて……な、何をするつもりだったのか、教師としては関心を持たざるをえないのだが」

「い、いえ……何もないです、いや本当に。空野先輩がスマホを買ったばかりで、俺にカメラの使い方を教えてくれるって話をしていただけですよ」

「カメラか……学校内では使用禁止になっているが、場合によっては許可しているな」

「もちろん、学校の外で教えてもらうことになると思います。俺も使うだけならできますが、写真加工とかはしたことないので」

「ふ、ふん……そうか、空野とは家が近いということだったからな。いつでも休みに遊んだり、一緒に出かけたり、一緒に……ということも、これからは普通にあるというわけか。私は先生だからな、生徒同士の友達付き合いに口を出すつもりはないが」

　ここまで分かりやすいというか本音を隠せていないのに、先生が拗ねているなんてありえないとか、それで片付けてしまうのは甘えでしかない。

　しかし、やはり決めつけて恥ずかしい思いをさせるのは避けたいところだ──先生が、焼やき餅もちを焼いているなんて。

「あ、あの……今のところ、まだ予定とかは決まってないですし、空野先輩も試合に向けて忙しいですから。遊んだりするのはなかなかできないと思います。先輩もですが、俺も可能な限り勉強に時間を充あてたいと思っていますから」

「そ、そうか……すまない、邪じや推すいをしたりするのはいけなかった。空野も受験を控えていて、勉強と部活の両立を本当によく頑張ってくれているからな……」

　そしてさらにバイトを始めるというのは、いくら空野先輩が体力があるといっても無茶なのだが。それでも店長から神聖視されている空野先輩には、もう少しだけバイトを続けてほしいという思いがある。

「しかし、時には気き晴ばらしも必要だ」

「気晴らし……」

「な、なんだ。そういうことを私が言うのは意外か？」

「い、いえ、滅めつ相そうもないです。ただ、先生の言う通りだと思ったので。俺は一緒に遊ぶような相手もなかなかいないので、気晴らしっていう選択すら思いついていなかったんですが……あっ、いや、辛いとかじゃないですが」

　岸川先生の目が潤うるんでいる──俺の学生生活というか、青春というものが結構灰色であったことについて話したら、こうなると分かっていたはずなのに。

「……海原は、ずっと寂しい思いをしていたのか？　私は去年の一年間、海原が栄養をちゃんと摂っているかどうかばかり気にして、肝かん心じんなことに気づきもせずに……」

　先生、それは俺の自己責任もありますから、先生のせいじゃありません──そう思っても言葉にできないうちに、先生がこちらに歩いてくる。

　これはもしかしなくても、抱きしめられてしまうやつだ──と思った瞬間、チリンと自転車の鈴の音が鳴った。

「おはようございます、岸川先生……と、海うみ坊ぼう……？」

　この声は──純じゆんから『オカンみたい』と言われている、うちのクラスの担任の先生、藤ふじ田た環たまき先生だ。オカンというのは例えであって、まだ二十代後半の先生である。

　きっぷの良いお姉さんという雰囲気なのだが、彼女はクラスでの自己紹介のときに、一人ひとり呼び名を決めていった──俺は『海坊』である。

　クラスメイトからすると全くイメージに合わないので忘れさられているが、今でも藤田先生は俺を海坊と呼んでいる。

「……岸川先生？　どうかしました？」

　まさに俺をハグする一歩手前まで来ていた岸川先生は、何事もなかったようにそのまま振り返る。大人の女性は切り替えが早い──さすがだ。

「おはようございます、藤田先生」

「ああ良かった、聞こえてた。もしうちの海坊……海原と何か話し中だったりしたら、どうしようかと思ったわよ」

「すみません、私が彼に声をかけさせてもらったんです。彼には、水泳部のことでとてもお世話になったもので……」

　そういう理由があれば、藤田先生に疑われることもない。

　岸川先生の機転に感謝しなくては──と思いつつ、もうお礼は十分してもらったと思っているので申し訳ない気もする。

　藤田先生はというと、何やら機嫌が良さそうだ──シャギーのかかった髪をいじりつつ、俺のことをにやにやと見てくる。

「海坊、私が面談したときは部活はもうやらないって言ってなかった？　二年生から水泳部デビューしちゃうの？」

「いえ、海原には……その、マネージャーのようなことをお願いしたいという意見が部員からも出ていまして。臨時で良いので、顔を出してもらえればと思っています」

　それは夕食をご馳走になったとき、岸川先生が流れで言っただけだと思っていたのだが──部員から要望が出ているとは、いったい俺の評価は水泳部でどうなっているんだろうか。

「水泳部の男子マネージャーかー、海坊だったら記録管理とかきっちりできそうよね。こうやって眼鏡めがねをくいってしながら、『○○さん、タイムが伸び悩んでますね』とか言ってみたり」

「俺にどういうイメージを持っているんですか……」

「あはは、ごめんごめん。海坊って眼鏡かけると、ほんとにインテリ……じゃなくて、知性派ギャングって感じに見えるのよね」

　また新しい異名が増えるのは勘弁願いたいので、突っ込むのはやめておく。藤田先生とは面談以外で長く話したことはないが、摑つかみどころがない雲のような人だ。

「海原に負担をかけすぎてはいけないので、具体的に何を頼むかということは考えていないのですが……彼がいるだけで、部員が引き締まるところがあります。土曜日の試合でも、海原のおかげで助けられました」

「はぁー……あの海坊がねえ。水泳部に好きな女の子でもいるから頑張ったとか？」

「藤田先生……？　クラスの生徒とはいえ、あまりからかうようなことは……」

　藤田先生と一緒に、俺まで圧倒されるようなプレッシャー──これが女騎士先生の本気のオーラだというのか。

「や、やだ岸川先生、冗談ですってば。海坊、ごめんね変なこと言って」

「は、はい。できればそれと、普通の呼び方にしてもらいたいですが……」

「岸川先生、海原を水泳部のマネージャーにしたい件については覚えておきます。海坊、あんまり頑張りすぎないようにね。眉み間けんに皺しわが寄ると怖くなっちゃうわよ」

　呼び方を変えてくれたかというのはやはりぬか喜びで、藤田先生は好きなことを言って行ってしまった──それを見送って、岸川先生はふう、と息をつく。

「海坊……か。藤田先生にも困ったものだ。そんな呼び方をしては、甘やかしたいと言っているようなものではないか……？」

「クラスメイト全員に呼び名をつけるようにしていて、それで覚えているそうです。俺には似合わなすぎて皆には忘れられていますから、それはそれで良かったですよ」

「ふふっ……なかなか言うな、海原も。では……」

　私たちも行こうか、と言ってくれようとしたのだろう。ごく自然に、岸川先生が手をこちらに差し出してくる。

　手つなぎで校舎に入るのは先生、それは──と言いかけたところで、自転車置き場にやってくる生徒たちの視線を感じる。

「岸川先生が、校舎裏で海原と……あ、あれは決闘の握あく手しゆ……？」

「おいおい、あいつ死んだぜ……いや、まさか勝算が……？」

　いつもの勘違いによって救われるとは──と思いつつ、岸川先生はできるだけさりげなく手を引っ込める。それも、俺が先生からの決闘の申し込みを拒んだと解釈された。

　かくして女騎士先生によって、今日も姉ヶ崎高校の平和は守られた。

　男子生徒たちはそう思っているのだが──岸川先生の後ろ姿が見えなくなったあと、彼女はすぐにメッセージを送ってきてくれているのだった。




　岸川先生：海原、今日のお昼は大丈夫だろうか




　そう──昨日の夜、杜山先生のマンションから帰るときに、岸川先生から今日の昼食の予定について聞かれていた。

　ふだんは月水金曜日にしか先生とお昼を一緒にすることはないが、今日は火曜日でも特例ということで、お昼を空けておくように言われていた。




　自分：はい、大丈夫です

　岸川先生：そうか、分かった

　岸川先生：では、どちらが先に屋上に着くか競争だな

　自分：廊ろう下かを走らないように気をつけます




　今日は少し趣しゆ向こうを変えた昼食を用意してくれるとのことで、俺の頰は自然に緩ゆるみ、口角が上がってしまう。

「わ、笑ってる……あれは岸川先生に何か計略を巡らしている顔だ……！」

「くっ……俺たちに何ができるというんだ。岸川先生、逃げてください……っ！」

　何か良からぬことを想像していそうなので、彼らの邪じや気きは軽く視線を送って飛ばしておいた。眼光が鋭いと言われてしまうのも、そんなに悪いことばかりではない。




　午前最後の授業。盛大に腹の音を響かせていた男子たちが、授業が終わると同時に目を血走らせて席を立ち、走り出ていく──購買部のパン獲得合戦は今日も戦争だ。

「さてと……海原大だい明みよう神じん、今日はカツカレーになさいますか？　それともカツサンド？」

　あたかも当然一緒に行くよな？　という空気を出してくるのは、俺の友人に限りなく近い存在である上うえ杉すぎ純じゆんである。変な呼び名で呼ばれると友情ゲージが下がってしまうのは否めない。

「上杉くん、それって執事のモノマネか何か？　ウケるんだけど」

「購買行くならワッフル買ってきてくれない？　あったらでいいから。お金もあったら払うから」

　この二人の女子は小こ谷たに美み貴きと、鈴すず木き憂ゆう子こという──吹奏楽部の部員ということで、さすがに名前を知らないのは良くないと思い、ちゃんと覚えた。

　成績がすごく悪いというわけではないのだが、高校に入ってから勉強についていくのが大変らしく、『ヤバい』教科があるというので、同じような爆弾を抱えている純に教えるついでに、幾いくつかの科目を教えた。それから、何というか──最初は怯えていた俺に対して警戒が弱まるのを通りこして、何か懐かれている感じになってしまった。

「なんかノリでパシリにされかけてんだけど、海原は助けてくれるよね？」

「そんな、友人キャラみたいに言われてもな……」

「え、上杉くんってまだ友達として認めてもらえてなかったの？」

「うちらは部活で一緒になることもあるし、結構仲いいよね」

　とは言ってもまだほとんど話していないが、と否定するのも狭量だろうか。友好的に接してくる相手に過剰なバリアを張ってしまうのは良くない。

「くっそ、俺だけが海原大明神のご利益を知っていたかった。見つかっちまったらしょうがねーな……おっ……」

　純は制服のポケットからスマホを取り出す──そして、真顔になる。

「……海原、カツカレー祭りの開催は延期にしてもらっていいか？」

「ああ、木曜あたりにでもな」

　木曜は原則として、購買か学食の日と決まっている。それはそれとして、純が何か落ち着かなそうなのはなぜかと見ていると──教室の外に、純と同じ髪色をした女子生徒がいる。

　あれは純の双子の妹──確か、上杉双ふた葉ばという名前だったか。双子といっても男女では雰囲気が全く違い、兄よりも見るからに気が強そうだ。

「……っ」

　おっと、あまり見ているのは良くなかった──思い切り純の妹と目が合ってしまった。

　何か妹は急いでいる様子で、兄を連れて行く。前にも似たようなことがあり、純は家の決まりで妹と昼食を摂らなくてはいけない日があると言っていた。

「あ、そっか。上杉さんって、妹さんだっけ……」

「雰囲気全然違うから、上杉くんと同じクラスになっても気づかなかったよね」

「ん……二人は、純の妹のことを知ってるのか？」

「それは……えっと……」

「ちょっと込みいった話になっちゃうから、また今度でいい？　あたしたちもご飯食べなきゃだしさ」

「ああ、それは構わないが。すまない、少し気になっただけなんだ」

　小谷さんと鈴木さんは申し訳なさそうに笑うと、他の友達と合流してグループに加わる。

「ね、ねえ、インテリ……じゃなくて、海原くんと何話してたの？」

「ほんと、見ててハラハラするよ。二人とも、あんまり海原くんに深入りすると迷宮入りになっちゃうよ？」

「話してみたらそんなに悪い人じゃないって言ってんじゃん、疑り深いなー」

「うちらで良ければ紹介しよっか？　って、調子乗ったら怒られちゃうか」

　こうして俺に対するクラスのイメージは、一定の段階から変わらないままなのだった。純以外の男子では、俺を怖がるばかりでないのは委員長くらいだ。

　とりあえずは岸川先生に心配をかけないように、体育で同じグループの男子には怯えられないようにしていきたい。

　席を立つと、食事中の委員長が教室を出る俺に気づいて、こちらを見ながら中指で眼鏡をくいっと押し上げた。それが挨拶なのだとしたら、藤田先生の眼鏡男子に対するイメージもあながち間違ってはいないと思う。




　はやる気持ちを抑えて屋上にやってくる。階段を上るときは足を速めてしまい、途中から一段飛ばしで上がってきた。

　息を整え、扉を開ける。想像していたよりも眩しくはない。

　空を見ると、白い雲で太陽が半分ほど隠れていた。階段のある塔とう屋やを回り込むと、ちょうど陰になるところにベンチがあり──そこで、岸川先生が待っていた。

「すみません先生、少し遅くなって……」

「ううん、私も今来たばかりだから大丈夫だ。時間には余裕があるから、急ぐことはないだろう」

　先生のいつもきりっとした瞳が、俺を見るときに優しい光を宿す瞬間に、いつも俺は目を奪われてしまう。

「今日は事前に言っていたとおり、少し趣しゆ向こうを変えてみることにした。海原が気に入ってくれるといいのだが……」

　岸川先生が、トートバッグに入れていた巾きん着ちやく袋ぶくろから、円筒形のものを取り出す──今まで使っていた弁当箱とは違うようで、むしろ水筒に見えなくもない。

「先生、それは……？」

「これはスープジャーというものだ。料理を保温して運ぶことができる」

「なるほど……お弁当でも温かいものが食べられるわけですね」

「その通りだ。常温でも美味しいお弁当作りを心がけてはいるが、やはり温かいものを食べたいときはあるだろう？」

「俺はいつも、先生の弁当に感動するばかりで、他のことは何も考えられては……あっいや、すみません、今日からはもっとしっかり味わいます」

　ベンチにランチョンマットを敷き、スープジャーを置いてから──先生はちょん、と俺の鼻をつついてきた。

「せ、先生……？」

「いつも美味しそうに食べてくれるから、私はそれで十分満足している。しかし、感動というのは大おお袈げ裟さだと思うのだが……」

　先生は頰を赤らめて言う──きっと嬉しいと思ってくれているのだが、素直に顔に出してはいけないという葛かつ藤とうを感じさせる。

「では……開けてみてくれ。こぼれないように気をつけて」

「はい……うわっ、これって……」

　蓋ふたを回して慎重に開け、立ち上った湯ゆ気げと香りに思わず声が出てしまう。

「これは、シチュー……いえ、ボルシチってやつですか？」

「うん、正解だ。このサワークリームを乗せて……」

　先生は俺からスープジャーを受け取り、クリームを乗せる。そしてスプーンで軽くかき混ぜると──具をすくって、こぼれないように手で受けながら差し出してきた。

「……はい、あーん」

　初めのうちは──先生が俺に弁当を食べさせてくれるようになったばかりのときは、こんなふうに食べさせてもらうことはなかった。

　気がつくと、これが当たり前になっていて。俺は先生の手にボルシチがこぼれてしまわないうちに、食べるしかなくて──。

「……んっ……んんっ……！」

「ど、どうした……？　何か、変な味でも……」

　俺の反応を見て岸川先生が慌あわててしまう──俺は口に入ってほろりと崩れる肉の食感と、スープの深すぎるコクと旨味、まろやかな酸さん味みの渾こん然ぜん一いつ体たいとなった奔ほん流りゆうに驚いてしまっただけだ。

「美味しい……先生は、どうしてこんなに美味しいものが作れるんですか」

「っ……良かった。失敗していたのではないかと心配したぞ。あまり、驚かせないように」

「はい、すみません。いや、本当に美味い……トマトが入ってますけど、酸味がきつくなくて、食材の旨うま味みがギュッと出てます」

「保温するだけではよく味が出ないから、圧力鍋で調理したものを入れてある。もっと時短もできるのだがな、姉がボルシチが食べたいと言うので、リクエストに応えることにした……ついでのようですまない」
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「こんな贅ぜい沢たくなついでだったら、心から大歓迎です。先生の料理は、お姉さんもファンなんですね」

「本人もやればできるのだが、私がときどき母の代わりに料理をしていたら、気に入ってしまってな……今もときどき頼まれてしまう」

　生徒たちの、そして俺にとっても憧どう憬けいの対象であり、大人としての振る舞いのお手本のような存在の岸川先生が、お姉さんの前では妹として振る舞う──それが何か新鮮で、思わず家での岸川先生の様子を想像する。

「……何か想像していないか？　私が姉の言うことを聞かされるというのは、意外に思っているとか……」

「俺は兄弟がいないので、素直に羨うらやましいです。それに、先生はやっぱり家でも優しいんだなって……」

「やっぱりというのは……日頃からそんなふうに想像しているのか？　その、私について考えることがあるのか」

　美お味いしいものを食べさせてもらうと、思わず口が滑ってしまう。岸川先生の知らないところで俺が彼女のことを考えているなんて、よくよく考えなくてもいい気分はしないことだろう。

　しかし、先生のことを考えることがあるのは事実で、それを誤魔化す気にはなれなかった。先生にはできるだけ噓をつきたくない。

「時々ですが……考えることはあります。先生がくれた……」

「……ん？　私が、海原に何かあげただろうか」

　言いかけて気がつく──俺がクッキーをもらったのは、岸川先生ではなくて「石いし川かわ先輩」ということになっている。だから、クッキーを食べるたびに先生のことを思い出しますなんて言ってはいけない。

「い、いえ、その……先生に食べさせてもらったお弁当のことを、家で思い出したりすることがあって。それで先生のことを考えることはあります」

　噓はつきたくないが、先生の秘密を守ることは俺の信念より優先される。

　先生が学生時代の制服を着て、俺と一緒に勉強していたなんて、俺自身も知っていてはいけないことなのだ──先生にとっては。

「……何かぎこちない気もしなくはないが。そ、そうだな……私も海原と出会って一年以上になるから、私のことを考えてくれることはあるか」

　先生はそう言って、もう一つ持ってきていたランチボックスを開ける。中に入っていたのは、生なま春はる巻まき──透き通る皮越しの野菜の緑と、エビの赤が鮮やかだ。しっかり保冷されていて、ひんやりと冷気が立ち上る。

　そしてもう一つ、先生はバゲットを取り出す。これはボルシチと一緒に食べる、本日の主食のようだ。

「サラダを用意しようと思ったのだが、ボルシチとバゲットだけでもお腹はいっぱいになると思ったのでな。追加でつまめるように、春巻きにしておいた。料理のジャンルは統一した方が良いかもしれないが……」

「いえ、俺はあまり気にしないです。カレーうどんとかも好きですが、あれは二つの国の料理が交じってるじゃないですか」

「ふふっ……カレーうどんか。つゆが跳ねるといけないからなかなか食べられないが……海原が好きなら、一度作ってあげたいものだ」

　先生は春巻きをタレにつけて口に運びながら言う。あまりマジマジと見てはいけないが、先生が食事をする様子は何と言えばいいのか、例えようのない艶つややかさがある。

「……んっ。海原、ボルシチを貰ってもいいだろうか」

「はい、どうぞ」

　先生は俺が使ったスプーンを、そのまま口に運ぶ。全然頓とん着ちやくしていないように見えるが、心なしか頰が赤らんでいる。

「うん……今日はいい出来だな。海原にも喜んでもらえたし、何よりだ。次はバゲットにつけて食べるといい。本場なら黒パンなのだが、バゲットも悪くはないはずだ」

「はい、いただきます……先生？」

　俺も気にしすぎてはいけないと思ったのだが、再びスプーンを受け取ったところで先生が少し困ったような様子で見つめてくる。

「……そうやって海原は、いつも落ち着いていて……私の方が、学生のような気分にさせられてしまう。大人に切ない思いをさせるな」

「え……あっ、いえ、全然気にならないとかじゃないんです、その……間接的なことはかなり気にしてますが、先生に失礼かと思いまして」

「……全く気にしないというのも、それはそれで寂さびしい……い、いや。私たちは教師と生徒なのだから、過か剰じように気にするべきではないか。で、では……」

　先生は何を思ったのか、春巻きと一緒に入れられていた野菜スティックを手に取ると──端はしを咥くわえて、こちらに差し出してきた。

「ふむ……ふむむ、ふむ」

　栄養を考えて野菜も食べた方がいいとか、きっとそういうことを言っているのだと思うが、全く言葉になっていない。

　間接キスを気にしないというのが、なぜ口移しで食べさせてもらうことになるのか。

　ここで動揺して『これはやりすぎです』と先生を説得するべきか、先生に恥はじをかかせないのが生徒としての最善の選択か。

　もはや一秒の猶ゆう予よもない。先生が差し出してくれた野菜スティックを食べない、つまりそれは先生の厚意を拒否することだ。恥ずかしいとか言ってる場合じゃない……！

「……っ……」

　先生の用意してきた野菜スティック──人にん参じんのスティックなのだが、嚙んでみるととても甘い。俺が知っている生の人参の渋しぶみとか、そういうものは一切なかった。

　この状況が、味覚にも影響を与えているのかもしれない。先生と見つめ合いながら、少しずつ人参を食べ進んでいく──二匹のウサギでも、こんな仲なか睦むつまじそうな姿を見せることがあるだろうか。仲睦まじいなんて、俺は何てことを考えて──。

「…………」

　──先生が、人参を折らない。ゆっくり、そのまま進んでいく。

　俺が自分から折ってしまったら、何か負けのような気がして。

　こんな意地の張り合いは良くないと分かっているのに、先生は目を閉じずに俺を見つめていて。俺が止まっても、先生は進むことを止めずに──やがてその目が閉じようとして、




『──水泳部の岸川先生、先日の大会の表ひよう彰しようについてお話ししたいことがございます。校長室までお越しください』




　校内放送を告げる電子音が、スピーカーから響く。その瞬間に人参スティックは折れてしまい、俺は気がつく──いつの間にか、先生の手が俺の肩に添えられている。

　この距離感でも、容易に触れてはいけない部分が届いてしまっている。あんなふうにして食べさせてもらったら、意識は視覚のほうに向くので、先生の胸が当たってしまっていることに気が付いていなかったのだ──その間、およそ十秒くらい。自分が存外生き真ま面じ目めなのかもしれないと思う。

「んっ……」

「っ……」

　俺たちは同時に顔をそらす。人参スティックをそのままにして向き合っているわけにはいかないからだ。

「……ちゃんとよく嚙んで飲み込まないと危ないぞ？」

「は、はい……こんな甘い人参は、生まれて初めて食べたかもしれません」

「農家をやっている親しん戚せきが送ってきてくれたものだから、海原がそう言っていたと伝えたら喜ぶだろうな」

　野菜スティックにほのかに味付けがされていて、それだけでサラダのように食べられるようにする先生のテクニックが凄いんです──と言いたいが、何か別の意味に聞こえてしまいそうで思いとどまる。

「覚えているか？　最初のころに言っていたことを」

「あ……そ、それは何というか、俺にとっては黒歴史ですから。今では間違ったことを言ってたと思ってます、食べ物なんて必要なカロリーが摂れれば何でもいいなんて」

　先生は優しく微笑みながら、春巻きをタレにつけて、こぼれないように手で受けながら俺に差し出してくる──決して慣れたりはしない。顔どころか身体まで熱くなってしまいそうなほど照れるのに、先生には抵抗できない。

「野菜が美味しいと言ってくれるようになったのは、偉大な進歩だな。今のところ、海原は何でも美味しいと言ってくれるが……」

「何でもではないですよ。でも、先生が作ってくれるなら何でもかもしれません」

「そ、そうか……何を作るかではなく、誰が作るかということなのか。しかしそれだと、海原の栄養管理を、将来的にも……」

「せ、先生。そろそろ行かないと……俺に際限なく食べさせてちゃだめですよ」

「……せっかく作ったのだから、一口でも多く食べてもらいたいのだが。というのは、私の我がままか」

　寂しそうな顔をする先生──本当にいいんだろうか。先生が作った料理を、ほとんど独り占めにしてしまっても。

　自分は欲張りだと思いながら、俺は弁当を片付けようとする先生に声をかける。

「先生、その……もし残すことになるなら、全部俺が食べてもいいですか」

「……いいのか？　二人分よりは少し少なめの分量といっても、全部食べたら午後から眠くなってしまうかもしれないぞ。本当に食べてしまうのか？」

　俺が勉強に集中できるようにしたいという『先生』の部分と、料理を食べさせたいという『年上のお姉さん』の部分がせめぎ合っている──そんなのは俺にとって得しかない。先生が真面目で優しすぎるから、葛かつ藤とうしてるだけだ。

「先生のお弁当を残す方が、集中できなくなりますから」

「……わかった。では、残りは全部食べてもかまわない。校長室での用件がすんだら戻ってくるから、待っているように」

「はい、先生」




　先生は言葉通りに、昼休みが終わる前にもう一度戻ってきてくれた。

「全部食べてくれたのは嬉しいが、健康を考えて、少し運動でカロリーを消費した方がいいか」

「せ、先生……っ、それは自分で……んむっ……」

　先生は当然のように、俺の口の周りをハンカチで拭いてくれる。服に飛んでいないかまでチェックされ、襟えり元もとを正されて、髪まで整えられてしまった。

「うん、これでバッチリだな。午後からも授業、頑張るんだぞ」

「あ、ありがとうございます……」

「それで、運動の話だが……」

　カロリーを消費した方がいいというのを、先生は思いつきで言ったわけではなかった。いつでも彼女は有言実行で、俺はたまに振り回され気味だと思うこともあるが──。

「海原に臨時マネージャーをお願いしたいと言っていたことだし、一度プールに来てもらってもいいだろうか。水泳は一番良い運動になるからな」

「は、はい。今日は水着を持って来てないので、また別の日でもいいですか」

「うん、海原の都合がつく日でかまわない。できるだけ早くがいいと思っているがな」

　そう言われると、明日にでもという気持ちになる。ウェイトコントロールの意味もあるのだから、早めに運動を始めなくては意味がない。

　こうして俺は、臨時マネージャーとは何をするのかを教えてもらうことも含めて、先生から水泳の指導を受けることになったのだった。




　昼食をたらふく食べた直後の授業だが、思ったより眠くはならなかった。

　午後に眠くなることがあり、それについて岸川先生に相談してみたところ、このように指導してもらえた。

　──糖質を急に摂りすぎると血糖値の乱高下の原因になるので、野菜を食べてから糖質を摂り、糖質を摂りすぎないようにするといい。血糖値を安定させるためには糖質の少ない間食をするのも良いが、学校では間食は持ち込めないからな……。

　岸川先生はすごく真剣に考えてくれていたが、俺は食後に眠くなるのは消化に集中するためで仕方ないと思っていたので、対策を教えてもらえただけでも感謝していた。

「岸川先生らしいわね。でもね、糖分は勉強で疲れちゃったときに元気にしてくれるものでもあるから、摂るタイミングと摂り方が大事なんだと思うわ」

　放課後、俺が何をしているかというと──まだ前にひねった足に一応軽めのテーピングをしているのだが、帰り際に杜山先生に会って、保健室で巻き直してもらっている。

　話しながらも杜山先生は手際よくテーピングを巻き直してくれる。しかし保健室のベッドに座ってやってもらうと、前に屈み込んでいる先生の角度次第では──肌色の谷間が無防備にさらされてしまって、とても平常心を保って見下ろすことができない。

「そんなわけで……海原くん、大きくて柔らかくてミルキーなものって何だと思う？」

「ミ、ミルキー……いえ、先生は確かにとても立派ですが、ミルキーということは……それに大きさはまだしも柔らかいというのは、俺が知っていてはいけないことで……っ」

「ふふっ……知らないのなら教えてあ・げ・る。大きくて柔らかくて、とっても甘くてクリーミーなものっていうのはね……」

　先生、ミルキーなのかクリーミーなのか、それともどちらでもいいのですか──と指摘すべきかどうか悩む間に、俺は文字通り、入ってはならない谷間に足を差し入れていた。

　テーピングをしながらおしゃべりに夢中になるあまり、先生は俺の足を取ったまま無む造ぞう作さに谷間に押し付けていたのだ。踏んでいるというのとは違う、足の左右にとんでもなく柔らかい感触がもどかしい加減で触れている。

「あら……？　海原くん、ちょっといい？　このテーピングの仕方だと、ベストの形じゃないかもしれないわ。ええとね、ちゃんとコツがあるの。先生に全部任せて」

「っ……だ、大丈夫です、今のやり方で十分……」

　先生はこともあろうに、胸の谷間に俺の足を置いたまま、左右の胸をぽよんぽよんと当てながらテーピングを巻き直し始めた。逆側の足が嫉妬しそうなほどの楽園──これはまさに天に瞬またたくミルキーウェイ、俺の足はまさにその間にある。

「んしょ……ここを結んで……うん、いい感じ。さっきよりも負担が少ないでしょう」

「負担というか、あ、圧迫が……先生、俺の足はもう……」

「もう？　うふふ、海原くんが牛さんになっちゃった。なんてね」

　牛さんは控ひかえめに言っても杜山先生ですと言ったら、さすがに信頼関係にヒビが入るどころではすまないだろうか。それともミルクは出ませんと冗談を返してくれたりは──駄目だ、今の俺は頭の回転が鈍っている。

「うん、腫れはすっかり引いてるし、来週の球技大会には出られると思うわ。海原くん、運動もすごく得意なのよね」

「えっ……あ、ああ、岸川先生から聞いたんですか？」

　急にどうしたのだろうと戸惑うが、杜山先生と岸川先生は水泳大会の一件からすっかり親密になっている。二人で話をしているときに、俺のことが話題に出てもおかしくはない──というのも自意識過剰なように思うのだが。

「岸川先生と話すようになってから、いつも海原くんのことを話してるわよ。それでね、授業中は心を鬼にして、喧けん嘩かを売ってきた他のクラスの子の気持ちを受け止めたりしてるんですってね」

「い、いえ……心を鬼にというか、普段から鬼のような扱いをされてるみたいで……」

「うふふ、海原くんったら謙けん遜そんしちゃって。本当はとっても優しいのに、みんなが甘えちゃわないように厳しい雰囲気を作ってるんでしょう。先生分かってるんだから」

　そんな話だったらどれだけいいかと思うが、普通にしているつもりが怖がられてしまうだけだ。

　それが、最近は徐々に、じわじわと、心なしか状況が好転しつつある。

「吹奏楽部のみんなも、海原くんって最初は近寄りがたいイメージがあったけど、演奏に入ってくれると凄くやりやすいっていうか、自然に合わせてくれるって言ってたわよ。技術がみんなを引っ張れるくらいにあるから、周りの音を聞けるだけの余裕があるのよね」

「それは……水泳部の応援演奏なので、綺き麗れいに合わせることも大事ですが、勢いも大事だと思いまして。高音も低音パートも初めての場所で少し緊張してましたから、これくらい鳴らしていいんだというのは伝わればと思ってました」

　演奏中に考えていたことを改めて話すというのは、正直言って照れる。俺は自分が考えていることを上手く伝えるのが苦手だからだ。

　中学の時も、同じ部屋で練習していたコンバスやチューバ、トロンボーンから意見を求められることがあった。控えめな性格の人が多かったから、『氷の眼鏡』という不本意な二つ名を与えられていた俺は、持ち前の冷静さで周囲を引っ張ることを求められていたのだ。

　俺が『いつも練習してきた成果を出せばいい』と月並みなことを言っただけで、みんなは緊張を俺のかけたプレッシャーによって克服し、俺に怒られないようにと演奏して良い結果を出した──と冗談めかせて顧問の先生に言われたが、皆が努力した結果が出ただけだと思う。

「私はね、海原くんならユーフォニアムでもコンマスができちゃうくらい、技術も求心力もあると思うんだけど……」

「い、いや……先生、俺は正式な部員にはなってないですし、ただのサポートですから。それにユーフォがコンマスっていうのは……」

「確かに珍しいけど、ユーフォニアムっていう楽器を作った人は、コンサートマスターをしてたのよ。海原くんがみんなにアドバイスして、演奏を調整してるところを見たら、誰だってコンマスを任せられるって思っちゃうはずよ……なんて、強引にしたら海原くんも困っちゃうわね」

「俺は演奏に参加できるだけでも光栄に思ってます。もうずっと、楽器に触ることはないんじゃないかと思ってましたから」

「そんなこと、絶対ないと思うんだけどな。海原くんは、吹奏楽が嫌いになってやめてたわけじゃないんだもの……そうじゃなきゃ、あんな演奏はできないわ」

　一度覚えてしまえば、自転車の乗り方と同じように、楽器の扱いを忘れてしまうなんてことはない。

　金管の音を聞いただけでも、コンビニでのバイト中に不意にジャズが流れただけでも、自分が演奏したらどうなるかをイメージして、指が動く──そうしたとき、頭の中では、いつでも理想の音が鳴っている。

　そう、今だって──想像しただけに動こうとする指を、意識して止めて。

　けれど、止まりきらなくて。その手を、先生の手が包み込んでいた。

「っ……せ、先生……」

　先生は俺の手の感触を確かめているみたいな手つきで、じっと見ている。そして、俺を見上げると、とても嬉しそうに微笑んだ。

「この手を見れば、海原くんが音楽をすごく好きなんだって分かる。私は、去年から……いえ、中学のときからずっと、海原くんのことに注目していた。だから、すごく嬉しいのよ。どんな形でも、あなたと一緒に吹奏楽ができるんだもの」

「……杜山先生」

　俺が中学まで吹奏楽をやっていたから。ソロコンで賞を取っていたから勿体ないというだけじゃない。

　先生と一緒に音楽をやる。先生の指揮で演奏する──そのことを、先生は俺のためだけじゃなく、自分が嬉しいから望んでくれていた。

　俺のことを、根気強く勧誘してくれた。ときどき突拍子もない行動をしたりもするけど、それは全部俺と吹奏楽がやりたいから。

　そんなふうに思ってしまったら、これからの演奏に私情をはさんでしまう。先生の指揮をまともに見られなくなったり──それは、俺が精神力で何とかしなければならない問題であって、先生に責任を求めてはいけない。

「……なんて、いい演奏をする子が一人でも増えたら、コンクールでも良い結果が出るかなって思っていたりしてね。去年は地区大会で銀賞だったけど、やっぱり悔しいっていう気持ちはあるの。私も、みんなもね」

　その気持ちは、俺にも良く分かる。悔しいということを忘れて、何も感じなくなるために、俺ができたことは『仕方がない』と思うことくらいだった。

　どんな部活でも試合やコンクールに熱心というわけじゃないし、それが全てでもない。

　しかし一度あの熱を知ってしまったら、きっと誰でも忘れることはできなくなる。

「……ごめんね。海原くんは忙しいのに、一度手伝ってくれたらもっともっとって……おねだりばかりして、本当は私からもたくさんお返ししたいのに……」

　それはまずい──という前に、先生は俺の手を取ったまま、自分の胸に押し当てていた。

　これはそういうことでお返ししたいということではなく、先生が俺にお返しをしたいと真剣に考えて悩んでいるから出た仕し草ぐさであって、胸がマシュマロのように柔らかいとか、谷間に近い位置なので鼓こ動どうが伝わってくるとか、そういうことに過剰に意識を傾けてはいけない──こんなところを岸川先生に見られたら、いや、ここにいらっしゃるわけがないので、解放されるまでは俺に罪はない。罪の意識がある時点で、とても駄目なのではないだろうか。
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「……海原くん、今ここでちょっとでもお返ししたいって言ったら受け取ってくれる？　少し甘いかもしれないけど、きっと満足してもらえると思うの」

「あ、甘いっていうのは……」

「それはね……」

　先生は俺の耳元に唇を寄せる。夕焼けに染まり始めた保健室で、先生は俺の胸板に柔らかい感触をじれったい程度にかすかに触れさせながら、魔ま性しようすら帯びた声で囁いた。

「大きくて、柔らかくて、ミルキーな、私の……」

「そ、そんな、俺たちにはまだ早……」

「私の、特製スフレケーキを作ってきたの」

　ああ──そういうことだと分かっていながら、なぜ俺は懲こりずに妄もう想そうを膨らませてしまうのだろう。先生の思わせぶりな振る舞いがいけないと言いたくもなるが。

　先生は俺の肩に手を置いてそっと身体を離すと、なぜか満足そうにふぅ、と吐息をついてから、保健室に備えつけてある冷蔵庫を開け、中に入っていたスフレケーキを取り出してきた。

「糖分は、摂るタイミングが大事なのよ。これからアルバイトをして、帰ってからお勉強をする海原くんには、おやつが必要だと思うの。学校の中でおやつを食べてたっていうのは内緒にしないといけないけど、禁止ということはないのよ」

　先生と生徒が個人的に親しくしているというのは、確かに問題がある。

　あるのだが、俺は手作りのスイーツというものにめっきり弱くなっていた。岸川先生のクッキーを食べた時から、甘党のスイッチが入れられてしまったようだ。

　誰のものでもいいというわけじゃない。しかし杜山先生のスフレケーキには、明らかに俺のセンサーが反応している。これは美味しいやつだと。

「このケーキにこうして、苺いちごのシロップをかけて……ね。こうすると可愛いでしょう」

　白くて丸いドーム状のケーキが二つ。その一つひとつの尖せん端たんに、先生が苺のシロップを垂らす──この見た目は、何と言っていいのか。先生は、自分がおっぱいケーキを作ってしまったことにご自覚があるのだろうか。いやない。

「先生、もう少しシロップをかけたほうが……」

「そう？　海原くんは甘あま酸ずっぱいほうがいいのね……じゃあ、たっぷりかけてあげる」

　先生と会話をしていると、脳が溶けそうになる──ケーキの見た目は人前に出していけない状態ではなくなったが、俺は椅い子すに座るように促され、先生は当然のように対面に座って、スフレケーキを適度な大きさにフォークで切り分け、俺に差し出してくる。

　自分で食べられるので大丈夫です、先生──そんな言葉は、こうなってしまうと完全に封じられてしまう。

「はい、あーん……」

「んっ……んん……!?」

　美味しい──甘すぎず、冷蔵庫に入っていたのに口に入るとスッと蕩けるようで、少し暑くなり始めた初しよ夏かの夕方にはちょうどいい涼りよう感かんだ。

「ふふっ……慌あわてなくていいのよ。ゆっくりもぐもぐして食べてね……はい、ごっくん」

「……お、美味しいですが。先生、いくら何でも甘やかしすぎです」

　高校生として扱ってもらえるなら甘んじて受け入れられるが、今の先生の甘やかし度数はどう見ても、幼よう稚ち園えんの先生と園児のレベルに相当している。

「ごめんなさい。海原くんが素直にあーんしてくれると、先生嬉しくなっちゃって」

「俺もいちおういい歳なので、それなりの扱いをしていただけると……」

「そんなこと言って、私よりええと……六つか七つ下なのかしら。私が小学校六年生のとき、海原くんは幼稚園なのよ。そう考えたら普通だと思うわ」

　そのタイムスリップ理論を通してしまうとこれからも便利に使われてしまいそうだ──しかしどうやって説得していいものかと困った俺は、たった一つの冴えたやり方を選んだ。

「先生、俺の普段のイメージと落差がありすぎると、周囲に知られた時に致命的なので……できれば、甘やかすのは適度にお願いします」

「それは……確かにそうかもしれないわね。海原くんを先生が甘やかしてるって知られちゃったら、何だか秘密を知られちゃったみたいになっちゃうものね。分かったわ、海原くん。学校以外のときだけ、あーんして食べさせてあげる」

　難しい問題は先送りにする。先送りにしたほうが後に響きそうだが、それは考えないようにして、スフレケーキを味わうことに集中した。

　先生はずっと嬉しそうに見ていたが、机に向き直って自分のケーキを口に運ぶ。髪がかからないように片手でかき上げる仕草に、思わず目が留まる。

「……やっぱりあーんしてあげないと、物足りなくなっちゃいそう。そんなにじっと見てたら、また食べさせちゃうわよ」

　俺の視線には敏感で、恥ずかしそうにする杜山先生。

　このまま見ていたら本当に『あーん』が再開しそうなので、俺は彼女の方を見ないようにして食べ始める──先生がくすっと笑う気配がしたが、今は悪い気はしなかった。




　保健室でケーキをご馳ち走そうになったあと、先生は音楽室に向かい、俺はコンビニのバイトに向かった。

　まだ先輩はバイトに復帰していないが、すでに来週からシフトに入っている。店長は『うちの女神を引き止めてくれてありがとう』と言っていたが、多分に茶ちや化かされている感じがする上に、伊い角すみさんと女性二人で煽ってくるものだから、夜シフトの松まつ重しげさんに『男子高生をいじるなよ、お姉さんチーム』と擁護されてしまった。

　そして俺がバイトを無事に終えて、家に帰って何をしたかというと──去年一年間のうち、学校の授業でしか使わなかった海パンと帽子、ゴーグル捜しだった。

　正直に言うと、先生には『普通に泳げる』と言ったが、それは体育の授業でマイナス評価をされないためとか、やむを得ない場合に限ったりする。

　人が泳いでいるのを見るのは嫌いじゃない。だが、自分が泳いでいるときは妙な気分になることがある──上下が分からなくなるような、息の仕方を忘れるような、そんな不安を覚えることがあるのだ。




　翌朝学校に着き、純がまだ来ていないうちに、俺は岸川先生にスマホでメッセージを送った。




　自分：先生、おはようございます

　自分：昨日話していたことなんですが

　岸川先生：おはよう、海原

　岸川先生：もしかして、水泳部を見に来てくれるという話か？

　自分：はい、水着も持ってきました

　岸川先生：そうか、準備は万端だな

　岸川先生：では、放課後にプールまで来てくれ

　岸川先生：中には入れるようにしておく。今日は筋トレの日だから、他の部員のトレーニングを見てから私も行くからな

　自分：わかりました、それじゃ着替えて待ってます




　これでは、俺がすごく泳ぎたいみたいだ──むしろ、先生に教わりたがっているというか。

　一日の授業を終えてアリーナにやってきたわけだが、男子更衣室で着替えてプールサイドで準備運動をしつつ、今さらながらに少し照れてきている。

　なにせ、この姉ヶ崎高校には男子水泳部員がいない。女子部員が後から二十人以上もやってくるのに、俺がここにいたら場違い以外の何物でもないんじゃないだろうか。




『いえ、海原には……その、マネージャーのようなことをお願いしたいという意見が部員からも出ていまして。臨時で良いので、顔を出してもらえればと思っています』




　俺は岸川先生を疑ったりしないし、心から信頼している。しかし部員たちが俺にマネージャーをしてほしいと言うとか、それは少々飛ひ躍やくしていないだろうか。

　もちろん、ここに来ていることを純にはまだ話していない。俺が水泳部のマネージャーになるなんて言ったら『じゃあ俺も！』と言い出すに決まっているし、それを断ったら『海原だけ水着の天国を独り占めかよ！　俺たち友達じゃなかったのかよ！』と荒れ狂うに決まっている。ジュースでもおごってやれば落ち着くだろうが、そんなことで出費をするのも何か悔しい気分だ。

「……それ以前に……どうなんだ、俺」

　自分に対する問いかけ。姉ヶ崎高校が誇る室内五十メートルプールは、水深が一番深いところで二メートルある。

　泳げないわけではないし、足が着かないところが怖いなんてこともない。

　しかし、もし岸川先生に泳ぎを教えてもらっているときに、あの奇妙な感覚が生じてしまったら──先生に、格好悪いところを見せてしまうかもしれない。




『海原、涼太……うん、覚えたぞ。海原、君は泳ぐのは好きか？』

『はい、それなりに……水泳部の人たちには、全然かなわないと思いますが』




　去年、水泳の授業でタイムを測ったときは、クラスでは速いほうだった。

　水泳は得意だし、好きでもある。あの奇妙な感覚も、今となっては気にならなくなっているかもしれない──原因が分からないのだから、治るときも特に理由なく治ったりするんじゃないだろうか。

（……岸川先生は、俺が水に入ることに違和感があるって知ったら……やっぱり、俺をプールに呼ぶのは止めた方が良かったって思うよな）

　マネージャーをすると決まったわけじゃない。やるとしても臨時になると思うし、泳ぐ必要も必ずしもあるわけではないかもしれない。

　だが、先生は厚意で俺に水泳の指導をしてくれようとしている。ならば教わる前に、不安要素はなくしておいた方がいい。

「よし……いつも、やろうと思えば乗り切れたんだ。今日だって……」

　俺は水泳帽を被り、ゴーグルを着ける。そしてプールサイドで身体に水をかけて温度に慣らしてから、飛び込み台に立った。

　何も違和感はない。五十メートル泳いで向こうまで行けば、向こう側は浅くなっているので危険もない。深くなっているのはプールの手前側だけだ。

　向こうの壁を見つめ、俺は集中する──そして。

「……っ！」

　意を決して飛び込む。水面で腹打ちをしたりはしない、それなりに手応えのある入水角度だった。

　両手を重ねて腕を前に伸ばし、ドルフィンキックを打って、浮上する──これでもうかなり進むことができている。

　楽がつ器きの演奏と同じように、クロールの仕方だってそうそう忘れるものではない。手で水を掻き、水を蹴り、タイミング良く呼吸をして前に進む。

　五十メートルなんてあっという間だ。俺は何を心配していたんだ──岸川先生が来たら、もう泳いでいたのかと怒られるだろうか。そうなったら俺は──。

（……なんで……消えてないんだ、まだ……っ）

　手が、足が、急に重くなる。

　全てがスローモーションのように、気が遠くなりそうなほどに遅くなる。水が絡みついてくるようで、明るかった水中が、濁っているかのように暗くなる。

　ずっと、見ていなかった。

　自分が暗いところに沈んでいくような夢。どれだけ藻も掻かいても、どこが上なのかも分からなくて、息が続かなくなって──もう駄目だと思ったところで目が覚める。

　金縛りにあったとか、一人暮らしにまだ慣れていないからだとか。理由をつけて何てことはないと思ううちに、忘れていた。

　なのに、まだ俺の中に残ってしまっていた。

　水に対する恐怖。認めたくなくて目を逸らしていた、その感情。




　誰かが、呼ぶ声がしたような気がした。

　室内アリーナに反響する、凜とした声。水中にいても聞こえた──水が震えて、少しの後に誰かに抱きかかえられる。

　光に向かって、引き上げられていく。

　夢の中でも、俺はいつも沈んでいるばかりじゃなかった。

　誰かが助けてくれる──そして俺はようやく、悪夢から目を覚ますことができていた。




「……はら……海原っ……！」

　もう一度、声が聞こえ始める。

　身体は動かず、自分がどうなったのかも分からない。辛うじて分かるのは、もう水中にはいないということ。

「海原……っ、私が目を離さなければ……海原っ……！」

　いつも憧れていた、その声。

　生徒たちの憧れで、俺にとってもそれは変わらなくて──本当なら遠い存在のはずで。

「……海原……すまない。私には、他に方法が……」

　応えなくてはいけないのに、身体が動かない。声も出ない──。

　ほんの少しだけ、先生の声が途絶える。

　そしてもう一度、近づいてくる──先生が、すぐ近くにいる。

「……っ……」

　彼女が何をしてくれているのか──分からない。

　ただ、何も感じられなくなっていた身体が、唯ゆい一いつ感じることができるようになったのは。

　頭と頰に添えられた、温かい手の感触。




　遠のいた意識が、再び戻ってくる。

　意識が途絶えていた時間は、どれくらいか──短いのか長いのかも、分からないが。

「……海原……聞こえるか？　私のことが見えているか……っ」

　岸川先生が俺を覗き込んでいる。水泳の指導をするときに着るものなのか、彼女は水着姿だった──濡れた髪もそのままに、先生は目を潤うるませて俺を見ている。

「……見えてます。先生……助けてくれたんですね……」

「っ……！」

　先生が覆いかぶさってくる。プールサイドに寝かせられた俺を、先生が抱きしめてくれている──俺も先生も水で濡れているけど、温かい。

「良かった……本当に良かった。私はもう、どうにかなってしまいそうで……」

「すみません……俺、先生を待っているべきだと分かっていたのに、勝手に……」

「いいんだ。そんなことは気にしなくていい……私が来るまでに、泳いでいようとしたのだろう？　それを私は咎めたりしない。私が傍そばについていられたらと思うだけだ」

　先生は俺を責めない。勝手な行動を取ったのに、一切怒ってはいなかった。

　そのことに安堵しながら、先生に格好悪いところを見せたくないと思っていたのに、考えられうる限りで一番駄目なところを見せてしまったと思う──俺は一体何をしているんだろう。水中で違和感を覚えることを、素直に先生に相談すべきだったのに。

「……海原の心臓が動いている。海原が息をしている……そのことをもう少し、こうやって感じていたい。私も、心臓が止まりそうになった。もし海原が……そんなことは、想像するだけでも耐えられない。絶対に、そんなことはだめだ……っ」

　先生は穏やかに話しかけようとしてくれている。でも、気持ちを抑えられなくなっていって、早口になって──抱きしめる力が強くなる。

　温かくて、柔らかい。いつまでもこうしてもらっていたい。

　だが、意識が戻ってもこうしていたら、それは先生に甘えているだけになってしまう。

　何より、俺の胸板に直接触れている物凄いボリュームの弾力──競泳水着の生き地じをぱんぱんに張り詰めさせた岸川先生の豊かなバストが、徐々に俺の別の感情を励起させ始めている。命が助かったと思ったら、次は遺伝子の存続のために本能が働いてしまう──これは逃れられぬ業カルマなのか。

　そんな詮せん無なきことに思考を傾けているうちに、先生が一度身体を離す──俺は先生が何をしてくるのか分からず、顔が熱くなり、鼓こ動どうが速くなっていることを自覚しながら、先生を見ていることしかできない。

「……まだ呼吸が弱いように感じる。海原……もう一度じっとして……」

「っ……せ、先生、俺は大丈夫です……っ、もう、元気ですから」

「……本当に？」

　先生は拗ねた子供のような顔で聞いてくる。俺を助けてくれて、俺のことを全部許してくれている先生──包容力の塊みたいな人なのに、俺の前ではそんなあどけない顔をすることがある。

　時々見せてくれるその表情が、強く印象に残る。シャッターを切ってカメラで写し取るように、俺の記憶に焼きつけられる。

「本当に、大丈夫です。先生、助けてくれてありがとうございます」

「……そうか。身体にしびれているところなどはないか？　息がしづらいなどは？」

　自分で上半身を起こしても、先生は俺の身体のいたるところに不調がないか確認する。触れられるたびにくすぐったく感じてしまって、落ち着かないことこの上ない。

「……念のために病院に行った方がいいかもしれないが。杜山先生に相談したら、そう言われるかもしれないな」

「確かに、杜山先生はもしものときのことを考える人ですから……でも、せっかく来たので、すぐに帰るのは……なんて、俺が言うのは筋が違いますね」

　迷惑をかけてしまったので、日を改めた方がいいかもしれない。そう思ったのだが、岸川先生はふと何かに気づいた顔をして、プールサイドに置いてあるタオルを取りに行く。そして、俺のところに戻ってくると──頭にタオルを被かぶせて髪を拭ふいてくれた。

「せ、先生……俺、タオルを貸してもらえたら自分でできますから」

「ううん、だめだ。海原は溺おぼれてしまっていたんだから、全部私に任せておけばいい」

「……先生も、拭いた方が……その、髪が濡れてますし、水着も……」

「ふふっ、気にしなくていいんだぞ。濡れるのは当然で……ん……？」

　先生は俺の正面に立って髪を拭いてくれている。すると、俺の目の前で二つの丘が上に行ったり下に行ったりするわけで──。

　そして、俺は気づいてはいけないことに気づいてしまった。

　水着は濡れても透けたりしないように、下地が縫い付けられていたり、女性の場合はパッドのようなものが入っていたりするはずである。胸が水着の生地に直接当たると擦れてしまうだろうから、それは当然のことなのだ──そのはずなのだが。

「せ、先生。指摘していいものかどうか迷いますが……ふもっ……！」

　突き放すとか、バスタオルを被せて俺の視界を遮るとか、そっちの方向に行ってくれればよかったのだが──俺の顔面は、先生の見てはいけない部分は確かに見えなくなったが、大きすぎるマシュマロの谷に軟着陸していた。

「こ、これは……その、いつもは女子部員しかいないから……いや、決して見えないようにいつもはシールのようなものを貼っているのだが、忘れてしまっていて……ろ、露出とかそういうことではなく、本当に失念してしまっていただけなのだ……っ！」

「ふむ……ぷはっ……せ、先生、分かりました、あまり慌てないで……っ」

　何とか落ち着かせようとするが、先生は俺を離してくれない。それが最も急を要する事項だというのに、両頰に思い切り胸が押し付けられたままだ──ほぼ挟まれている状態ともいえる。電車のドアに顔だけ挟まってしまったら、これくらいの圧力を受けることになるのだろうか。競泳水着越しだと、スーツを着ているときとはまた違う肌触りで、吸い付くような感じが──と、浸っている場合じゃない。

「……み、見てはいないか？　私の……その、胸の……」

「い、いえ、凝視はしてません。気になりはしましたが、本格的に気になる前だったというか……ご、ごめんなさい先生……！」

　すみませんとごめんなさいでは、どちらの方が誠意が伝わるのだろう。分からないが、ひたすら今は先生に謝りたい。乳首当てゲームなんてハレンチなことをしたら優勝してしまいそうなほど、本当ははっきり見てしまったから。

「……海原はいい子だからな。女性の胸をじっと見たり、そういうことはしない」

　していると思うし、俺の視線に先生も気づいていると思うのだが──いや、気づいていないのだろうか。

　しかしこんなに分かりやすく視線を吸引されていながら、他の男子には見て欲しくないと俺は思っている。体育の時間なんて、先生を見る視線がやましく感じる生徒を一人ずつ牽けん制せいしたくなるくらいで──と、それは今は関係ない。

「で、では……私が海原を離したら、同時に後ろを向くことにしよう。それとも、ニプレスが置いてあるところまで一緒に移動するか？」

「先生、それは歩きにくいですから……俺、目を閉じているので、その間に取ってきてください」

「う、うん……そうか、それはいい考えだ。では……」

　俺が目を閉じても、岸川先生は名残なごりを惜おしむかのようにしばらく離れず──やがて、そろそろと離れて、プールサイドを急ぎ足で歩いて教官室に入っていった。

　先生から受け取ったタオルで身体を拭き、どうしたものかと考えていると、プールの入り口からかしましい話し声が聞こえてくる。

「はぁ～、今日も筋トレ疲れたよね～。もう乳酸で腕も脚もパンパン……」

「ね～、しっかりクールダウンしないとね～。でも空野さん凄いよね、けろっとしてて」

「……そうでもない。私も脚がパンパンだし、お腹にもきてる」

「奈々ちー、これ以上引き締まったら腹筋割れちゃうんじゃない？」

「そんなことない……割れたらかっこいいけど……」

　空野先輩が、部員たちと話しながら歩いてくる。一緒にいるのは三年生部員たちのようだ──岸川先生が以前指導で悩んでいた吉田さんも、今は熱心に部活をしているようで、空野先輩とも楽しそうに話している。

「そういえば、今日来てるって話だよね。二年のインテリヤクザくん」

「そんなあだ名の子、本当にいるのかなーって思ってたけど、いるんだよね。前に学校来る時に見たけど、確かにそういう感じで……」

「あ……み、みんなちょっと待って？　あそこにいるのってひょっとして……あっ、奈々ちー？」

　空野先輩が俺に気づくなり、みんなを置いてこちらにやって来る。練習前なのでジャージを競泳水着の上から羽は織おっているが、下はすらりとした脚が覗のぞいていて、とてもではないが直視できない──岸川先生もそうだが、空野先輩もカモシカのような美脚だ。

「……涼太……じゃなくて……海原、本当に来てくれたの？」

「え、ええと……ごめん、やっぱり急に来たら驚くよな」

「ちょっと驚いてるけど……涼太、もしかしてもう泳いだ？」

「あ、ああ。泳いだといえば泳いだ……のかな」

　空野先輩が目を見開く。彼女が、何をそんなに驚いているのか──それを尋ねようとしたとき。

「こんにちは～。君がななみんの言ってた、バイトで一緒の男の子？」

「先週の試合は応援に来てくれてありがと～。それにななみんのことも連れてきてくれて、私たちめちゃめちゃ感謝してたんだよ～」

『奈々ちー』なのか『ななみん』なのか、空野先輩のニックネームはどちらがいいのだろう──いや、いいとか悪いとかでもなくて。

「いや……俺は、大したことはしてないですよ」

　初対面の人に対しては、やはり意識しなくてもバリアのようなものを張ってしまう。

　普通に喋ったつもりが素っ気ないと思われ、あるいは攻撃的と見られて、距離を取られる。いつもこれでコミュニケーションの初手を失敗してきた。

　空野先輩の友人に、悪い印象を与えたくない。なのに、また俺はこんなに簡単に、何も変われずに──。

　そう思った時。俺を見ていた空野先輩が、微笑んだように見えた。

「またまたー、謙けん遜そんしなくてもいいのに。芽め瑠るっちも言ってたよ？　海原くんって雰囲気で勘違いされやすいけど、勉強凄く頑張ってて頭良くて、奈々ちーのモチベーションを上げられるんだって。それで試合の日も、自転車で凄い勢いで呼びに行ってたし」

「それで、二人で凄い勢いで帰ってきたよね～」

「私たちからも見えてたよ、試合会場の窓からみんなで見てて。あ、インテリヤクザくんだって言って盛り上がってたの」

　吉田さん──いや、吉田先輩は俺の肩を叩きながら嬉しそうにまくしたて、もう二人のいかにもマイペースな雰囲気の先輩たちも、好意的といえば好意的なようだ。

　俺はもしかして、上級生にはあまり恐れられていないんだろうか──いや、別の生徒は明らかに俺を見ると身構えたりするので、水泳部に限ってはある程度警戒が解けているのだろう。

　その理由は彼女たちも言う通り、岸川先生が俺のことを高く買ってくれていること。

　もう一つは、空野先輩の応援に行ったこと。

　試合会場の外の公園で話した内容までは知られていないと思う──思いたいが、俺はとにかく岸川先生と空野先輩のおかげで、水泳部員たちには嫌われていないようだった。

「あ……インテリヤクザくんって、もしかして言われるの嫌だったり？」

「あ、ああいえ。前からそう言われて、慣れてはいますね。自分から呼んで欲しいわけじゃないですが」

「そっか、それならちゃんと名前で呼ばないとね～」

「えっと……海原くんだから、うみみんとか？　ちょっと可愛すぎる？」

「……私と似てるのは、ちょっと恥ずかしいから。ななみんも恥ずかしいけど……奈々ちーも」

「私なんて『だしよ』だし、奈な々な海みは可愛い名前だから羨ましいよね。海原くんもそう思わない？」

「え、えっと……そうですね、俺は……確かに」

「あ、先生戻ってきた。海原くん、それじゃよろしくね」

「ななみんともども、私たちのこともよろしく～」

　空野先輩以外の先輩たちが、岸川先生に駆け寄る。先生は薄手のパーカーを羽織っている──この距離では分からないが、胸のことも解決しているだろう。

「……海原」

　一年と二年の部員もやってきて、女子だらけの大所帯になっていく。その状況に気を取られていた俺は、空野先輩に腕をつつかれた。

「あ……い、いや。水着が気になるとかじゃなくて……ごめん、あまり見ないようにするよ」

「それは水泳部だから、あまり気にしないけど。海原……」

　もう一度俺の名前を呼ぶが、その先をなかなか言わない。空野先輩は髪をゴムでくくり、おさげを胸の前に出しているが、髪を指先にくるくると絡めつつ、何か言いにくそうにしている。

「……空野先輩？」

　気がつけば先輩の顔は真っ赤になっている。

　もういっぱいいっぱいというように口をぱくぱくと動かして、けれど声にならなくて。

　それでも先輩は、絞り出すようにして言う。

「……確かに……その続きは、何を言おうとしたの？」

　先輩の名前をどう思うか。

　空野先輩が、それをそこまで聞きたがっているとは思わなかった。だから俺は、何とはなしに答えようとしていたことを言えなくなってしまう。

　端的に言って恥ずかしいことだ。だが──期待するように見ている空野先輩に、ごまかしのようなことは言えない。

「……俺は、奈々姉って呼んでた頃から……『七』って数字が好きだから。いいな、と思ってたよ」

「っ……」

　先輩の反応は、判断が難しいものだった──口を押さえて、顔は真っ赤なままで。

　しかし、その仕草はただ驚いたとか、そういうことじゃなく。

　空野先輩が顔を隠したくてしたものだということに、俺は遅れて気がつく。

「……涼太っていう名前も、私は涼しそうで好き」

「あ、ありがとう……」

「私も行ってくる。海原、今日は一緒に頑張ろうね」

　空野先輩は俺の返事を聞かずに、顔の赤みが引くまで頰を押さえてから、岸川先生たちのところに向かう。
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　俺はといえば──まだ、何を頑張るのかも分かっていないし、溺おぼれたところを岸川先生に助けられただけで、足を引っ張ってしまったわけだけど。

「海原、こちらに来てくれ。皆に改めて紹介をさせてもらう」

「はい、先生」

　先生に呼ばれて、俺は二十人以上もいる女子部員の前に出る。あれが噂の、というようなざわつきの中で、先生がまず、なぜ俺がここにいるのかを説明してくれる。

「一年と二年の皆も先輩から聞いていたと思うが、今回マネージャーとして、この海原涼太くんに来てもらうことになった。彼も多忙なので臨時ということにはなるが、部のサポートを少しお願いしたいと思っている。皆も良くしてくれると嬉しい」

「「「はいっ！」」」

　この団結力──岸川先生は相変わらず、女子生徒にも慕われている。

「海原、自己紹介をお願いできるだろうか」

　岸川先生に振られる──三年生でも緊張している様子の人はいるが、一年と二年は俺を見るなり背筋を伸ばし、カチコチに固まってしまう。

　できるだけ丁てい寧ねいに、ぶっきらぼうにならないように。やってやれなくはないはずだ。

「ええと……急なことで驚かせてしまったと思いますが、岸川先生からの話にもあった通り、何かお手伝いができればと思って来ました。どんなふうにサポートできるのかは、先生と相談して決めることになりますが、練習の邪魔はしないし、少しでもプラスになることを考えたいと思ってます。よろしく」

「……は、はい！」

「ちょっと、皆で合わせて返事しないと気まずいじゃんっ」

「よろしくお願いしまーす。ほらあんたたちも、せーの」

「「「よろしくお願いしまーす！」」」

　返事はグダグダになってしまったが、思っていた以上に手応えは悪くなく、内心で安堵する。隣の先生も安心しているのが分かる──今度こそ、駄目なところを見せることにならなくて良かった。

「……よろしく、海原」

「へ？　ななみん今何か言った？」

「……何でもない」

　空野先輩と部員たちの関係は、俺にとっては少し意外だった──同学年の女子と話しているときの先輩は、俺の前にいるときの摑みどころがなくてクールな雰囲気とは変わって感じたからだ。

「では、トレーニングの後のクールダウンを始める。あまり時間を空けると筋肉が固まってしまうからな。ゆっくりプルとキックを意識しながら流すように」

「「「はいっ！」」」

　部員たちが帽子とゴーグルを身に着け、次々とプールに入っていく。その後で、先生は俺の肩にぽんと手を置いた。

「海原には、今日は一つだけ頼みたいことがある。私と一緒にドリンクを作って、後でみんなに渡してもらえるだろうか」

「わかりました。先生と一緒にそういうことができるのは嬉しいです」

　先生と話しているうちに空野先輩がプールの端に立つ──ゴーグルを着けたあと、先輩がこちらを見たので、俺も小さく手を振った。空野先輩は頷うなずいて入水する。

「やはり……海原が来たからと言うと本人は照れるだろうが、モチベーションが高い。他の部員も良いテンションになっているし、海原がいることで空気が引き締まるのかもしれないな」

「まだ来たばかりで何もしていないので、これから役に立てるといいんですが……せ、先生。どうしました？」

　先生が俺をじっと見つめてくる。思いつめているような、それとも少し違うような。

「先生、俺の顔に何か……」

　俺を見ながら、先生は、自分の唇くちびるに触れていた。それは無意識の行動だったようで、彼女ははっとしたように顔をそらす。

「っ……い、いや、何でもない。海原、ドリンクは教官室にある。みんなすぐに上がってくるから、それまでにドリンクを作ってしまおう」

　先生は先に教官室に向かう。俺はといえば──どこを見られていたのか、少し遅れて気がつく。

　先生が自分の唇に触れた、その意味は──俺が溺れたあと、助けてくれるときにどんなことをしたのか。

　まさか、唇と唇で人工呼吸をしたなんてことだったら──いや、そんなことがあるわけがない。

　もしそうやって助けてもらったんだとしたら、俺は先生にどうやって恩を返せばいいのか分からない。日頃からしてもらっていることも多すぎて、まったく返すことができていないのに。
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　姉あねヶが崎さき高こう校こうで毎年開催される、一学期の中間試験後のイベント──それが、全校合同の球技大会である。

　学年ごとに他のクラスのチームと対戦し、一日かけて総当たり戦を行う。一学年は八クラスあるので、一日に七試合をこなせばいいわけだ。また、クラスの中でも参加する種目は分かれており、バスケ、バレー、テニスの三つからどれかを選ぶ。

　そんなわけで、球技大会当日の朝。全員がすでに運動着に着替えて、ホームルームの始まりを待ちつつざわついていた。

「よう、相棒。今日は一日よろしく頼むぜ」

　席に座って単語帳をめくっていると、純じゆんが肩に手を置いてくる。

　相棒というのはテニスのダブルスの話だ。どの競技に参加したいかというのは特になかったのだが、純がやけにダブルスに情熱を燃やしていたので引きずられた形だ。

「随ずい分ぶん気合いが入ってるな……何か理由でもあるのか？」

「そりゃもう、他のクラスの女子も見てるわけだからな。こういう時に燃えない奴は、どんなチャンスでも燃え上がれないぜ」

「炎上っていう意味に聞こえるんだが……はりきりすぎて問題を起こすなよ」

「問題なら起こるさ。上うえ杉すぎ純、テニスが意外に上手い問題がな」

　こいつはとにかく、お祭り的なイベントに便乗して騒ぎたい奴なのだ。

　それならバスケやバレーの方がチーム人数も多く、盛り上がれそうなものなのだが──あえて俺とテニスのダブルスをしたいというのは酔すい狂きようであり、純なりの気遣いなのかもしれない。

「ところで、前に妹に呼ばれていたみたいだが、あれは何だったんだ？」

「ん？　あ、ああ……まあ、色々あってな。海うみ原はらにもじきに面倒かけるかもしれないけど、その時は大目に見てくれよ」

「曖あい昧まいすぎて良く分からないが、覚えていられたら覚えておこう」

「姉ヶ崎高校二年で最強クラスの頭脳を持つ男なら、忘れようったって忘れないだろ。というか、球技大会の日まで単語帳をめくってるとか、勉強熱心を通り越してあだ名が賢者になっちゃわね？」

「単語帳程度で賢者になれたら、世界は大賢者で満ち溢れてるだろ。それは俺が困る」

「俺も困る。だが今年は、海原が勉強を教えてくれる。俺は賢者の弟子ってことだな」

「そこまで熱心に教えるつもりもないが……ん？」

　純と話しているうちに、何か視線を感じる──隣の席の小こ谷たにさんと鈴すず木きさんが、こちらを見てニヤニヤとしていた。

「海原くんと上杉くんってほんとに仲いいよね。勉強してるときも思ってたけど」

「テニスもダブルスで出るんでしょ？　あたしたちも出るよ」

「おっ、そいつはいいとこ見せにゃあならんじゃねーの。俺の必殺技であるところの『破は天てん荒こうなワルツ』、魅せてやんよ」

「えー、なにそれ、かっこ悪そー」

「海原くんってテニスも上手そうだよね。こうやって眼鏡めがねくいってしながら、計算通りとか言ってみたりして」

「いや、そんなベタなことはしないが……」

「でも海原くんなら似合いそう。ねえねえ、今やってみて？　眼鏡くいって」

「おいおい、姉ヶ崎の『凍りつく眼光』と呼ばれた男に何をさせるつもりだ？　うかつに触れると低てい温おん火傷やけどするぜ、お嬢さん方」

「お前が俺の変なあだ名を広めてるんじゃないだろうな……」

　ひとまず睨んでおくが、純は悪びれない。というか、悪びれたところを見たことがない。

　さておき、鈴木さんにテニスが上手そうと言われたが、授業では負けたことがない。テニスは相手を見ることと脚力が大事で、相手には不利な位置で受けてもらい、こちらは有利な位置で打つというのが基本となる。

　そんなことを考えていると、担任の藤ふじ田た先生が来る前に、クラス委員長がこちらにやってきた。

「海原、今日はテニスで一緒に回ることになるからよろしく頼む」

「委員長もテニスにしたのか。得意だったか？」

「いや、まあ普通だな。海原がやるのなら、俺も参加したいと思っただけだ」

「え、委員長も海原くんと仲良かったの？」

「真面目な委員長と、ちょっと怖そうな海原くん……意外な組み合わせだよね」

「確かに海原は怖いな、敵チームに回ったらと思うと戦せん々せん恐きよう々きようだ。だが、味方となるとこれほど心強い男もいない」

　なぜこれほど委員長から信頼されているのか──というのは、体育の授業で一緒のチームだからだろうか。

　状況はあまり変わっていないと思ったが、徐々に変わりつつあるのかもしれない。

　クラス四十人のうち、まともに話せるのは四人。純しかいなかった状況からすると、随分と変わった。激変と言ってもいいだろう。




　しかし、クラスを出れば、まだ俺は『インテリヤクザ』として見られているままで。

「お、おい、海原……ここで会ったが百年目ってか、元気してたかよ」

「ちょ、それじゃ心配してるみたいじゃねーか……相手に塩を送ってる場合じゃねえぞ？」

　グラウンドでの開会式を終えたあと、俺たちはテニスコートにやってきた。三面あるテニスコートで、今日は一日中試合が行われるわけだ。

　そして一試合目で、Ｂ組のペアと当たった。

　顔自体には見覚えはあるのだが、いまいち名前が覚えられていない──覚えるべきでないことは覚えない、それが俺の記憶術だ。

「……何で不思議そうな顔してんだよ。俺だよ俺、俺のことを忘れたのかよ？」

「海原よ、お前が忘れても俺たちは覚えてるぜ。ってか体育で一緒じゃねえかよ」

　校則ギリギリの茶髪にしたチャラめの男子生徒と、こちらもまた校則ギリギリのアッシュグレーがかった髪の男子生徒。どちらも進学校であるところの姉ヶ崎においては、『エンジョイ組』と言われるような、あまり勉強熱心でないグループの生徒だ。

「……んで、海原大だい明みよう神じん。覚えてねーなら俺が教えっけど？　ヒントはなんとか崎だ」

「ああ、そうだ……川……いや、浜はま崎ざきだったか」

「山やま崎ざきテツヤだ！　ちょっといい感じの勘違いすんなコラァ！」

「山崎、慣れあってんじゃねえよ。今日こそ積年の恨みを晴らさせてもらうぜ……ちなみに俺の名前は長は谷せ川がわだよ……！」

　また聞いても脳のメモリーが勝手に整理されて消えそうだが、この試合中くらいは記憶しておくことにする。もちろんアッシュグレーの長谷川に恨まれる覚えは全くない。

「インテリヤクザの支配からの脱だつ却きやくだ……今日こそ革命起こしてやっからよ……！」

　何というか、Ｂクラスはこんな血の気の多い連中がいてよく普段は静かなものだと思う。

「支配とか脱却とか、テニスをする気がないなら試合をスキップさせてもらうぞ」

「あぁん!?　とぼけてんじゃねえよ……お前は支配してんだよ。恐怖で俺たちを支配し、モテカーストの上にまで立ちやがって……！」

「……モテ？」

　モテカーストという言葉自体も耳慣れないが、それの上に立っているとは一体誰のことを言っているのだろう。

　もしや、俺が先生に餌えづけ──もとい、弁当をお裾すそ分わけされているところを見られていたりして、それを勘違いされたなんてことがあったりするのか。

「海原、おまえ……俺の知らないうちに変わっちまってたんだな……」

「純……話がややこしくなるから勝手に傷つかないでくれるか」

「これが傷つかないでいられようか！　俺の心はダイヤモンドじゃない！」

「身に覚えがないなら教えてやるよ、海原。お前が犯した大罪を……！」

　いつもは山崎がＢクラスを代表して挑んできている気がするが、今日は長谷川の方がよく喋っている。俺が犯した罪とやらが人聞きの悪いものだったら、不本意だが実力行使でも学校中に広まるのは避けなくては──と、いつでも動けるように構えていると。

「姉ヶ崎高校、ミスコン隠れ一位……空そら野の奈な々な海みと通学した件について、海原、お前には説明の義務が……！」

「あ、あれは……知り合いだから、ちょっと世話になったというかだな……」

「待てよインテリヤクザ。あんなにべったり寄り添われて、甲か斐い甲が斐いしく自転車を押されて、それでちょっと世話になったなんて……羨ましすぎだコラァ！」

「「いいぞ山崎ィ！」」

「「パチキかましたれ山崎ィ！」」

　パチキは頭突きか何かのことで、あからさまに暴力なのだが──テニスコートを見ている先生は多少のことには動じないおじいさん先生で、介入してくる気配はない。

「……で、どうなんだ。何か申し開きは？」

「俺は何もやましいことはしていないが……空野先輩に迷惑がかかるから、変に騒ぎ立てられるのは困る。いいだろう、相手してやるよ」

「ひぃっ……ど、恫どう喝かつか……それくらいじゃこっちも引かねえぞ……！」

「ガチのマジのヤクザじゃねえかよ……膝ひざ関かん節せつがバカになっちまったぜ……！」

「それはもうテニスしない方がいいんじゃねーの？　ってわけにもいかねーんだろうなぁ。人気者は大変だな、海原」

「言ってろ。やるからには勝つぞ、純」

「アイサー」

　純はいつも軽いノリだが、一つ信頼できるところがある。

　それは、肝心な時に空気を読むということ。そして、やたらと友情に厚いということ。

　──と、これでは二つになってしまった。

　つまり何が言いたいかというと、上杉純というやつは俺にとって数少ない、一緒になって熱くなってくれる友人だということだ。




「──っらぁ！」

「っ……！」

　テニスにおける、典型的なラフプレー。

　それは、相手の身体を目掛けて打球を打つというもの。もちろんマナー違反だが、仕掛けた本人がこう言えば、レクリエーションレベルの審判ではペナルティを与えにくくなってしまう。

「おっと、手元が狂っちまった。すみませーん、大丈夫ですかー」

　まったく、やっていることがチンピラもいいところだ。しかしこれくらいで熱くなっていたら、それこそ客観的に見れば向こうと同レベルになってしまう。俺には全校生徒の九割以上に怖がられているというディスアドバンテージがあるのだから。

「やってくれるねえ、向こうも。海原、大丈夫か？」

　山崎が打ち込んできた打球は俺の顔面を狙ってきた──冗談ではすまないが、咄とつ嗟さに反応してラケットで受けた。アウトになって向こうにポイントが入り、山崎と長谷川は審しん判ぱんに言い訳をしている。審判は気弱そうな男子で、少し押されると意見を封じられてしまっていた。

　それは仕方ない。レクリエーションでここまで本気で仕掛けてくる連中がいるというのが想定外なのだ。

「しかし空野先輩か……あれだけのルックスだ、ファンもやっぱり多いんだな。水泳部のエースというのもポイントが高い」

「……だから、喧けん嘩かを売られても当然ってことか？」

　俺より少し前で構えている純は、こちらを振り返って笑ってみせる。

「俺がいつか正規ルートで水泳部の練習を見られた日には、煩ぼん悩のうのないポートレートを撮って海原にプレゼントしてやろう」

「……そいつは嬉しいような、複雑なような……だなっ……！」

「オラァ、よそ見してんじゃねえぞ！」

「「行け行け山崎ィ！」」

「「押せ押せ長谷川ァ！」」

　Ｂクラスの男子が集まってきて応援を始めている──俺は山崎のサーブをコースギリギリにリターンする。

「うぉっ……!?」

「や、やるじゃねえか……だが……」

　リターンエースが決まり、俺たちにポイントが入る。試合は二ゲーム先取だが、状況は一─一のイーブンだ──次のポイントで、どちらかがマッチポイントになる。

「あまり妙なことは考えるなよ。普通にテニスをすればいい」

　警告のつもりで言う。山崎も長谷川も、引きつった笑いを浮かべている──しかし、まだ何か仕掛けてきそうだ。

「海原、何か勘違いしてるみてえだが……」

「俺たちは、普通にテニスしてるだけだぜ……っ！」

　山崎のサーブを、俺がリターンする──コースの端はしを狙いきれず、中央に返す。

「っ……!!」

　長谷川がバックハンドでリターンする──純の身体を狙って。

　純は二の腕に打球を受ける。ボールがコートに転がり、審判は迷ったあとに、山崎たちにポイントを入れる。

「ど、どうだよ……海原、今のは別にルール違反じゃねえぞ」

「そ、そうだ。泣いても笑っても、あと一回で勝負が……」

　テニスの打球を受けて、怪け我がを負うことはそうそうない。

　しかし痛みはある。純は打球が当たった箇所を気にするが、まったく平気だと言うように腕を回してみせる。

「怒るなよ、よくある事故だ。気を取り直して行こうぜ」

「……純」

「俺も海原みたいに、どんな球も反応して返せりゃいいんだけどな。やっぱりお前はすげーよ」

　──俺からしてみれば。

　俺と組んだことでいざこざに巻き込まれて、狙われて──危険な打球を受けて、それでも笑っていられる純の方が、よっぽど凄い奴だ。

　だが、凄いとばかりも言っていられない。

　実際に純が打球を受けた今、必ず落とし前は付けさせる──あくまでも、テニスのルールの中で。

「……打ってこいよ、もう一度。あと一回で勝負が決まるんだろ？」

「っ……てっ……めぇ……」

「ま、待て、落ち着け……ビビったら負けだ、山崎……ダブルフォルトだけは避けろ……っ」

　いつもは厄やつ介かいだと思うが、こんな時はこれで良かったと思う。

　ただ、俺は眼鏡めがねを直しただけだ。言ってしまえば、どれだけラフなプレーをしても、連中は俺の眼鏡を外させることさえできていない。

「うぉらぁっ！」

　あともう一度ポイントを取れば勝ちだ──山崎はサービスエースを取ろうと渾こん身しんのサーブを打ってくる。

「てぇっ……！」

　純は辛かろうじてというところだが、バックハンドでリターンする。球は左サイドの深くまで飛ぶが、回り込んでいた長谷川がフォアで返してくる。

「──うらぁっ！」

　長谷川が気合いと共にラケットを振る。会心のリターンだと思っているだろう、しかし長谷川と山崎は中央に戻り、俺たちのリターンに備える。

「──返せるものなら、返してみろ」

「うっ……!?」

「おっ……!?」

　敵チーム二人の動きが止まる。俺がしたことはただ、二人を一瞬だけ凝視しただけ。

　身体を狙うとでも思ったのか、二人がラケットを引く。次の一瞬で、俺はラケットを振り抜き──上回転をかけた球が敵二人の間に打ち込まれ、ラインを削るように低い弾道で駆け抜けていく。

「……デュ、デュース」

　審判が、同点になったことを告げる。野や次じを飛ばしていたＢクラスの生徒も、コートの中の長谷川と山崎も、まったく動けていない。

　純は俺に目配せをして笑うと、ラケットを回して持ち直す。

「さすが海原……文武両道の、姉ヶ崎最強のヤクザ……」

「えー、でも危ないプレーしてたの相手の方じゃない？」

　分かってくれている人もいる。見ていれば相手がラフだったのは分かる、と言えばそれまでだが、俺の印象だけで味方がゼロなんて事態じゃない。

「……どうした？　もう一度打ってこい。まだやる気があるならな」

　挑発しているつもりもないのだが、そういう言葉を選んでしまうのは──認めざるを得ないが、俺も熱くなっているということなのだろう。




　Ｂクラスのチームにはそのままの勢いで勝ち、昼までの試合を終えた。

　純は購買のパン争奪戦に向かい、俺は岸きし川かわ先生に弁当をおすそ分けしてもらうことになっていたのだが──校こう舎しやの屋上に向かうと、先生は食事もそこそこに、俺の腕の辺りに触れてきた。

「せ、先生……どうしました？」

「どうしたもこうしたもない。さっきの試合を見ていたが……打球を身体に受けてしまっていたな。また、いわれのない因いん縁ねんをつけられたのではないか？」

　俺におにぎり──梅とおかかを合わせて刻んだものを入れていて、とても美お味いしい──を食べさせてくれながら、先生は心配そうにする。

「いつものことですから。試合には勝てましたし……」

「その調子なら、海原のクラスは優勝できそうだな。しかし打撲は放置せず、処置をしておいた方がいい。後になって腫れてくると痛みがあるぞ」

「ペアを組んでた上杉も、打球を受けていたんですが……」

「彼はさっきの休憩時に、救護テントに来ていたようだぞ。海原に心配をかけたくないようだったが、二人で来ればどうなのかと思ったものだ。ペアを組んでいるのに、二人とも照れ屋なのか？」

「あいつも何を考えてるか分からないところがあるので……な、なんですか……んっ……」

　おにぎりを食べたあとは、先生は水筒からお茶を注いで飲ませてくれる。麦茶──いや、味がもっと深い。五ご穀こくのお茶とかそういうものだろうか。

「海原が笑っているから、いい友達を持ったのだなと思ってな。嬉しくなった」

「……ま、まあ確かに良い奴ですが。水泳部の練習を見学したいとか言ってみたり、なかなか自分の気持ちに正直でもありますよ」

「そうなのか。しかし男子の見学は、基本的に受けていないからな……海原なら、皆に受け入れられているからいいのだが」

　やはりそういうことなのか、と期せずして確認することになってしまった。純の夢であるところの水泳部見学は、男だん子し禁きん制せいという壁に事実上阻まれてしまったわけだ。

「……特別扱いということではないのだぞ。海原には分かっていてほしいのだが」

「は、はい。もちろん……いえ、すみません。やっぱりマネージャーをさせてもらうことになったのは、特別なことのようには思えます」

「う、うむ……そうか。しかし贔ひい屓きと言われてしまうと、私も困ってしまう。海原もそのあたりは、ＴＰＯを考えて対応してもらいたい」

　つまり時と場合を考え、上手く立ち回って欲しいと、そういうことだ。

　水泳部の部員から信頼されないと、あっさり女子水泳部を男子が手伝っていると広まってしまうので、そこは努力が必要になる。それもコミュニケーション能力を改善するための過程と考えて、自分なりに頑張ってみることにしよう。




　岸川先生が一度診みてもらうようにと昼休みの時間を残してくれたので、勧め通りに保健室にやってくる。

　来てから気がつくが、杜もり山やま先生も今日は救護スペースにいるのではないだろうか。しかし昼休みで、食事を摂るために保健室に戻ってきていることも有り得る。

　どちらにせよ、来たのだから在室しているか確かめればいい。俺はドアを軽く二回ノックした。

「杜山先生、すみません。いらっしゃいますか」

『っ……ど、どうしましょう、そんなに急に……きゃぁっ!?』

　──部屋の中から聞こえてきたのは、杜山先生のものらしい悲ひ鳴めい。どうやら悠ゆう長ちようにしている場合ではない。

　ドアに手をかける。鍵はかかっていない──俺は意を決して開け、中に踏み込んだ。

「先生っ……!?」

　保健室に入っても、予想に反して杜山先生の姿は見えない。

　またベッドの下に潜り込んでいたりしないだろうか──いや、これでは何か期待してしまっているみたいで、逆にベッドの下は確認する気になれない。

「先生、どこに……っ」

　ベッドの下ではなかった。先生は、保健室のロッカーの前にいた──いつものワンピースの上に白衣という格好とは、かけ離れた服装で。

「……こ、これはね……海よりも深い事情が……ううん、海原くんにかけてるわけじゃなくてね……」

「だ、大丈夫ですか、先生……？　いや、大丈夫じゃないですね……」

　先生は──端的に言って、チアガールの服装をしていた。どうやらスカートを穿こうとしたときに俺が外から呼んでしまったようで、足がもつれて転んでしまったようだ。

　杜山先生は女騎士先生の胸きよう甲こうすら上回る、豊ほう穣じようの女め神がみたる象徴を持っているのだが──。

　こうして目の当たりにしてしまって、改めて分かった。先生は腰が細いのに、ヒップがとても大きい──イメージ通りといえばそうなのだが。

[image: ]

「……え、えっと……じっと見てられると、先生ね、どうしていいのか……だ、駄目よ、お尻が大きいとか本当のこと言っちゃ……」

「っ……す、すみません！　俺、向こうを向いていますから……」

「ご、ごめんね。すぐに着替えちゃうから、ちょっと待ってて」




　俺は保健室の隅に向かい、先生が着替え終えるのを待って、許可を得てから振り返った──すると。

「せ、先生……それ、元の服に着替えていたんじゃなかったんですか？」

　先生は完全にチアガールの服装に着替えていた。あまりに似合いすぎている──しかし彼女のプロポーションでは一つ問題がある。全ての男子生徒が、平常心を保っていられなくなるだろうということだ。

「う、ううん……ええとね、これには山よりも高い事情が……」

「何となく、分かる気はするんですが……確か午後からの再開前に、チアリーディング部がチアの実演をするんですよね。それに先生も参加するとか……」

「え、ええ。それがね、大学の時にチア部にいたって話をしたら、チア部の子からお願いされちゃって……一緒にやりませんかって。でも私ね、本当はチア部には少ししかいなかったの。結構激しい運動もするから、実際に始めてみたら練習に参加できないこともあって……ね？」

　チアも本格的なものになると体操のような動きが入ってくるから、確かに運動としては激しい部類に入るだろう。胸が大きいと揺れたら痛みもあるだろうし、動きが制限されてしまう。

「でも……チアに興味はあったってことですね。続けられなかったのは、残念でしたが」

「テレビで見たりして、いいなって思っただけなのよ。あ、動きが激しくなってくるまでは、私も普通についていけてたのよ。運動神経が駄目なわけじゃないの」

「そうだったんですか。先生は万能なんですね」

「岸川先生にはかなわないけど、水泳だってできるのよ。水の中は負担がかからないから、運動の中では好きな方なの。こうやってぷかーって浮いて、ラッコさんみたいに流されてると気持ちいいのよ」

　先生がラッコのように──となると、双子の島がぷかぷか浮いているみたいにならないだろうか。そんなことばかりに働く自分の想像力もどうかと思うが。

「それなら、そろそろ行った方が良さそうですね。昼休みも終わりそうですし……先生？」

　先生は急にもじもじとし始める──スカートが短めで、袖そでも短い。肌が見える部分が多い状態では、ちょっとした仕し草ぐさすらどうしようもなく艶やかさが増してしまう。

　杜山先生は女神は女神でも、人を魅了する女神の類たぐいであるのは間違いない。しかしそれは、チア部の応援に参加したりしたら、全男子生徒を魅み了りようしてしまうということで──岸川先生派と杜山先生派の勢力図が微妙に変わったりするかもしれない。いや、そんなことは気にすることではないのだが。

「……海原くん、笑わないで聞いてくれる？」

「は、はい。絶対に笑いません」

　答えても、先生はしばらく迷っている──彼女は膝ひざからかなり上の丈のスカートの裾すそを引っ張りながら、顔を真っ赤にして、俺のことをちらちらと何度もうかがってから、とても小さな声で言った。

「……海原くん、人間っていうのは、成長が止まったみたいに見えても、二十五歳までは発育してるっていう説があるのよ」

「は、はい……個人差はあるみたいですが」

「だ、だから……私も、その……成長しちゃったの……」

　俺はまったく鈍かった──先生がチアリーダーの衣装を着ているということだけに意識を取られて、その時点で思考が止まっていた。

　へそが見えてしまいそうなギリギリの丈。スカートの裾も、ちょっと激しい動きをしたら中が見えてしまいそうで──何より、胸の部分がパンパンになってしまって、いかにも窮屈そうに見える。

「こんな格好でチアなんてしたら、見苦しいでしょ？　それで、辞退しようと思ってたんだけど……最後にもう一度だけ挑戦してみようと思って、着替えてたの」

「そうだったんですか……俺は、普通に似合っているとしか思わなくて。すみません、無神経でした」

「そ、そんなこと……海原くんは謝ったりすることないのよ。これは先生が、安やす請うけ合あいをしちゃったからいけないんだから」

　チア部の応援タイムには、杜山先生は参加しない方向みたいだ。

　そう分かって、俺は──どうして安心しているんだろう。先生はチアに憧あこがれたことがあって、チア部も先生の参加を求めているのに。

「それより海原くん、足は大丈夫？　テニスの試合を見たけど、凄く頑張ってたみたいだったから……私は、第三試合のときしか見られなかったんだけどね」

　Ｂクラスのチームとの試合は見ていない──ということは、杜山先生はラフプレーを受けた場面は知らない。

「足は問題ありません。ちょっと、打球が身体に当たりまして……岸川先生に、念のために診てもらうようにと言われたんです」

「あらあら……ちょっと見せてもらえる？　どの部分に当たったのかしら……」

「え、ええと、腕に……うっ……」

　腕と言った途端に、先生は俺の腕を取って──触診というかそういうことなのだろうと最初は思ったのだが。

「……痛いところはこのあたり？　少し冷やしておいた方が良さそうね……マッサージしたりしちゃだめよ、炎症が悪化しちゃうから」

「は、はい……ありがとうございます、先生。で、でもですね、そこまでは……っ」

「こうしてぎゅっとしてあげたら良くなったりしないかしら……海原くんが痛い思いをしてるのに、私ったら全然気づいてあげられないで、テニスを頑張ってる海原くんも素敵だなって思ってただけで……ああっ、私ったら……」

　チアの衣装越しに、胸の谷間に腕が挟まれたまま、むぎゅぅ、と圧あつ迫ぱくされる──痛みなんてまったくない。ひたすら心地良さしかなくて、どこが打撲かも分からなくなる。

「……先生ね、本当は……海原くんのこと、チアのサークルで練習したみたいに応援できたらって思ってたの。でも、他のクラスの子たちも、私にとっては教え子だから……」

「は、はい……その気持ちだけで嬉しいです。先生が見てくれていたっていうだけで、俺、何で気づいていなかったのかって、惜おしくなったっていうか……くっ……」

「先生もね……海原くんのこと、ちゃんと名前を呼んで応援したかった。でも、それだと……目立っちゃうし、恥ずかしいから……ごめんね、意い気く地じがない先生で」

　意気地がないなんてそんなことはない。

　今だってとても大胆で、俺のことを吹奏楽部に誘う時だって、勇気が必要な行動にばかり出てしまって──そんな先生に、気がつくと俺はいつも引っ張ってもらっている。

　そのうちに腕を抱きしめる力が緩んで、先生は何かに気づいたような顔をする。

「海原くん、後で腫はれちゃったりしないように打撲のケアも大事だけど、給水もしっかり意識してね。今日も脱水になっちゃった子がいて、救護スペースに運ばれてきてたから。処置を早くできたから、もうすっかり良くなったんだけどね」

「は、はい。水分はしっかり摂ってますが……先生？」

　杜山先生は席を立ち、ドリンクを持ってくる。給水用の粉から作るスポーツドリンクだ──それを渡してくれるわけではなく。

　先生は座っている俺のほうに身を乗り出して、手ずからスポーツドリンクのストローを俺に向けてくる。細くてこちらに飲ませやすいように曲がっているストローが差し出されて──しかし、されるがままに飲むのはためらわれて。

「せ、先生……この飲ませ方は、ちょっと……ち、近いですし……」

「だーめ。海原くん、しっとりするくらい汗をかいてるんだもの……お昼のときに何か飲んだと思うけど、電解質が入ってる飲み物も摂っておいた方がいいわ。さあ、口にくわえて……そう、いいわ……」

　もう何もかもが、いけない方向にしか聞こえない。先生と生徒、先生はチアリーダー姿で、生徒は体操服で。

「んっ……んくっ……」

「はい、息継ぎして……海原くん、濃すぎたりしない？」

「す、少し濃い目ですが……今は、ちょうどいいと感じます……」

「それは、海原くんの身体が水分を欲しがってるってことなのよ。もう少しだけ飲んだほうがいいわね……遠慮しなくていいのよ」

　遠慮とかそういうことではなくて、身を乗り出してきた先生の胸が──服がはち切れてしまいそうなくらい危うく張り詰めた部分が、俺の胸板に当たっている。こんなに密着する必要があるのですか、という質問をする余裕すら、もはや俺にはない。

「こぼさないように……ううん、何も気にしなくていいのよ。もしこぼしちゃっても、私が綺き麗れいにしてあげるから」

　杜山先生によって至れり尽くせりの状態にされることは、これが初めてではない。

　甘やかされるというか、俺自身が蜂はち蜜みつのように蕩とろかされている。ドリンクを飲まされながら、片腕を取られて、ほとんど打撲の痛みもないのに、柔らかな圧力を無造作に押し付けられて──これはもはや奉ほう仕しだ。こんな奉仕を受けた人は、皇帝でもなかなかいないのではないかと思う。

「……せ、先生……先生も、身体が熱くなってきてます。そ、そろそろ離れて……」

　俺だけじゃなくて、先生もしっとりと汗をかいている──熱に浮かされたような顔をして、もう給水は十分なのに、まだ俺のことをじっと見ている。

　先生、こんなところを誰かに見られたら、俺はどう弁解していいのか分かりません──それを言うべきか言うべきでないかと葛藤し始めたところで、

　からり、と。

　音を立てて、保健室のドアが開く。そこに立っていたのは──岸川先生と空野先輩だった。

「も、杜山先生。海原の治療を、されている……のですよね？」

「き、岸川先生……え、ええと、あの……」

「……どうしてチアガールの格好なんですか？」

「そ、それはね、空の高さより果てしない理由が……じゃなくて、ええと、私もチア部の応援タイムに参加する予定だったんだけど、服のサイズが合わなくて、海原くんがテニスで打だ撲ぼくしちゃって、給水も大切でっ……あぁん、どう説明したらいいのか……あら？」

　俺はローラーのついている椅子に座っていたので、後ろから引っ張られると簡単に杜山先生から引き離される。

　肩に手を置いて控えめに引っ張ったのは──空野先輩。体操服の上からジャージを羽織っていて、やはり岸川先生と同じように、前が全部閉じられていない。座った姿勢で見上げると、先輩の顔が見えにくいくらいに前にせり出しているこのボリュームは、本当に水泳選手が持っていていいものなのだろうか。

「……二人きりで応援されるなんて、だめ。海原、甘やかされすぎ」

「ご、ごめん。でも、あくまでも杜山先生は、俺を心配してくれただけだから」

「し、心配というのは分かるのだが……もう昼休みも終わってしまうのに、治療が終わっていないのは問題です。杜山先生、お手伝いをさせてもらいますよ」

「は、はいっ……岸川先生、お願いします。まず、海原くんには服を脱いでもらって……」

「っ……だ、大丈夫です、脱がなくても治療できますから。服の上からボールを当てられたりは……せ、先輩……っ」

　助けを求めるつもりで空野先輩を呼ぶ──しかし先輩は、初めは関わってはいけないとばかりにそっぽを向いていたが、ちら、とこちらをうかがう。明らかにこれは駄目なやつだ。

「……いっぱいぶつけられてたから、ちゃんと手当てしておいた方がいい。脱いで」

　空野先輩は、俺の最初の試合を見ていた──そんなわけで、先輩なら脱いでまで治療をするのは大げさだと分かってくれると思ったのに、最後の望みもあっさりと絶たれる結果となった。




　球技大会の翌日。幸いにも、打球を当てられたところは杜山先生（と空野先輩）による手当てのおかげで、全く腫れたりすることはなかった。

「ねえねえ、海原くん」

「海原くんって定期演奏会出るの？　六月に入ってすぐにあるんだけど」

　朝の教室で、吹奏楽部の小谷さんと鈴木さんが声をかけてくる。二人が話しかけてくることは珍しくなくなり、クラスメイトが変にざわつくことも少なくなっていた。

「定期演奏会か……そうか、六月にあるんだよな」

「うん、秋にもあるんだけどね。六月にやるのは新入部員のお披露目っていう感じでもあるんだけど、やるからにはってことで曲も結構難しいのがあって……」

　参加するなら練習しておく必要があるということだ。俺としては、必要なものがあれば事前に予習をしておくことはできる。

「じゃあ、考えておくっていうことでいいか？」

「ほんと？　じゃあ、参考にこれね。今年やる曲の楽がく譜ふ、いっぱいあるけど」

　いっぱいというが、厚めのファイルに一式おさまっている。そのファイルに『もりやま』と書いたシールが貼ってあって、杜山先生が用意したというのは分かった。

「お、おい……海原が何か女子から渡されてるぞ……！」

「さすが海原、勉強を教えた代わりに上納品を……あのファイルの中には、とんでもないものが入ってるに違いない……！」

　とんでもない楽譜は含まれてないようだが──と、もはや脳内で突っ込むのも疲れるので、受け流すことにする。

「やれやれ、あれだけテニスでフェアプレーをして悪名を粉砕したのにな。まだ俺たちのことが正義側だと分からんやつがいるとは」

　いつの間にか教室に入ってきていた純が声をかけてくる。純の言う通りではあるが、俺は別に自分が正義とまでは思っていない。降りかかる火の粉は払わなければ、というだけだ。

「海原の鬼畜ドライブを見たせいか。あれは俺も震えるからな、どうやって打ってるんだって」

　これからはテニスをする時も、本気を出してはならないのか──いや、それも場合によるだろう。とりあえず適当なことを言う純は置いておいて、もらったばかりの楽譜をホームルーム前に見ておくことにした。
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　俺の働いているコンビニでは、夕方シフトに入ることがある高校生は俺と空そら野の先輩の二人である。

　部活のある空野先輩は出られる曜日が限られているので、俺は空野先輩が出られないところを埋めるのが基本だ。しかし夕方のパートの人が休みを取って手薄なときが月に何度かあって、その時は二人で一緒になる。

「というわけで……今日は空野さんが久しぶりだから、海うみ原はらくんに積極的にサポートしてもらってね」

「はい。でも、私一人でもしっかりできます」

　空野先輩は責任感があるので、俺に頼る前提というのは駄目だということだろう。俺としてはいつでも頼ってもらいたいが、先輩の意志を尊重したい。

　そんなことを考えていると、店長が俺を見て楽しそうに笑う──これは、何か茶化そうとしている感じの、イタズラをする前の猫じみた気配だ。

「海原くん、空野さんの応援に行ったのよね？　結局どうなったのか、海原くんが詳しく聞かせてくれないのよ」

「そ、それは……応援には行きましたが、何があったっていうのは、先輩のいないところで話すのは駄目だと思っただけです」

「もー、律儀なんだから。私と伊い角すみちゃんなら、他に言いふらしたりしないっていうのにねー。私が奈な々なちゃんの嫌がることするわけないじゃない」

「……奈々ちゃんは恥ずかしいので、名字で呼んでください」

　空野先輩の名前はニックネームがつけやすいので、色々な名前で呼ばれている──俺も子供の頃は『リョーちん』などと呼ばれていたが、最近は不本意な名前ばかりで呼ばれるようになってしまったものだ。

「海原くんったら、空野さんに怒られる私を見て嬉しそうにしちゃって。俺が一番奈な々な海み先輩のことをわかってる、みたいな」

「店長、表が混んできてるので、レジに入ります」

「……私も行く。店長、バイトを続けさせてくれてありがとうございます」

「私の方がお願いしたいくらいなんだから、気にしないで。なんなら海原くんと一緒に家まで行こうかと思ってたくらいよ」

　先輩がバイトを休んでいた理由は試合前だからというだけではないので、俺が空野先輩の家に行くなんて考えられなかったわけだが──その辺りのことは、今となっては懐かしいくらいの気持ちで振り返ることができる。

「……いらっしゃいませ」

「いらっしゃいませ。こちら温めていかれますか？」

　二つあるレジでそれぞれ接客をする。よく来てくれているお婆さんが、空野先輩を久しぶりに見て喜んでいた──男性客からも毎回注目されているが、空野先輩は老若男女問わずに好かれるところがある。

「はい、ホットスナックが一割引きのサービス期間中でーす。いかがですか？　唐揚げと焼き鳥二本ですね、ありがとうございまーす！」

　店長がよく通る声を張って接客を手伝ってくれる。店長は空野先輩のいる時間帯が一番お客さんが多いと言うが、間違いなくこの店の屋台骨であり、この辺りで一番客の入りが多いコンビニという立ち位置を確保できているのは、彼女の存在によるものだと言えるだろう。

「……テレホンカード……は、はい。かしこまりました……」

　テレホンカードは滅多に店で売れることがないので、ふと買いたいと言われたときに困ってしまうこともあるだろう。

　いつもなら、手伝おうとすると遠慮されてしまうことが多かった。今日もそれは変わらないのかもしれないから、できるだけさりげなく、最小限の手助けをする。

「ここのチケット発券のところにテレホンカードもあるので、これで……」

「っ……」

　ふわりと、甘くて良い香りがする。先輩のサラリとした黒髪──夕方になっても、まだシャンプーの香気が残っている。

　俺が後ろからレジを操作したから、先輩は少し驚いてしまったようだった。手早く操作を終えて、テレホンカードの値段が会計に入る。

「……こちら、千円のカードでよろしいですか？」

「ええ、ええ。ありがとう、お姉さん。眼鏡のお兄さんも、すぐに来てくれて優しいねえ」

　俺は笑って──上手く笑えているかどうかは別として──役目を終えて自分のレジに戻る。代わってくれていた店長は、俺の肩をぽんと叩いて言った。

「じゃあ、そろそろ大丈夫そうだから後は頼むわね。空野さんと二人だけど、仲良くしなさいよ」

「は、はい。善処します」

「またまた、照れちゃって。今もいい感じだったじゃない、自然にできてたわよ。いつもだったら、空野さんもっと遠慮してたでしょ」

　それは確かにそうなのだが、あまり茶化されるとまた空野先輩が俺と距離を取ってしまわないだろうか。

　そうこうしているうちに、レジに並んでいたお客さんが途切れる。途中で受理した光熱費の伝票を整理していると──何か、視線を感じる。

　気のせいというわけでもなさそうで、空野先輩の方を見やると、彼女はつい、と目をそらしてしまう。そしてレジから出ていくと、店内の見回りを始める。減った商品を前に出したり、陳列棚を整えたりする作業はこまめにやらなくてはいけない。

　次のお客さんが来て俺はレジを打つ。その間も、先輩が俺をじっと見ているので気になってしまう──一体どうしたんだろうか。もしかしてコンビニの制服を裏返しに着ていたりしないだろうかと思うが、勿論そんなことはない。

「これ、宅配便お願いします。元払いで」

「はい、申し込み票をこちらで記入していただいて……」

　説明をしているうちに、空野先輩がレジに入ってくる。そして俺の代わりに、荷物の箱を受け取ってサイズを測り、重さを測ってくれる。

「……六十サイズ。重さは一キロ」

「ありがとうございます」

　お礼を言ってデータを打ち込み、会計する。その間に並んだお客さんを、空野先輩はもう一つのレジで引き受けてくれた。

　しばらくしてまたレジが空く。俺はホットスナックが揚がっているので補充をする──その間も視線を感じて、俺は今度は予備動作なしで空野先輩の方を向く。

「っ……」

　また先輩が目をそらす。しかし俺が見ていることに気づくと、ちら、と見てから、店長がさっき出てきて置いていった肉まんを加温器に入れる。

「……海原は、肉まんは好き？」

「えっ……え、ええと。嫌いじゃないけど……というか、昔は帰りに買ってよく食べてたな」

「……そう。ジャンボ肉まん？　普通の肉まん？　それともあんまん？」

「あんまんは滅多に食べないな。ジャンボ肉まんがあるとつい頼みたくなるけど、やっぱり普通の肉まんが一番かな」

「ふぅん……やっぱり大きい方がいいんだ。男の子だもんね」

　他意はないと思うのだが、もしかして大きい胸の方が好きとか、そういう解釈をされていないだろうか──自分も胸が大きい空野先輩がそんなふうに受け取ってしまったら、当然身構えられてしまうことになるわけで。

「……あ、そうだ。空野先輩、さっきは手伝ってくれて……」

　言うのを忘れていたのでお礼を言おうとすると、空野先輩はぱっと耳を塞いでしまう。

　聞きたくない、ということか。いや、そうでもないようだが、ここで先輩の手を外してまでお礼を言うのも違うし、いかんともしがたい。

「……休憩……先に行っていいよ。もうちょっと後だけど」

「あ、ああ……分かった、入れそうならそうさせてもらうよ」

　会話が上手くできない──というか、先輩は場合によってかなりの恥ずかしがり屋になる。

　いつも一つは出しておくように言われているジャンボ肉まんを、先輩は二つ出している。これにも深い意味があるのだろうか──なんて深く悩んでいるふりでもしなければ、目立たないように俺の方をうかがってくる空野先輩の視線に耐えられそうもなかった。




　空野先輩は休憩に入っている間に、俺にメッセージを送ってきてくれた。




　空野先輩：お疲れ様。仕事中にごめん

　空野先輩：今日はバイトが終わったらどうする？




　バイト中にはスマホを見ないようにしているが、お客さんに見えないところでなら少しだけ見ていいことになっている。俺はバックヤードでジュースの補充をしながら、先輩に返事をした。




　自分：まっすぐ帰るつもりだけど




　しばらく空野先輩からは「入力中」のまま、返事が戻ってこなかった。聞いてみただけ、ということだろうか。




　その後も一時間ほど仕事をして、バイト上がりの時間になった。

　いつもは空野先輩より俺の方が上がる時間が遅く、今日も空野先輩が一足先に上がった。

「海原くん、お疲れ。もう上がっていいよ、あとは私がやっとくから」

「いいんですか？　ありがとうございます、店長」

「いえいえ。それじゃ、帰り道気をつけてね」

　俺は夜シフトの人に挨拶をして、更衣室で着替え、裏口から外に出た──すると。

「……空野先輩」

　空野先輩が、裏口を出たところにいた。スマホを見るでもなく、俺を見るなりこちらにやってきて、何か飲み物を差し出してくれる。

「飲む？」

「これって……ミルク？」

　透明な容器の中に入っているものは、俺には牛乳か何かに見えた。空野先輩は首を振る。

「アミノ酸シェイク。家で作ってきたけど、ちゃんと封をしておいたら結構もつ」

「それはいかにも疲労回復に効きそうだな……」

「プロテインシェイクのときもある。バイト休憩中に飲むと、お腹が空かない」

　岸川先生は選手に合わせてプロテインを作ると言っていて、俺もレシピを見せてもらった。家でも良い筋肉をつけるためにプロテインを摂るよう指示しているとのことだったが、エースの空野先輩はしっかり指導を守っているということだ──改めて、憧れに近い感情が湧いてしまう。

「身体づくりのために、自分で作って飲んでいるんだな。プロテインって色々栄養が入っていて、食事の代わりにもできるって先生は言っていたけど」

「……プロテインは必要なときに作るけど、普通の料理もする。お母さんの手伝いでしてるから」

「そうなのか……偉いな、奈々姉は……って、いきなり何言ってんだ俺……っ」

　空野先輩の口から『お母さん』という言葉が出て、昔会ったときの小母さんの顔を思い出した──そしてその時は、俺は先輩を奈々姉と呼んでいたわけで。

　そんなのは口を滑らせた言い訳にはならない。自転車を押して隣を歩いている空野先輩は少しうつむいて、表情は見えない──突然あだ名で呼んだりして、馴れ馴れしいと思われてはいないだろうか。

「……涼太、スーパーとかで買い物はしてる？　ご飯の材料とか」

　先輩も俺を名前で呼んでくれる。俺はといえば、もう一度『奈々姉』と呼ぶのは照れてしまってできない──昔のように呼び合うには千載一遇のタイミングなのに。

「ええと……ごめん、全然できてない。一人で生活するようになってから、自炊は何度か考えたんだけど、思ってた以上に上手くいかなくて」

「……それで、岸川先生が心配して、お弁当を差し入れしてたんだ」

「そうなんだけど……あまり甘えてちゃいけないと思うんだけどさ」

「先生が作ったお弁当を見たことがあるけど、物凄く上手だった。みんなが分けてもらって、すごく美味しいってびっくりしてて……私も煮物をもらったけど、料亭で修業してきたみたいな味だった」

「本当に、そうなんだよな……岸川先生の料理は、一度食べると忘れられない味っていうか。あのお弁当を早起きして作っているんだから、凄いとしか言えないし、いつも分けてもらって感激してる。こんなに美味しいものが地上にあっていいのかって」

　熱弁してから気がつく──岸川先生の料理に魅了されていることは事実だが、結局俺の言っていることは、自炊ができないがために先生に面倒を見てもらっていて、先生の料理が美味しいから状況を変えるつもりもないと取られかねない。

「……岸川先生にはかなわないけど。難しいものじゃなかったら、私も作れる」

「先輩の得意料理っていうのがあるなら、食べてみたいな……それは図々しいか。俺は味噌汁も満足にできないからな」

「……本当に？　それはちょっと心配。お味噌汁は大事だから」

　噓をついているわけではないので、苦笑して頰をかく。さすがに生活能力が低すぎだと、先輩に呆れられてしまいそうだ。

　先輩はしばらく何も言わなかったが、交差点で立ち止まったところで、家とは違う方向を見やった。その先には、まだ営業しているスーパーがある。

「……お味噌汁、作ってあげようか？」

「俺もインスタントくらいはできるから、わざわざ先輩に作ってもらうのは……え？」

　今言われたことの意味を、あまり俺は深く考えていなかった。

　先輩はくい、と俺の服の袖を引く。そしてお姉さんらしく、嗜めるように言った。

「インスタントのお味噌汁と、手作りは違うから。お出汁を取って作らないと、だめ」

「そ、それは……先輩……」

「……お母さんが、今日は帰ってこないから」

　そのセリフがこの流れで出てくるとは──どういう意図で言ったのかすぐに理解できず、しかしよほどの理由がなければ先輩が言いそうにないというのは分かる。

「お、お母さんが……っていうことは、先輩も家で、一人で食事を……？」

「お父さんは今日は仕事場で缶詰めだから、そういうこと。一人分だけ作るのなら、二人分でも一緒だから……海原が、良かったら……」

　気がつくと青になっていた信号が、また点滅している。赤信号で止まっていた車が発進して走り去ったあと、辺りが静かになり──街灯の明かりでも、先輩が顔を真っ赤にしているのが分かる。

　もう少し返事が遅れたら、きっと先輩は遠慮してしまうだろう。勇気を出して言ってくれたに違いない、だから──。

　幼馴染みに戻れるのなら、これがその一歩になるのだとしたら。俺がどうしたいのかは決まっている。

「……先輩も疲れてると思うし、簡単なものがいいと思うんだけど……俺は料理はからきしだし、何が簡単で何が難しいかも分からないから、先輩が作りたいと思ってくれたものが食べたい……そんなのは、厚かましいかな」

「……っ」

　先輩が目を見開く。そんな反応をしないで欲しい、俺も照れて仕方がなく、先輩の顔をまともに見られないんだから。

「……卵か、魚か、お肉。メインディッシュは、売ってるものを見て決める」

「ああ、分かった。予算は俺が出すよ」

「大丈夫、私もスマートフォンの支払いをしたら、後はそんなに使わないから。私が作りたいものを作って、涼太に食べさせる」

　岸川先生にお弁当をおすそ分けしてもらうようになって、夕食を杜山先生の家で食べる機会ができて──さらに、空野先輩まで。

　先輩は自転車の方向を変えて、スーパーに向かう。途中でサドルにまたがると、俺を置いてすいすいと先に行ってしまった。

「せ、先輩っ……」

「……もうすぐお店が閉まっちゃうから、涼太も早く」

　何とか追いかけると、先輩は後ろの俺をうかがいながら言う。こんなに嬉しそうな先輩の顔を見るのは、試合の日以来だった。




　空野先輩が作ってくれたのは、和風あんかけのオムライスとサラダ、そして味噌汁だった。なめこと豆腐にあさつきを散らした味噌汁は、出汁が大事と言っていただけあって、とてもいい香りがしている。

　髪を結び、持っていても使っていなかった俺のエプロンを着けて料理をしていた空野先輩は、俺がダイニングテーブルに配膳をしている間にエプロンを脱ぐ。しかし髪は上げたままで、手を洗ってから席に着いた。

「……涼太、並べてくれてありがとう。よくできたね」

「これくらいはできて当然というか、できないと思われていたら困るというかだな……」

「今のは冗談。涼太がしっかりしてるの、分かってるから。お料理以外は……お掃除は思ったよりしっかりしてた」

「まあ、それはロボット掃除機が活躍してくれているからだけどな」

「うちにはないから、どんなふうにお掃除するのか見てみたい」

　思った以上に、先輩は俺の家の色々なことに興味を持ってくれているようだ。

　いつもクールな先輩なのに、心なしかテンションが上がっている気がする。目が輝いているというか──けれどはしゃぎすぎないように、抑えているように見えたりもする。

「お洗濯はちゃんとしてる？　さっき見たときは、少しかごに溜まってたけど……」

「あれがいっぱいになったら洗うくらいがちょうどいいかな。うちの洗濯機、家族用で容量が大きいから」

「ドラム式だから、お布団も洗える。頻繁にするのは大変だから、時々洗うといいと思う。私も手伝うから」

「い、いや……布団とかは、休みに天気が良かったら結構干してるよ。洗ったりはしてないな」

「……今のは、言いすぎだった。私も家のお布団はそんなに洗わない。シーツや毛布の洗い替えはこまめにするけど」

　お互いの生活について話しているこの風景は──まるで同棲前に話し合いをしているカップルみたいに見えないだろうか。それは考えすぎというか、俺はカップルの実情なんてものは知らないし、先輩と俺はあくまで先輩と後輩だ。

　それもこれも、料理をしている時から先輩が色っぽく感じるのが良くない。おっさんかと言われそうだが、空野先輩は何というか、エプロンが若妻かというほどに良く似合うのだ。岸川先生と杜山先生も似合うのだが、それぞれに良さがあって──と、俺は決して批評をしていい身分ではない。

「……そろそろお味噌汁が丁度良い温度になったから、どうぞ」

「そ、そうだな……じゃあ、いただきます」

　椀を手で持ち、口に運ぶ。一口飲んでみると、昆布と鰹節のコクのある出汁と合わせ味噌の芳醇な風味が広がった。

「ああ、美味い。この出汁の味は、やっぱりインスタントとは全然違うな……」

「焼きあごの出汁も入ってるから。鯖節とか、ムロアジ節で出汁を取っても美味しい」

　先輩もこんなに料理がうまいとは──岸川先生、杜山先生と比べると空野先輩の料理は初々しさを感じる仕上がりだが、それも俺の守備範囲においてはストライクだったりする。

「……オムライスも食べてみて」

　先輩は言って、自分も味噌汁を口に運ぶ。左手に箸を持ち、右手で椀を持つ──そういえば先輩は左利きだった。こうやって味噌汁を飲む時の女性の仕草が、何か魅力的に感じるのは俺だけだろうか。と、ぼーっと見とれていてはいけない。

「ん……美味しい。ほうれん草のオムレツによく和風のあんが合ってる。野菜も多く摂れそうだし、これはいいな」

「……良かった。お母さんが作ってたのを、横で見てただけだから……上手くできてよかった。卵焼きのほうが好きかなとも思ったんだけど」

　昔はほんのり甘い卵焼きが好きで、そんなことを先輩にも言ったような気がする。それを覚えていてくれたのなら、素直に感激してしまう──先輩が夕食を作ってくれただけでも、感謝以外の感情が存在しないのに。

「……もっと食べて」

　先輩に促されて、俺はしばらくもくもくと食べる──バイトの後で腹と背中がくっつきそうだったこともあるが、どれも美味しくて箸が止まらない。

　カップラーメンとおにぎりという炭水化物ラッシュで夕食をすませることも想定していたが、やはりバランスのいい食事は心まで安定させる。これは夜の勉強が捗はかどりそうだ──というところまで考えていた俺は、先輩が次に何を言うのか、まったく想定できていなかった。

「……岸川先生と、どっちが美味しい？」

「ぐっ……ごほっ、ごほっ」

　それを聞かれるとは──つい先生たちの料理を思い出してしまっていたので、不意を突かれてむせてしまう。

　先輩は席を立ち、俺の方にやってくる。そして背中をさすりながら、お茶のグラスを差し出してくれた。

「涼太、大丈夫？」

「あ、ああ、大丈夫……ありがとう。その、どっちが美味しいとか、そういうのは比べられないっていうか……」

「……私のご飯より先生の方が美味しいから、がっかりしてない？」

「それはない。料理には色々な良さがあると思うし……先輩の料理も間違いなく美味しい。そうじゃなきゃ、こんなにがっついて食べてないよ」

　誤解されてしまうわけにはいかないので、ありったけの誠意を込めて感想を伝える。

　先輩はじっと俺を見ていたが──頰を赤らめると、俺から離れ、席に戻った。

「……涼太が気に入ってくれたなら、それでいい。作りに来たのに美味しくなかったら、迷惑になっちゃうから」

「これは例えだけど、もし先輩が料理が上手じゃなかったとしても、俺は文句なんて絶対言わない。作ってもらえるだけで嬉しいし、実際には先輩の料理は美味しいんだから、ますます迷惑なんてありえないよ。ありがとうしかない」

　そう言って、俺はオムライスを平らげる。先輩はそれを見て、まだほとんど手つかずの自分の皿を見ると──俺に自分のぶんを分けてくれた。

「せ、先輩。先輩も食べないと、後でお腹が空くんじゃ……」

「……涼太がお腹いっぱい食べてくれたら、私もお腹いっぱいだから」

　そんなふうに微笑まれたら──先輩に貰った分のオムライスも、ますます美味しく感じてしまう。

　俺は先輩の視線をくすぐったく思いながら、オムライスを口に運ぶ。改めて親指を立ててみせると、先輩も微笑み、同じ仕草を返してくれた。




　食事が終わったあと、俺は洗い物を任せてもらおうとしたのだが──先輩もやってきて、手伝ってくれる。座って休んでいていいと言っても、それでは落ち着かないみたいだ。

「……涼太がごはん食べに来るなら、うちに来てもいいってお母さんが言ってた」

「そう言ってもらえるとすごく有り難い。でも、あまり迷惑はかけられないよ」

「全然迷惑じゃない。お母さん、涼太と仲直りしたって言ったら、すぐに涼太に会いたいって言うくらい感激してたから。今度、お菓子を持って来ちゃうかも」

　空野先輩のお母さんは、空野先輩に容姿はとてもよく似ているのだが、性格はかなり違う。空野先輩のクールなところは、どうやらお父さんに似たらしかった。

　俺が食器を洗い、先輩が拭く──この分担だと仕事が終わるのも早い。先輩は全部洗い終えたあと、エプロンを外して、そろそろ帰るのかと思いきや。

「……涼太が言ってた、スマートフォンのフィルム。お父さんが買ってきてくれた」

「それなら、これから貼ろうか。時間はそんなにかからないから……先輩、ここで待っててくれるか？」

　空野先輩は小さく首を振る。そしてじっと俺を見る──この目には弱いが、さすがに自分から部屋に来たいのかとは言いにくい。

「……涼太が貼るところを見てたい。ついていっていい？」

「あ、ああ……いいけど。まあ最近片付けはしたから、大丈夫かな」

　俺は二階にある自分の部屋に向かう。後ろから先輩が上ってきているというのが、あまりにも落ち着かない。

　先輩は俺の部屋に入ると、何も言わずに部屋を見回し──そして言った。

「……エッチなポスターが貼ってない。いい子」

「い、いい子って……まあ、風景とかの方が落ち着くよな」

　俺の部屋に貼ってあるポスターは、ウユニ塩湖という場所を絵にしたものだ。水面に空が鏡のように反射している幻想的な光景で、見ていると癒やされるものがある。

「じゃあ、俺はフィルムを貼るから。先輩はその辺りに座ってゆっくりしててくれ」

「……わかった」

　先輩はスカートを押さえながら、俺のベッドに座る。フィルムを貼るところが見たいと言っていたのに、別に目的があるのが何となく伝わってきて落ち着かない。

　フィルムを貼っているときはホコリが入るといけないので、集中する必要がある。丁寧に、ずれないように貼り付けて、振り返ると──先輩は、俺の本棚から本を取って見ていた。

「先輩、何か読みたいものがあったら貸すけど」

　そう言ってみても先輩は返事をしてくれない。一冊ずつ本を取っては開き、取っては開きを繰り返す。

「……海原は、岸川先生と杜山先生みたいな大きい胸が好きだから。そういうエッチな本があるかと思って」

「っ……い、いや、あるとしてもそんな分かりやすいところには置かないだろ」

「カモフラージュかもしれない。灯台下暗し……あっ。このファイル……」

　空野先輩が手にとったのは、吹奏楽部の定期演奏会で使う楽譜の入ったファイルだった──それは構わないが、その隣にはアルバムがある。

　俺はなんだかんだといって、先輩と写った写真を大事にしている。それを見られたら恥ずかしいなんてものじゃない。

「ちょ、ちょっと待った。そこは……っ」

　席を立って、俺は先輩を止めようとする。

　──すると先輩は、いつもの先輩からは想像もつかないくらい、悪戯いたずらっ子このような目をする。まるで猫のように、俺の手を逃れて、楽譜ファイルの隣のアルバムを摑む。

「ここにあるなら、隠さないで見せて……」

「だ、駄目だって。それはエッチな本なんかじゃ……っ」

「っ……！」

　先輩の後ろから手を伸ばした拍子に、彼女がバランスを崩してこちらに重心がかかる──そして。

「んぅっ……」

「ご、ごめん、先輩……っ」

　揉み合った拍子に、先輩と一緒にベッドに倒れ込んでしまう。

　これじゃまるで、押し倒しているみたいな姿勢じゃないか。俺は慌てて身体を起こそうとして──右手が、ものすごく弾力のあるものを摑んでしまう。

「……涼太……だめ……」

「っ……」

　すぐに手を離さないといけない。頭では分かっているのに、身体の反応が遅れた。

　制服を大きく押し上げた、先輩のバスト。姉ヶ崎高校の生徒でも一番と言われているほど豊かな胸が、俺の手におさまっている。

　マシュマロとも違う、たぷんとした弾力。先輩のつけているシンプルなブラのカップ越しに、先輩の呼吸と一緒に上下している──それだけで指が痺れてしまうような、甘美な感触が伝わる。

　指を一切押し込まずに、ただ広げただけで、俺の手から逃れたバストが、ぷるんと定位置に戻る。

　それでも俺はまだ、先輩のことを見下ろす姿勢のままで──先輩の目は、潤んでいて。

「……せ、先輩。俺……」

　触れているうちに、俺の手が熱くなっていく。手を引こうとしたところで、先輩の手が俺の手首を摑む。

　力は込められていない。先輩の手は俺の手を押しのけようとしたり、止めたりするような動きではなくて、むしろ──引き寄せようとしている。

　意識しているのか、していないのか分からない。俺は先輩の目を見る──手を引っ張る力は確かにあって、気を抜いたらまた触れてしまう。

　それを先輩が許してくれていることが分かる。先輩の呼吸の音が、いつもよりはっきりと聞こえる──胸が上下して、ついにもう一度、左の丘の頂点が手のひらに触れる。

「……んっ……」

　その吐息は、最初に聞こえたものよりもかすかで、しかし違うニュアンスのものだった。

　先輩の不安そうな瞳が、不意に穏やかな光を宿す。先輩が目を閉じる──俺から逃げようとしないで、艶のある唇がきゅっと結ばれ、

　もう一度かすかに開く。力を抜こうとしている──緊張しているのに、それが少しでも和らぐように。

　先輩の唇にしか意識が向かわない。手は先輩の胸の上、一ミリもないところで浮いたまま──けれどもう、理性だけでは止めきれない。

　このまま引力に惹かれてしまいたい。そう思った瞬間──ピコン、と電子的な音が部屋に響いた。

　スマートフォンのメッセージ。先輩もそれに気づいて、薄く目を開け──俺の手が胸の上に来ているところを見て、くい、と引っ張って押し戻す。

「ご、ごめん……っ、俺、今……」

　自分の意志で触ってしまいそうになっていた。それを謝ると、先輩は小さく首を振る。耳まで真っ赤になって、目は潤んでいるが、それは悲しいからとかではないみたいだった。そうでなかったら土下座ではすまないのだが。

[image: ]

「……私もからかったりしてごめんね。触ってたのは……わざとじゃないなら怒らないから」

　謝りながら、注意もする。先輩はグーに握った手を俺の額にそっと触れさせて、『めっ』と小さく言う。全然怒っていなくて、俺も思わず笑ってしまう。

　先輩のおかげで、気まずくなってしまうようなことはなしにできた。俺は安心しつつも、ベッドから降りてスマホを手に取り、思わずギクリとしてしまう──こんなことをしているときに、『岸川先生』の名前が表示されると、お叱りを受けたりしないかと思ってしまう。




　岸川先生：こんばんは。まだ起きているか？　海原のことだから、勉強しているだろうか

　岸川先生：今日は空野もバイトだと言っていたから、仲良くしていると私も嬉しい




『仲良く』というニュアンスが、今はチクチクと胸を苛む。不慮の事故とはいえ、先輩に覆いかぶさって胸を触ってしまった──それを秘密にしなくてはいけないことには、やはり多少どころではない罪悪感がある。

「……岸川先生？　それとも、杜山先生？」

「先生の二択なんだな……先輩は岸川先生に、今日はバイトって伝えてきたんだな」

「うん。一緒って言ったら、そわそわしてた。お店に来るかなと思ったけど、たぶん我慢したんだと思う」

　空野先輩はやはり、岸川先生と俺の関係については思うところがあるみたいだ。俺もそれを分かっていて、先輩を部屋に入れているわけで──いや、俺と先輩は事故さえなければ、いけない空気になったりはしない関係だから問題ない。

「……涼太のエッチな本が見つからなかったから、ちょっと悔しいけど、また来るときの楽しみができた」

「それは……今度は俺も気をつけるけど、そんなに期待するようなのはないと思うけどな」

「……やっぱりあるんだ」

　エッチといってもこれくらいなら健全の範囲内だろう、というくらいのものだが、俺もまったく女性に興味がないわけではない。しかしそういうのは、当たり前だが親しい人に見せたくはないものだ──まして女の人には。

「あ……私も、お母さんからメールが来た。そろそろ帰らないと」

「あ、ああ。先輩、また……」

　また明日と言いかけて、いくら近いとはいえ、外は真っ暗なのに一人で行かせられないと気づく。

　俺は玄げん関かんまで走って、靴くつを履いている先輩に追いつく。こちらを見てくる先輩は──ついてこなくていい、という顔はしていない。

「外は暗いから、家まで送っていくよ」

「……涼太の帰りが心配だけど、男の子だから大丈夫ってことにしておく。でも、寝る前にメールしてね。安心するから」

　先輩も先輩で、とても過保護だ──歩いて三分もかからないところに幼馴染みを送っていく俺も、人のことは言えないけれど。
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　翌日、俺は岸川先生に呼ばれて、今回は水泳部の筋力トレーニングに参加することになった。

　水泳部の臨時マネージャーとしての初日は、泳いだ後の選手たちにドリンクを作って、適切な時に出すという仕事をした。

　泳いでいたら脱水は起こさないのではないかと思うところだが、実際はそうではない。体内の水分に含まれる電解質は水中でも失われるので、補給は必要だ。

　水泳部員たちがスイム──泳ぎの練習をするとき、「サークル」という一定のペースを決めて何本か連続で泳ぐということをする。このサークルが一分半としたら、それより速く泳げば休憩時間ができて、給水のタイミングができる。

　限られた時間に選手の要望を見極めてすかさずドリンクを出す必要があり、単純に人手が必要になる。他に女子マネージャーが一人いるのだが、彼女はタイムの記録をしているので、俺がサポートに入るのは助かると言ってくれていた。

「ごめんねー、ほんとは一年生の子が入ってくれたら良かったんだけど、マネージャー志望の子も泳げる子だから、選手として入ることになっちゃって」

　三年生の槇まき島しま先輩は、一年生から水泳部のマネージャーをしている。本来は水球の選手なのだが、この学校では水球部がないので、水泳部のサポートをしながら空いた時間に練習でプールを使っているとのことだった。アマチュアの水球チームでプレイをしているが、大学では水球部のあるところに行くらしい。

　そんな彼女も受験のために引退が近づき、マネージャーの不在は水泳部において問題となっていた。そこに俺が臨時とはいえ手伝いに入ることになって、かなり喜んでくれている──そうなると、俺もなかなか『臨時なので滅多に来ません』と言うわけにもいかなくなる。

　槇島先輩はトレーニングルームに俺を案内するために来てくれたのだが、今日こそ吹すい奏そう楽がく部ぶに顔を出すのではないかと期待してくれていたらしい同じクラスの小こ谷たにさんと鈴すず木きさんは、『また水泳部に鬼き畜ちく眼鏡めがねくんが寝取られた！』と人聞きの悪いことを言っていた。槇島先輩は何のことか分からなかったように見えたが、それは大人の対応というやつで、しっかり意味は分かっていたらしい。トレーニングルームのあるクラブハウスに向かう途中で『海原くんってほんとにそういうあだ名で呼ばれてるんだね』と笑った。

「あれ？　槇島さん、一緒にいたの二年の男子みたいだったけど、あの人って……」

　一階の昇降口で靴を履き替えるところで、槇島先輩が同級生らしい女子に声をかけられる。

「そう、海原くん。うちに新しく臨時マネージャーで入ってくれたんだ」

「海原……あの、岸川先生に睨まれてるっていう？　あ、もしかして何かの罰とか？」

「そんなに悪い人じゃないよ。そんなにっていうか、みんなが思ってるより全然いい人だから」

　槇島先輩──まだほとんど話していないのに、俺を擁よう護ごしてくれるなんて。思いがけない人の情けに、思わず胸が熱くなってしまう。

「そうやっていい人に見せておいて、実は……イ、インテリヤクザ的な本性を見せてきたりするかもしれないから、気をつけなよ？」

　槇島先輩、実は俺はインテリヤクザであり、怖い人だったんです──なんて言うわけもないし、具体的に悪いことを考えるわけもないのだが。なぜこうも勘違いされるのか。

「そういうこと言ってると、逆にサヤカが海原くんに食べられちゃうよ？」

「ひぃっ……だ、駄目、今の話は絶対言わないでよ？　あたし、まだ心の準備できてないから……っ！」

　三年女子が逃げていく──槇島先輩と合流するが、彼女は何事もなかったかのように笑っている。

「海原くんって、本当はいい人だけど第一印象は迫力あるよね。私も逃げないように頑張ってたよ、年下の男の子になめられてたら情けないしって」

「……俺は人と接するとき、基本的に無害と証明するにはどうすればいいんでしょうか」

「え？　うーん、それはちょっと無理かも。海原くんを怖がる人って、ライオンを怖がるのと同じなんだもん」

「そう言われても、まったく納得できかねますが……ライオンってどこから出てきたんですか」

「あはは、海原くんもう一回言ってみて。眼鏡くいってしながら『納得できかねますが……』って」

　槇島先輩が俺に対して物怖じしないのは、岸きし川かわ先生から「海原は真面目な生徒だ」というようなことを聞いているかららしいのだが──岸川先生も吉よし田だ先輩から『芽め瑠るっち』と呼ばれていたりするので、水泳部の女子が肝が据わっているというだけかもしれない。




　トレーニングルームに行くと、すでに部員たちがマシンを使ってトレーニングをしていた──ランニングマシンで走っている生徒、二人組で腹筋をしている生徒など、みんな必死で頑張っている。

「んぁぁ～っ……も、もうだめ……」

「いけるいける、もう一回！　いけたらアイスおごってあげるから！」

「んん～っ……アイスうぅ……っ!!」

　汗だくの同級生たちは、男子である俺がここにいることなど知らず、濡れ髪を振り乱し、体操服を汗で濡らしてトレーニングに励んでいる。というかこの部屋自体が、改めて考えると凄い熱気だ──水泳部女子のエネルギーの渦と化している。

「こら、アイスではなくタンパク質を摂れと言っているだろう」

「そ、そんなぁ～。ちょっとだけ、ちょっとだけいいじゃないですか」

「少しならばいいが、それでは平ひら田たの言っていたようなダイエット効果は……おお、槇島。海原を呼んできてくれたか」

「えっ……う、海原くんっ……!?」

　やはり俺の存在はこの空間においては異分子ということか、皆が慌あわて始める──というか、トレーニングが大人おとなしくなる。さっきまでの気合いの入った絞り出すような声は聞こえなくなり、『はい、じゃあ次いきまーす』というようなさっぱりした感じになってしまった。

「おまえたち……海原はこれからトレーニングを手伝ってくれるのだから、恥ずかしがっている場合ではない。今のうちに、キツいトレーニングをすると自分がどうなるのかを見せておくべきだ。違うか？」

「め、芽瑠っち、それはいくらなんでも……あたしたち、可愛いお嫁さんになりたいって思ってなくもないし？」

「筋肉は全てを解決する。トレーニングをする女性は、男性からも輝いて見えるはずだ。そうだな、海原」

「は、はい。それは確かに、そう思います」

　問もん答どう無む用ようという雰囲気で返事をさせられるが、特に間違ったことでもないはずだ。岸川先生も空野先輩も、情熱を持って競技に取り組む姿は眩まぶしいと思う。

　しかし俺の返事がどう受け取られたのか、男子がいて恥ずかしいという空気はどこかに行ってしまった。それでいいのだろうかと思わなくもない。

「せ、先生。海原くんは、トレーニングをどうやって手伝ってくれるんですか？」

「彼にはトレーナーの役割をしてもらう。そのためにはトレーニングを一通り教える必要があるから、今日はいつものメニューをこなしていてくれ。できるな？」

「「「はいっ！」」」

　岸川先生の部員に対する鼓舞の仕方は、彼女にしかできないものがあると思う。信頼しているからこそ『できるな？』という、部員の意地を引き出すような聞き方ができるのだ。

　空野先輩もさっそく脚を鍛えるマシンに座って、両足で重りを持ち上げる。あのトレーニングの名前はレッグエクステンションだっただろうか。

「……んっ……もう少しウェイトを重くして」

「はい、これくらいで大丈夫ですか？」

「ありがとう……んっ……ふぅっ……」

　何というか、思ってはいけないのだが物凄く吐息が艷つややかで、アシスタントをしている一年生部員も顔を赤くしている。

　華きや奢しやに見える空野先輩だが、競泳に必要な筋肉は鍛えられていて、俺でも苦しくなりそうなウェイトを一定のペースで持ち上げている。トレーニングをするときは髪をシュシュでまとめているが、すでに首筋に黒髪が幾筋か貼り付いていた。

「空野も頑張っているな……ウェイトトレーニングは苦手と言っていたが、随ずい分ぶんウェイトを重くできるようになった」

「はい、本当に凄……凄っ……!?」

　何気なく振り返って、俺は驚愕する──岸川先生が声をかけてきたとは分かっているので、それは驚くところではない。

　驚いたのは、岸川先生の姿にだった。トレーニングウェアを身に着けているのだが、スーツを着ていても存在を主張する女騎士先生の胸甲──もとい双子の丘は今日も健在で、薄い生地なので胸の形がはっきり出てしまい、大変なことになっている──そして、下半身をカバーしているものは肌にフィットする黒い布地。そう、スパッツだ。

「実際にマシンを使って指導をするので、着替えてきた。すまないな、席を外して」

「い、いや、俺も見学をさせてもらっていたので……」

「そうか、見てみてどうだ？　みんな頑張っているだろう」

「はい、こんなに本格的とは……うちの学校って、こんなに運動部の設備に力を入れていたんですね」

「年に一つずつ運動部合同でマシンを購入してここまで揃ったそうだ。水泳部で使える日は限られているが、少なくとも週に一度は利用することができるのでな。タイムを上げるにはスイムとウェイトをバランス良くしなくてはいけない」

　普通に学校生活を送っていたら、トレーニングルームに入ることもなかっただろう──熱心にトレーニングに取り組む部員たちを見ているとしみじみ思う、部活というのはある意味非日常の入り口だ。

　何より非日常なのは、岸川先生のトレーニングウェア姿だろう。こんな姿を見ているのは、全校男子でも俺一人──選ばれし者というのは自意識過剰だが、まさにそれだ。

「では……まずこのマシンから説明していこう」

「はい。これは俺も知ってます、この棒を引っ張るやつですね」

「うむ、ラットプルダウンといって、腕の筋肉や広こう背はい筋きんを鍛えるために使うものだ。まず、私が手本を見せよう。まず身体が浮かないように、このバーを下げて固定する。海原、ウェイトを調節してくれるか？　手を挟まないように気をつけてな」

　先生がマシンに座り、上からぶら下がっているバーを両手で引き下げる──かなり軽く設定されていたようなので、二つほどウェイトの金属板を追加する。

「よし、これでいい……では、まず身体の前にバーを下げるやり方から。フロントプルダウンというのだが……んっ……こうやって、一、二の呼吸で下げて……」

　先生が腕を上に伸ばしてバーを摑み、引き下げる──それを見ているように言われた俺だが、腕の動きに追つい随ずいする胸筋まわり、控ひかえめに言っても胸に視線が引き寄せられてしまう。

「そして、四つ数えて元に戻す……んぅっ……これを十回……しっかり胸を張って、肩甲骨の動きを意識しながら……んんっ……」

　ああ──先生、なぜ上半身のトレーニングから教えてくれようとしたのですか。

　やり方は頭に入ってきているが、それ以上に、少し反ってバーを上下させる先生の動きが、胸の大きさと形を強調する。こういった運動によっても、先生の胸は育てられていたのかもしれないが、運動をすると減ってしまうものだと思うので、やはり先生は特別な存在だと結論せざるを得ない。

「空野先輩、キレてますよ、もっとデカくしていきましょう！」

「んんっ……はぁ……ぅぅんっ……」

　そして空野先輩も、岸川先生のアスリートとしての遺伝子を継いだ選手だといえる。傍についている一年生のテンションがおかしくなってきているが、これも苦しいウェイトトレーニングを乗り切るために必要なことなのだろうか。

「……海原、よそ見をしている場合ではないぞ。ちゃんとトレーナーをするために、私のお手本を見ていなければ」

「は、はい。すみません、集中します」

　眼鏡の位置を整え、俺は深呼吸する。スイッチの切り替えは難しくない──俺は試験前にどんな状況にあっても集中できるようにイメージトレーニングをしたことがあるが、その時の経験が今生かされようとしている。

「うむ……では、私の筋肉のどこが動いているか、触って確かめてみてくれ。その方が、どこに効くのかを理解できるからな」

「……触ってもいいんですか？」

　こんな、女子部員たちが嬌きよう声せい──いや、掛け声をかけている部屋で、トレーナーの勉強のためとはいえ先生の身体に触るというのは、モラリティの限界に挑戦する行為だ。

　しかしスイッチを入れた俺にはどうということはない。これは先生の指導方針であり、俺がトレーナーとして一人前になるために必要なことなのだ。やましいことなど一切ない。

「……まだ始めたばかりで汗は大丈夫だから、触っても問題はない。さあ、まずは上腕二頭筋だ。効いているかどうか触ってみてくれ」

「はい。上腕二頭筋……ここですか？」

「う、うむ。筋肉についても基礎的な知識はあるようだな……さすが海原だ」

　腕で力こぶを作るときの筋肉。それが上腕二頭筋だが、男性と違って女性の場合すごく柔らかく感じるのは何故なのだろうか。

「では……こうして、首の前辺りまで引っ張っていく。後ろに身体を下げてもいいが、あまり下げすぎてはいけない。んっ……」

　先生がバーを引っ張る──少し後ろに下がり、首の前までバーを持ってくる。肘が直角になるこの角度が重要ということのようだ。

「……凄いですね、かなり筋肉が動いてます。他に、広背筋が鍛えられるんでしたね……先生の筋肉、こんなに柔らかいなんて……」

　指先で先生の筋肉が動いていることを確かめる──確かにこれだけのテンションがかかっていれば、しっかり鍛えられそうだ。

「んんっ……た、確かに、その筋肉にも効くが……ひ、一つずつ、段階を踏んで……」

「先生、もう一度やってみてください。綺き麗れいなフォームですね……これを俺の目に焼き付けて、トレーナーをするときの見本にします」

「う、うん、そうしていければ……ふぅっ……ほ、他にも、違う筋肉にも効果が……一つずつ、確認を……っ」

　フロントプルダウンという運動はこれほど広範囲の筋肉に効果がある。水泳にどの筋肉がどう生かされるかも勉強しなくては──試験の勉強も大事だが、トレーナーの勉強にも興味が湧いてくる。

「はぁっ、はぁっ……う、海原、一セット終わっているが、まだ続けるのか……んんっ……」

「すみません先生、あまりに先生の筋肉の動きに集中していて……素す晴ばらしいトレーニングでした」

「っ……う、海原、汗は自分で……っ」

「これもトレーナーとしてするべきことのはずです。お疲れ様でした、先生」

　岸川先生はバーをゆっくりと離す。しっとりと汗のしずくが首筋に滴したたっているので、タオルを持ってきて押さえた。これは俺が持参したタオルだが、先生の汗を拭くために使われるなら全くもって光栄なことだ。

「……私のタオルがそこにあるのに。海原、熱心にしてくれて嬉しいが……そ、その、その部分の汗は積極的に拭こうとせずとも……っ」

「一番汗がたまりやすいところだと聞いたので、しっかり拭ふいておきましょう」

「だ、誰にそんなことを……まさか、空野では……んんっ……」

　胸が大きいと、谷間と胸の下の部分にも汗をかきやすい。汗あせ疹もにならないよう、しっかりと水分をタオルで吸っておく──直接拭くのは紳士協定に違反している行為だ。

「……海原……おまえはきりっとした顔で大胆なことをするのだな。先生が汗をかいているのは、ただ運動しているからだけではないぞ」

「あ……」

　先生が振り返り、俺の眼鏡を外してしまう。スイッチが切れた俺はトレーニングルームの熱気にあてられ、さらに頰を上気させた先生にじっとりと見つめられ──何を真顔でセクハラめいたことをしていたのか、と恥ずかしさで全身が熱くなる。

「……まあいい、海原が不純な異性との交遊などしているはずがないからな」

「は、はい。すみません、俺、やっぱり触ったりするのは……他の部員の皆もいますし、問題ですね……」

　何とか先生の身体に触れない方向でお願いしようとするが、そこに空野先輩と他の部員たちがやってくる。やはり、触れたりするのを見られていて、苦情を出されてしまうのではないかと思っていると。

「先生、今日のスイム前のメニューは全部終わりました」

「うむ、分かった。それでは……」

　先生がスイムの指導に行くのであれば、トレーナー指導はここまでだろうか。まだ一つしか教わっていないが、これ以上続けると俺の理性の維持に支障が出てきてしまう──眼鏡を返して欲しいとも言いにくい。

　しかし先生はマシンから降りたはいいが、その発言は想像の反対を行くものだった。

「もう少し海原にマシンの使い方と、トレーナーとしての心構えを教えておきたい。槇島にメニューを伝えてあるので、まずそのメニューをこなしてもらう。もしサークルがきつければ十秒までは延長していい」

「「「はい！」」」

　先生がつきっきりで見ているばかりが指導ではない──そして、先生は俺に対する直接指導に今は熱意を燃やしている。

　部員たちがトレーニングルームを出ていく。最後に出ていきかけた空野先輩がこちらを見る──じっと見られたが、俺は眼鏡がないのでぼやけてしまい、先輩の表情が分からない。つまり、とても心臓によくない。

　先輩はそのまま部屋を出ていき、俺と先生の二人だけになる。この距離なら先生の顔ははっきり見えている──俺の視力だと、数メートルまでは何とか見えるというレベルだ。

「……海原、今日教えたことを空野とのトレーニングに生かせば、きっと喜んでもらえるのではないか？」

「い、いえ。一年生の子がついていて、かなり順調にできてましたし……」

「彼女もゆくゆくは選手として水泳部を支える立場なのでな、手伝いばかりというわけでもない。空野が希望するなら、海原をトレーナーとして付けたいと思っているのだが……どうした？　忙しくなりそうで、やはり難しいか……？」

　先生は滅めつ多たに見せない表情を見せる──俺に断られそうだからということか、いつも毅き然ぜんとしている先生が、切なそうな瞳で俺を見る。

　女騎士先生の要請──もとい、これはおねだりだ。

　勉強とバイトに全てのエネルギーを使おうと思っていたあの頃が今や懐かしい。だが、時間が削られるならその分勉強の密度を上げればいいのだ──キャパシティが限られていても、努力が不可能を可能にする。

　なんて理屈めいたことよりも、俺自身が先生の期待に応えたい。こうして水泳部の活動に参加することを、純粋に楽しいと思い始めているから。

「分かりました。空野先輩が俺についてほしいかは別として、水泳部のためにできることがあれば俺も嬉しいです」

「……っ」

　少し優等生のようなことを言いすぎただろうかと、自分では反省したのだが──先生は腕を広げて、俺をしばらく見つめたあと、こほんと咳払いをして後ろを向いた。

「あ、あまり海原がいい子すぎると……良くないな」

「っ……ち、違います。俺は……」

　先生に喜んでもらおうと無理をしたりとか、そんなふうに思われては困る──というのは、俺の早とちりだった。

　先生はただ後ろを向いただけではなく、汗をかいてしまったからか、ドリンクで水分を補給していたようだった。

　そのドリンクを俺に差し出してくる。ストローは兼用で──と、狼狽うろたえている場合でもないが、先生がさらに距離を詰めてきて──シャツの裾を浮かせるほどの胸が、また向き合っているだけで俺の胸に当たってしまう。

「そんな顔をして言われたら、私は、海原のお姉ちゃんなのだから。弟を愛めでたくなってしまうではないか……」

「……先生……んっ……」

　ストローがそっと近づいてきて、俺はされるがままにそれを飲む。

「……これを飲んだら、指導の続きをしよう。海原は体育のとき、私と組むと緊張しているようだったからな……このままではいけないと思っていた。部活のことを、個人的なことに結びつけてはいけないと分かっているが……」

　先生はやはり、俺が先生と体操をしたときのぎこちなさに気づいていた。

　それを解決したいと思って、俺とトレーニングをしたい──トレーナーの指導をしたいと思ってくれたのなら、先生はやはり律儀で、とても優しい。

　だが、そこにある問題を、俺はどうしても先生に伝えられない。先生の胸が大きすぎて、後ろから押してもらったときに当たったり、上下の動きをしたときに気になるんです──なんて言ったら、俺が思し春しゆん期き真まっ只ただ中なかの男子高生のようだ。その通りではあるが。

「先生と組んで体操をすることは、滅多にないと思いますが……次は、自然にできればと思います。俺はその……先生を尊敬してるので、大変なんですが……」

「そ、そうか……尊敬というのは、私には身に余るというか、言いすぎではないかと思うが……海原こそ、私は尊敬するべきところが多いと思う」

「そ、そんなことは……」

　そうやって互いに謙遜しあっている俺たちは、客観的にはどう見えるのだろうか──そう思うと急に恥ずかしくなってしまう。

「……で、では……あまりプールに行くのが遅れてしまうといけないからな、次の説明に移ろう」

　岸川先生はラットプルダウンのマシンから、もう一つの上半身を鍛えるマシンに移る──連続で上半身というのはどうなのだろうと思うが、一つずつ教えてもらえるのなら順番は関係ないということか。




　──しかし、次のマシンというのがラットプルダウン以上の破壊力を持っているというのは、全く因果なものだ。

「この左右のバーを摑み、前に出す。海原も見たことはあるだろう」

「はい、見たことだけなら……使ってみたことはないです」

「これはチェストプレスマシンという。主に大だい胸きよう筋きんを鍛えるために使うのだが……実は、この大胸筋は水泳にとってとても重要だ。水泳選手は上半身にしっかり筋肉がついていることが多いだろう？」

「な、なるほど……厚い胸板が大事と。先生の胸甲……もとい胸筋も、かなり鍛えられているんですね」

「うむ……と言っても、筋肉がついているか分かりにくいと思うがな。この胸が筋肉なのか、と言われたらそれは否定するが」

　先生がとても珍しく、胸に手を添えて冗談を言う──だが、俺はとても直視できない。

「な、なんだ、今さら恥ずかしがって。さんざん抱きしめたりしているから、もう慣れてきているのではないか？」

「な、慣れるようなものじゃ……コホン。先生、指導をお願いします」

「う、うむ……では、始めるぞ。胸筋を意識しながら、ゆっくり反動をつけずに腕を前に伸ばしていく……んっ……」

　俺は何も考えず、先生の正面に立っていた──そしてチェストプレスマシンをどう動かすかを見ていたのだが。

　先生が腕を前に出す動きと同時に──だぷんっ、と胸が前に揺れた。

　まるで４Ｄ映画を見ているような迫力。いや、実際先生は立体なので当たり前なのだが、とにかくとんでもない、迫ってくる感覚が物凄い。

「ふぅっ……そして、ゆっくりとバーを引いていく。ひじとこぶしが垂直になるように……んっ……んぅっ……」

　だぷん、だぷんと胸が飛び出すように揺れる。このトレーニングで、先生は現役時代から胸筋を鍛えてきたのか──見ているだけで頭がだんだんクラクラしてくる。

「これで十回……これを三セットやるのが基準で、部員それぞれにウェイトや回数を調整……う、海原？　鼻のところに何か……」
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「す、すびばせん……鼻血が……」

「っ……だ、大丈夫か海原っ……!?　すぐにお姉ちゃんが助けてやるからな……っ！」

　インテリヤクザとか、凍りつく眼光とか──そんな異名はやはり俺の本質を捉えてはいない。

　先生の胸の迫力で鼻血を出してしまうくらいには、熱い血の流れた人間だと自認していいと思う。




　女子水泳部で男子がトレーナーをするというのは、色々とハードルが高かった。

　先生は俺が鼻血を出したことで心配してしまい、ひとまずトレーナーとしての実地指導は保留となった──まだ諦めたわけではないとのことで、そのうち再開しそうではある。

　そして俺が、練習を直接手伝う以外に、トレーナーとしての仕事の一環として行うことを提案したのは──データの観点からのサポートだった。

　スイムの記録と、トレーニングの内容を突き合わせて、選手ごとに何が有効かを考える。データを表にして管理することなどは得意なので、プールの教官室にあったデータを見せてもらい、皆がスイムをしているうちにまとめてみた──すると。

「これは……ここ二週間分の練習データを、こんなに短時間でまとめたのか？」

　先生が驚いた顔で、俺の作ったレポートをめくる。俺は机に向かっていて、先生は後ろから覗き込んでいるので、普通に肩に胸が乗ってしまう。

　鼻血が止まってからしばらく経っているのでもう大丈夫だと思うが、結構頭を回転させたので、先生の身体が触れるのは身体に障る──女騎士先生は、インテリヤクザを弱体化させるオーラを持っている。というと、先生に攻撃されているみたいになってしまうか。

「さすがだな……海原。これは、練習メニューを考える時に使えそうだ。どの練習が生徒に合っているのか、探り探りになる場面を減らせるだろう」

「ありがとうございます。他の部員の分も、空いた時間でまとめておきます」

「……本当に、おまえというやつは」

　先生の目が潤うるみ、そして微笑ほほえむ。先生が喜んでくれればそれでいい──どんな形であっても、俺が受けた恩を返せるのなら。

　最も、こんなくらいのことで、俺は先生がしてくれたことに少しも報いられた気がしないけれど。

「では……時間のあるときにお願いしたい。私も海原の意見を元に、練習メニューを考えるときの参考にできればと思う」

「は、はい。でも俺の作ったデータが練習メニューに反映されるっていうのは、ちょっと恐れ多いですが……」

「いや、得意なメニューをこなしたあとは調子がいいとか、苦手でもやっておくべきメニューがあると分かるから、このデータはいいものだ。まとめてくれてありがとう」

　先生は何をするかと思ったら──俺の頭を撫でてくれる。

　素直に喜んでいいのか分からないが、すごく落ち着く。このまま眠ってしまいそうなほどの安心感だ──女め神がみ先生ともその包容力は拮きつ抗こうしていると思う。

「……お姉ちゃんは、りょ……海原が頑張ってくれて嬉しい。いつでも、見ているからな」

「せ、先生。今、俺のこと……」

　名前で呼ぼうとしませんでしたか──と聞こうとした瞬間。

　教官室のドアがノックされて、空野先輩が入ってくる。ノックされた段階で、岸川先生はぴしっと背筋を伸ばして立っていた──電でん光こう石せつ火かの切り替えの早さだ。

「……スイムの前半が終わりました。背泳ぎと平泳ぎは、最後の一本だけペースを上げて、その時点の全力で測ってみました」

「うむ、順調に仕上がってきているな。このペースを維持できれば、県大会でも……」

　岸川先生は賞しよう賛さんするが、空野先輩は静かに首を振る。まだ満足がいっていないということだ。

「……去年県大会で負けた人が、地区大会で負けてる。高こう坂さかっていう選手が、今の私より速いタイムを出してる」

「あの選手か……空野はレースのビデオを見たんだったな」

　空野先輩はこくりと頷く。その表情は真剣そのものだった──それだけ、彼女の言う高坂という選手が強いということだ。

「留学生ということだから、一度、直接見てみたかったが……去年までは大会への出場資格がないため、出てきていなかった。その間も、いい練習を積んでいたようだな。さすがは彼女の教え子というべきか……」

「先生、知っている選手なんですか？」

　俺が尋たずねると、先生は否定はしないが、積極的に肯定もしなかった。その表情を見る限り、何か事情があるようだ。

「……もっと練習して、必ず勝てるタイムを出す。先生、大会まで追い込み練習をさせてもらってもいいですか」

「分かった。私もできる限りのことをしよう」

　俺は空野先輩に練習後のドリンクを渡す。彼女は「ありがとう」と微笑んで受け取ったが、その目には、アスリートの勝負に賭ける情熱が宿っていた。
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　海うみ原はらと他の部員たちが帰っていったあとも、私は空そら野のに頼まれてプールに残っていた。

　すでに日は沈んで、アリーナの窓の外は暗くなっている。空野は母親が迎えに来てくれるとのことで、私も家が近いので、練習を続けたいという空野の希望に応えることは問題なかった。

「空野、何の練習をする？」

「……バックをお願いします。ブレストも見てもらいたいですが、私が全国で勝負できるのはバックなので」

　ブレスト──平泳ぎのタイムも県で上位に入れる空野だが、二刀流というほど自分のことを器用ではないと思っている。

　本当は自由形、バタフライも部内ではトップクラスの速さで、苦手というものがない。しかし他の部員が全く追随できない記録を持っているのが背泳ぎで、その次が平泳ぎというオールラウンダーだ。

　私は高校生の時は自由形とバタフライで全国大会に出場している。大学で背泳ぎに転向したのは、監督に向いていると言われたからだった。

　指導者になった今は、選手が好む種目を一番として、二番は良い記録の出る種目を勧めることにしている。空野も他の部員たちも、私の方針を受け入れてくれていた──空野は背泳ぎを得意としているし、こだわりを持って取り組んでいる。

「では、バックの百メートル。次に時計がてっぺんに来たらスタートとしよう」

「はい。ありがとうございます」

　空野と前に勝負したときのことを思い出す。空野は四コース、私は五コースに入り、背泳ぎのスタート補助装置──バックストロークレッジのバーを摑んで準備に入る。

　三、二、一──スタート。

　私と空野のスタート時の速度はほぼ同じ──いや、スイムをしていない私の方が体力が残っていて、一ストローク分ほどの差がつく。

「……っ！」

　空野は最初の五十メートルで圧倒的な強さを持つ。二十五メートルを過ぎた辺りでグンと伸びてきて、並ばれそうになる──だが、私も簡単に抜かせてはやれない。

　五十メートルのターンで、私が再び前に出る──一日の練習で疲れが出ている空野は、そのまま少し遅れて、並んでくる気配がない。

　私は決して手を抜いてはいない。空野は疲れていても部内では屈くつ指しの速さだ──それでも、大学時代からそれほどタイムの落ちていない私は、彼女の強さを『高校では最上位』と見てしまう。

　試合に勝つには、自信をつけることが大事だ。空野に勝たせてやりたい、だが疲労した状態の彼女に合わせれば、きっと聡そう明めいな彼女は私がペースを落としたことを悟るだろう。

（……ここで私の想像を超えるようでなければ……この疲労では、酷こくな要求か……）

　七十五メートルに差し掛かる。空野のスタミナでは、ここから追い上げてくることはまずない。

　──ないはずが、空野のペースは落ちず。二十五メートル時点でも見せた粘りが再現されるかのように、彼女の気配が迫ってくる。

　教え子が、私の想像を超えようとしている。私はペースを落とさず、空野は食らいついてくる──そして。

「「──っ……！」」

　二人同時に、壁にタッチする。ほぼ同時ではどちらが勝ったか分からないと前に言ったが──疲労している空野が同着ということは、実質上は私の負けになる。

　隣のコースを見ると、空野がゴーグルを外すところだった。私はゴーグルを帽ぼう子しの上に上げて、彼女に微笑ほほえみかける。

「空野……前よりも、確実に速くなっているな」

「はぁっ、はぁっ……でも、まだ……これじゃ、勝てない……」

「必ず勝てる。このまま着実に練習を重ねていこう」

　空野が頷うなずく。プールから上がるように促すと、空野は飛び込み台の横から上がれるほどは体力が残っていなかったので、側面からプールサイドに上がった。

　あとは少し休息して、必要ならクールダウンをする。プールサイドで休む時も髪が濡れたままでは風邪を引くので、私は空野の頭にバスタオルをかぶせた。

「……ありがとうございます」

「五月といっても、まだ夜は冷える。少し休んで体力が戻ったら、しっかりと流しておくんだぞ」

「はい」

　空野は短いが、はっきりと返事をする。顧問の私でも彼女が何を考えているのか察しにくいところがあるのだが、素直なときの空野は可愛らしいと思う。

　私には姉しかいないが、妹がいたら──空野のような妹だったら、きっと可愛がっただろう。水泳の得意種目も私と同じで、高校のときはあまり人と明るく話せなかったところも私と似て──それは空野に失礼だろうか。




「岸きし川かわさん、どうやらお変わりないようね」




　──アリーナに、誰かが入ってきている。それも、この学校の関係者ではない。

　手続きをして許可が出れば、部外者でも学校内の施設を見学することができる。

　しかしそこまでして、彼女が私に会いに来ると思ってはいなかった。

「……岸川先生、あの人……」

　空野も気がついている。城じようヶが崎さき学がく園えんの水泳部顧問、日向ひなた御み影かげ──『女じよ帝てい』と呼ばれた、元日本代表の選手。

　彼女は一人の女子生徒を連れている。その制服は、県内の女子生徒の中からも人気が高い、いわゆるお嬢様学校らしい優美なデザインのものだった。

（銀髪の、留学生……あれがそうなのか。高こう坂さか六りつ花か……なぜ、今ここに……？）

　私が立ち上がると、空野もタオルをベンチに置いて立ち、横に並ぶ。

　御影──いや、今は日向先生と呼ぶべきだろう。

　彼女と私は、大学時代に公式試合で競い合ったことがある。ライバルと呼べる関係だったと思う──だが、大学最後の試合を最後にして、私は彼女と会うことも、話すこともなかった。

「……日向先生。今日、いらっしゃるという話は聞いていませんが」

　友人としてではない、ライバル校の顧問同士として話す。気安い言葉を使わないのは、その意思表示だった。

　そんな私を見て、御影は──日向先生は、腕を組んで微笑んでみせる。彼女が『女帝』と呼ばれるゆえんでもある、巻かれた髪に指先で触れながら、彼女は言った。

「敵情視察に来ている余裕は、お互いにないでしょう。けれど、映像で見させてもらうだけではどうしても物足りなかったのよ」

「実は、さっきナナミとメルが勝負するところを見させてもらいましたのデス。メルはワタシの学校の、『女帝先生』のライバルだったと聞いていマシタから、とても楽しみでシタ」

　少し日本語の発音に不慣れな部分もあるが、高坂という選手は、出場資格が取得できるようになるには一年以上日本の高校にいる必要があるため、言葉の問題は全くないようだった。

　何より、高坂六花の出身地──ロシアの言葉については、日向先生は大学時代に選択でロシア文学を取っている。ロシアで有望な選手が日本で留学先を探し、日向先生が受け入れたという経緯も、風の噂で聞いていた。

「六花……一つ訂正しておくわ。ライバルというものは、互いを削り合う意志がある関係のこと。私と岸きし川かわさんは同時期に水泳選手をしていたけれど、結果的な話をすれば、決してライバルと言えるものではなかった」

「……日向先生。あなたが私に勝ったときの試合は、見事だった。しかし、私に競う意思がなかったと思っているのなら、それは……」

「いいのよ、それは。もう、終わってしまった話なのだから……現在とこれからの話をしましょう、岸川さん」

　日向先生は私の言葉を遮さえぎるように言う。微笑んではいるが、彼女の瞳に宿る感情は、どこまでも冷たいものだった。

　その怜れい悧りな瞳も、自信に溢れた立ち姿も変わっていない。まるで、大学時代に戻ったような錯覚さえ覚える──そして。

　私は何も変わっていないのだと自覚する。大学で彼女と戦ったとき、負けたとき──最後に何を考えていたのかも、ありありと胸に去きよ来らいする。

「……ナナミ、ワタシのことを覚えていませンカ？　ワタシです、リッカです。今の部内では、ミドルネームの『ヴァレリヤ』で呼ばれていますが」

「六花……リッカ。まさか……」

「空野、彼女と知り合いなのか？」

　尋たずねると、空野は静かに頷く──こんなことがあるのか、と私は思う。

　私と日向先生には少なからず、因縁と言えるものがある。そのお互いの教え子もまた、過去につながりがあるとは──つまり、高坂六花という少女は、昔にも日本にいた時期があるということだ。

「ナナミとは小学校のスイミングで一緒でシタ。ワタシとは違うクラスでシタが、スクール内ではお互いに速かったデスから、一度記録会で一緒になったことがありマシタね。結果は……これは、思い出して欲しいデス」

　空野は記憶を辿たどっているようだった。小学校のことを今思い出せと言われて、すぐには難しいだろう──しかし、空野は思い当たったようだった。

「……私が、あのときは一位だった」

「そうデス。まさかあんなに大人しそうなナナミが、ワタシより速いなんて思ってイマセンでシタ……ワタシはあのとき知ったのデス。負けるということの悔しさと、ナナミ……アナタにどうしても勝ちたいという気持ちを」

　高坂はずっと、空野に会いたかったのだろう──宣せん戦せん布ふ告こくをするために。

「六花は空野さんともう一度競うために、タイムリミットの前に試合に出られるように日本に戻ってきた。けれど……様子を見に来るまでもなかったようね」

「……それは、どういう意味ですか？　私の教え子と勝負するまでもないというなら、訂正を求めなくてはなりません」

「まだ無理をしているの？　それとも、私には本音で話すつもりなんてないということかしら。そうよね……だってあなたは、あの時だって私に本気でぶつからなかった」

「っ……そんなことは……私は、あの時……」

　決して揺れてはならないのに、言葉が出なくなる。日向先生はそんな私を、表情のなくなった顔でただ見ているだけだった。

「……岸川先生、うちの六花も放課後の練習をしてここに来ているわ。空野さんも、体力的には条件はそう変わらないでしょう」

「それでも今のナナミには負ける気がしマセン。ですから、泳ぎたくないというなら次は試合会場で会うということでもかまわないデス」

　明確な挑発。それは、高坂が空野に勝つという確固たる自信があるから──公式戦を前にここでぶつかれば、結果次第で空野は大きく動揺してしまう。

　だが、空野が望むなら、止めることはできない。

「百メートルを泳いだばかりで、続けてというのは酷でしょう。十分なインターバルを設けて、五十メートル片道のみ。岸川先生、空野さん、それでどうかしら？」

　赤いスーツの襟元を正しながら、日向先生が言う。

　空野は私より前に出て、日向先生、そして六花の二人を前にして言った。

「……一緒に泳いでも、私はかまわない」

「ありがとうございマス、ナナミ。水着を持ってきていマシタから、本当は受けていただいてホッとしていマス」

　高坂はスポーツバッグを出して言う。飄ひよう々ひようとして見えるが、私は地区大会のレースを見て分かっていた。

　空野よりも速いタイムで勝っていながら、彼女はまだ余力を残していたことに。




　予想は、できていた──それでも現実は、想像したよりも重い結果になった。

　高坂六花は、身体一つ分も空野に差をつけて先に五十メートルを泳ぎ切った。勝利を確認した彼女は水面を叩いて喜ぶ。

　空野は苦しそうに呼吸をしながら、隣のコースの高坂を見る。ゴーグルを外さなくても、彼女がどんな表情をしているのかは分かった。

　──悔しさよりも、畏い怖ふの方が勝っている。

「ナナミ……今回は私の勝ちデス。そして、実際の試合でも私が勝つでショウ。それがナゼなのか、アナタにわかりマス？」

「……そんなこと……まだ、決まってない……っ」

「アナタ、昔の方がもっと必死に泳いでマシタ。メルと泳いだときの方が食らいついてイマセンでしたか？　ワタシ、遠くから見たのですが、そういう感想を持ちマシタ」

「……違う……私は、勝つつもりで……」

　空野の言葉を最後まで聞かず、高坂はプールから上がる。そして日向先生から身体を拭くための大判のセームを受け取り、ゴーグルを外して満足そうに笑った。

　そのまま高坂は更衣室に向かう。私は日向先生と向き合う──自分の生徒が勝ったことはやはり嬉しいのか、彼女は微笑んでいる。

「この教師あれば、この生徒ありということかしらね」

「……まだ、本番での勝負が決まったわけではありません」

「いいえ……このままでは、結果は変わらないでしょう。今のあなたは、私がライバルと認めた岸川芽め瑠るではない」

「やはり……あの時のことを、まだ……」

「あなたも、空野奈な々な海みも……絶対に勝たなければという目をしていない。二人とも、見ているのは敵である私たちではない。それで勝とうなんて、おこがましい考えね」

「女帝先生、聞くの忘れてたデスけど、シャワー室は借りていいのデスかー？」

　日向先生が肩を竦め、私の許可を求める──何も言わずに頷きを返すと、日向先生は巻き髪を揺らし、恭うやうやしく一礼した。

　敵情視察を終え、彼女たちは帰っていく。私も空野も、しばらく何も言葉が出てこなかった──疲労がある状態とはいえ、同じように練習を終えてきた高坂に、はっきりとした形で実力を見せつけられた。

「……空野。大会までは、まだ時間がある」

「……はい。可能な限り、練習に集中します。でも……」

　空野が言いかけたことは分かっていた。彼女は部のエースで、部内で唯ゆい一いつアルバイトをしている──練習に集中すれば、またアルバイトには出られなくなる。

　私は空野を束縛しすぎるつもりはなかった。吉田と指導方針で意見がぶつかってしまったときに、そう決めていた。試合の結果を全てと考えすぎてはならないと。

　しかし日向先生と高坂の姿と、高坂の見せた強さは、一つのことを示していた。

　彼女たちが、この夏に全国に行くために、多くのものを捧げているということを。
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　放課後、吹すい奏そう楽がく部ぶが音出しを始める前に、俺はユーフォニアムが練習している教室までやってきた──同じクラスの小こ谷たにさんと鈴すず木きさんが『今日は吹奏楽部に来てくれたりする？　今日も忙しい？』と聞いてくれたのだが、ちょうど杜もり山やま先生にそろそろ顔を出したいと伝えていたので、今日は行けると答えた。

「え、まじで？　冗談じゃなくて？」

「うわぁ、海うみ原はら君が久しぶりに来るんだ……みんな大丈夫かなぁ」

「あまり身構えないでもらえるとありがたいんだけどな……無理そうなのか？」

　二人は顔を見合わせる。これは駄目なやつか、やはり怖がられているのか──と思っていると。

「ううん、どっちかというとみんな楽しみにしてるから。浮き立ってるっていうか」

「女子ばっかりだからそわそわするよね。男子に免めん疫えきのない子もいるし」

「そうなのか。まあ、俺はユーフォのパートがいる部屋にしか出入りしないつもりだけど……あとは合わせる時だけ、音楽室に行くよ」

「それがいいと思う。まあ、うちらは海原くんにいつでも挨あい拶さつ行っちゃうけどね」

「あんたは宿題教えて欲しいだけでしょ。うちもだけどさ」

　二人はじゃれ合うようなやりとりをしたあと、先に教室を出ていった。俺が女子と一緒にいるとまた妙な噂を囁かれるだろうし、そこは配慮してもらえた形だ。

「海原が部活に……こんな日が来るとはな」

　純じゆんが感慨深そうに話しかけてくる。俺としても、二年になったばかりの頃はこんなことになるとは全く思っていなかったので、茶ちや化かすなとも言いづらい。

「正式に入部したわけじゃないけどな。純も部活じゃないのか？」

「俺の部は天てん文もん部ぶなんていう、ロマンしかない部活だからな。思い立った時にしか活動しないんだ……他にも掛け持ちしてるけどさ」

「忙しそうで何よりだ。それじゃ、行ってくる」

「ああ、いいよなあ……楽がつ器きができるやつって。俺にもピアノが弾けたなら……」

　ピアノは俺も音感を養うためにやっていた──あまり芽めは出なかったが、楽がく譜ふを読めるようになったのは良かったと思う。まあ純は何となく言っただけだと思うが。




　ユーフォニアムを含む中低音パートが練習している部屋は、旧校舎の最上階にある、元は普通の教室だった場所だ。

　ユーフォは一年と三年が一人ずついて、俺を入れると各学年に一人ということになる。一年は音おと無なしさんというボブカットの女子で、三年生は風かざ上かみ先輩という、セミロングの髪にシャギーを入れたいかにもギャルっぽい人だ。

「あんさー、海くん。ちせちゃんから楽譜もらってるって聞いたけど、どんな感じ？」

「一通り目は通しました。難所が一つあるくらいですが、楽器練をさせてもらえれば問題なく合わせに入れると思います」

「うわ、やっぱすごいんだねー……うちらも二人で練習してるけど、このままだと海くんにソロ頼むことになっちゃうかも」

　定期演奏会でユーフォニアムのソロがある曲──俺がもらった楽譜の中にも、確かに一つあった。月げつ光こうをイメージした、ジャズ調のスローナンバーだ。

　俺もジャズは好きだが、父親も若い頃結構聞いたとのことで、家にＣＤが多くある。その中に含まれている曲だったので、音楽プレイヤーに入れて勉強中などに聞いていた。

　イメージトレーニングは十分だが、実際にどれくらい吹けるかは分からない。俺は譜面台に楽譜を広げ、貸してもらった銀色のユーフォニアムを構える。

「海くん、吹いてみてくれる？　うちら聞いてるから」

「分かりました」

「あ……う、海原くんソロやるの？　コンバスも合わせていい？」

「そうですね、入ってくれるとありがたいです」

　メトロノームを設定し、先輩に入りの指揮棒を振る仕し草ぐさをしてもらう──そして。

　俺はユーフォニアムを吹き始める。主旋律を吹くうちにコントラバスが途中から入ってきて重低音のリズムを刻んでくれる。

　肺活量を問われる難しい部分も、何とかブレスを増やさずに乗り切れた。音も想像した通りに出ているし、今日は調子がいい。

　演奏する中でさらに集中力が高まっていく。これを人前で吹いたら──吹奏楽部の編成の中で吹いたら。想像するほどに高こう揚よう感かんが増して、楽器と自分が一体化していくような気さえする。

　やがて演奏が終わる。譜ふ面めんをめくる動作をほぼ無意識にやっていて、気がつけばソロパートの終わりまで来ていた。

「……こんな感じですが」

　風上先輩と音無しさんが目を輝かせ、おお、という顔をする──だが彼女たちが何も言わないでいるうちに、教室の入り口の方からパチパチと拍手が聞こえた。

「杜山先生……来てたんですね」

「ええ、音楽室にいたんだけど、音がしたからつい来ちゃった。風上さん、海原くんとソロのことを打ち合わせしたの？」

「海くんほんとヤバイから、お願いしよっかって音無ちゃんとも言ってたんだけど。やっぱり吹いてもらったら超ヤバかったよね、これ。あたしらができないとこもサラッと吹いちゃってたし」

　音無さんはこくこくと頷うなずいている。この子はとても口数が少ないが、意思表示は分かりやすい──風上先輩が絶賛してくれているのも、照れるが少し申し訳ないとも思う。

　ソロはやはり、吹奏楽における花形だ。臨時で参加しているだけの俺が、いきなりソロを吹かせてもらうのは筋が通らない。

「海原くん、二人はこう言っているけど……どう思う？」

「俺は……その、周囲を威い圧あつしてしまうところがありますから。ソロをやっても、お客さんに喜んでもらえるか分からないですし……それに、臨時の助っ人ですから」

「有名な楽団でも、ゲスト演奏者とか普通にいるじゃん。ソリストを招いたりとか」

「……私も……そう思います。先輩のソロ……凄く、上手です……」

　二人も毎日練習しているだけあって、謙けん遜そんしている部分はある。しかしソロをやるとなると、何より度胸が必要になる──目立つこと、注目されることを全く厭いとわず冷静に演奏する。それは練習だけではなかなか身につかない。

　その二人が、俺を信頼してくれるという。信頼に応えたい思いはあるが、やはり練習に毎日出ていないという事実が先に立った。

　杜山先生の期待には応えたい。しかし、ソロを吹くのは前に出すぎている。

　吹奏楽部にとって毎年大事な行事である定期演奏会。それに、参加させてもらいたい──譜面を見てそう考えて、今日はそれを伝えるつもりで来た。それより先に、ソロをやるかどうかという話になってしまって、戸惑ってしまった部分はある。

「……定期演奏会には、参加させてもらいたいと思ってます」

　そう改めて言っただけで、ここにいる部員が好意的に受け止めてくれているのは分かる──だからと言って、調子に乗ってはいけない。

「分かったわ、海原くん。ソロのことは無理にとは言わないから、もし良かったらもう少し考えてみて。思いつきじゃなくて、今の演奏を聞いて、私も……みんなも、海原くんにやってほしいって思ったと思うの」

「うちらが練習しないってわけじゃないよ。海くんにお願いしたいのは、うちらが楽したいわけじゃないから」

「……海原先輩の、演奏が……凄いっていうのは、もう分かっているので……私たちも、聞きたいんです……」

　そこまで評価してもらって、それでも二の足を踏んでいる俺は──もしかしなくても、情けない奴なんだろうか。

　杜山先生は俺の肩に手を置いて、そして音楽室に戻っていった。

　俺を吹奏楽部に入れたいと思ってくれた先生。そのためだけじゃなく、俺に夕食をご馳走してくれて──いつも優しくしてくれる。

　けれど、やはり彼女は『先生』なんだと強く思う。

　俺は吹奏楽が好きで、それを忘れようとしていた。コンクールで負けたときの気持ちをもう味わいたくない、それだけの理由で。

　しかし、コンクールが全部じゃなかった。仲間と一緒に音楽を奏でられる場所は、あの張り詰めた空気の中以外にもある。

「……海くん、何であたしが急に馴れ馴れしいんだって聞かないの？」

　──風上先輩が今更なことを言って、パートのメンバーがずっこける。

「風上先輩は……海原先輩が……その、迫力があるからって言って……ちゃんと先輩らしくしたいので、そのためです……」

「ちょっ、ちょっとー。音無ちゃんはあたしと相談してたんだから、言っちゃったら台無しじゃん。せっかく『愛称で呼んだら何となく先輩っぽくなる』作戦を思いついたのに」

　中学時代、同じパートの先輩は飄ひよう々ひようとしたマイペースな人だった──風上先輩とは全然似ていないけれど、俺とコミュニケーションを取ろうとしてくれたところは同じだ。

　ユーフォはそういう楽器なのかもしれない、と思うことがある。最初から志望してユーフォを吹く人は珍しく、吹奏楽部以外の人に自分が担当している楽器を言うと、なぜか変わり者のように見られる。他に有名な楽器がたくさんあるのに、ユーフォニアムとは何をするものなのかと思われてしまうわけだ。

　それを、吹いている俺は何とも思わない。ユーフォの良さは吹いてみれば分かるし、他の楽器の良さを理解した上でも、ユーフォが目立たない、変わり者の楽器と思うことはない。

「……私も、風上先輩も……海原先輩に聞いてもらっても恥ずかしくないように、ソロを練習しました。でも、やっぱり……海原先輩の演奏を聞いたら、やってほしいなって……」

「上手い人を前に出すなんて当たり前のことだから。むしろ先輩だからってだけであたしがソロを吹くって方が、閉へい塞そく的てき？　な感じじゃない？」

　杜山先生に勧誘してもらって、それでも断り続けて──俺なんて、こんなに褒めてもらえるようなことは何もしていないのに。二人も、一緒に練習しているコントラバスとチューバの部員たちも、期待するように俺を見ている。

　しかし、先生の期待に応えたいというだけじゃ、それは私情で。俺はもっと、この吹奏楽部にどんな人たちがいて、どんな音楽をやろうとしてるかを理解しなければいけない。

「先生も、考えてみてと言ってたから……これから、定期演奏会まで全体練があるときは練習に出るようにします。パート練も良かったら呼んでください」

「ふぉっ……変な声出ちゃった。ほんとにいいの？　海くん、バイトしてるって言ってたよね？」

「……お時間のある時に……来てもらえたら……」

「あ、そうだ。それだったらアドレス交換しておいた方がいいよね」

「……私は……風上先輩が、パートリーダーなので、連絡を……」

　いつもなら風上先輩と連絡できればそれで十分と、深く考えもしなかったが──俺にもほんの少しだけ、人付き合いの何たるかが分かってきたように思う。

　無理に愛あい嬌きようを振りまくわけでもない。パートの結束を固めるため、必要なことをする。

「音無さんも教えてもらえるか。風上先輩と連絡がつかないときもあるかもしれないし」

「うん、そうしとこっか。じゃあユーフォ組のグループ作っとくね」

　そして俺は、そのとき初めてメッセージアプリで会話グループを作成することになるのだった──それで感激していたことは、とても二人には言えないけれど。




　定期演奏会に向けて練習をするため、俺はその日の帰り、コンビニに寄ってバイトのシフトを調整してもらった──テスト前もそうだが、かなり融通を利かせてもらっている。

「……あれ？　次の土曜、バイトのシフトが変わってますね」

「空野さんが、次の県大会に向けて練習したいって言うから。他の時間が短いところに移ってもらったのよ」

　そういうことなら仕方ない。県大会は地区大会より厳しい試合になるだろうし、先輩がバイトに本格復帰するのは難しいと分かっていた──前に一緒になっただけでも、かなりの奇跡だ。

　先輩に会うためにバイトをしているわけじゃない。今まで滅多にシフトは一緒にならなかったし、それが当たり前だった。

　なのに空野先輩とのわだかまりがなくなった今となっては、一緒にバイトに入れたらと期待してしまう。

　そんな浮わついたことでは駄目だ。バイトはバイトで、空野先輩の部活の邪魔になるようなことはしてはいけない。考えるべきは、水泳部をサポートすることで間接的にでも先輩の力になることだ。

「空野さんも、本当はシフトそのままが良かったと思う。私が大人の心配りをしてる部分はあるから、それは申し訳なかったけどね」

「そうですか……って、何の心配りですか」

「それはもう、空野さんが気持ちよく仕事をしてくれたらお姉さんも嬉しいっていうだけよ。他のシフトで一緒になったときも私がちゃんと見てるから、あまり心配しないようにね。疲れてるようなら、私にできる限りのことでいたわっておくから」

　店長も空野先輩を応援している。俺もシフトが変わったくらいで寂しいと思っていないで、先輩のためにできることを考えたい。

　しかし、コンビニからの帰り際。暮れなずむ道の中で、岸川先生からのメッセージが届く──今日は朝の挨拶も来ていなかったから、こちらから送っていいものか考えているうちに放課後になってしまった。




　岸川先生：海原、元気にしているか？

　自分：はい、元気です。先生もお元気そうで何よりです

　岸川先生：ありがとう。私は身体の丈夫さが取り柄だからな




　交差点の信号待ちのうちに、俺は道の脇に寄ってメッセージのやりとりをする。

　朝のメッセージのやりとりがなかっただけで、久しぶりのように感じてしまう。それくらい俺の学校生活は、岸川先生を中心に回ってしまっていて──そう、考えたとき。




　岸川先生：すまない

　岸川先生：しばらく練習に集中するため、少し連絡を控ひかえめにする

　岸川先生：臨時マネージャーの仕事はしばらく頼まないから、他のことに時間を使ってくれると嬉しい




　考えることはあった。今の大事な時期に、俺がマネージャーとして参加することで、本当に水泳部のプラスになるのだろうかと。

　みんな快こころよく迎えてくれた。空野先輩も気力は充実しているように見えた──しかし本当に負けられない試合が近づくほど、緊張感は増していき、水泳部の空気も張り詰めたものになっていく。




　自分：分かりました

　自分：いつでも俺にできることがあったら連絡してください

　岸川先生：本当にすまない

　岸川先生：では、おやすみ。あまり勉強に根をつめすぎないように

　自分：大丈夫です、俺も丈夫が取り柄ですから




　風か邪ぜを引いて看病されておいてそんなことを言っても、説得力がないと分かっている。

　しかし文章を見るだけでも、俺は──どこか岸川先生が、無理をしているように思えてならなかった。

　少しでも元気を出して欲しい。そのために俺に何ができるのか。

　けれど、臨時マネージャーとして求められていることも今はない。試合が終わるまで邪魔をしない、それも一つの応援だと言えなくもない。

「……何に言い訳してるんだ、俺は」

　信号が青になる。俺は自分がどこに立っているのかに気がつく。

　先輩と一緒に帰ったときに差し掛かった交差点。彼女と一緒に行ったスーパーが見える。

　気がつけばすぐに遠くなってしまう。

　しかし俺は、本気の勝負の世界にはいない。負けてしまったら終わりの場所から逃げて、負けないことに安心を求めた。

　杜山先生たちにソロを吹くように勧められても、応じられなかったのは──俺が、一度逃げてしまった人間だからだ。

　また、信号が赤になる。一歩も進めないでいるうちに──でも。

　このまま立ち止まっていたいなんて、言われるがままに岸川先生たちと距離を置きたいなんて、俺は全く思ってはいなかった。




　翌日の放課後も、俺はパート練に出た──風上先輩に呼ばれて、バイトまでの時間を練習に充てることにした。

　楽器を演奏しているときは、他のことを忘れられる。定期演奏会は二時間あり、演奏する曲の数も多い──三人で確認しながら、一曲ずつ仕上げていく。

「海くん、すごい集中力……鬼き気き迫せまる感じっていうか。何かあったん？」

「……何もないですよ」

「っ……ご、ごめん。あたし、先輩なのに海くんに引っ張ってもらってばかりで……」

「……私も、吹けないところをカバーしてもらって……海原先輩、迷惑ですよね……」

　二人の様子を見て気がつく。

　俺は『普通に答えたつもり』と言い訳をして、今は苛立ちを言葉に込めてしまった。

　岸川先生に、空野先輩に、今俺ができることは何もないのか。

　マネージャーを頼まれて、何かできると思っていたことが勘違いだったのか──過去の練習の記録までノートにまとめて、この選手は何が苦手で、どんなときに力を出せるかを分析して──それを岸川先生に伝える機会自体が与えられなかった。

（違う、そうじゃない。俺は怖がっているだけだ、俺が水泳部のために何かを考えたりするのは必要ないと言われてしまうことを）

「……すみません。俺、外の空気を吸ってきます」

「あ……」

　このまま出ていってはだめだ。それじゃ、俺が嫌いな俺から何も変われていない。

　雰囲気だけで怖いと第一印象を持たれて、それを変えられないで、与えられたイメージの通りの人間になっていく。

　そうなってしまったら、吹奏楽部に参加すること自体何も良い方向に向かわない。同じパートの二人を萎い縮しゆくさせることは絶対にしてはならない──だから。

「迷惑だなんて思ってない。だから……二人は謝らなくていい。悪いのは、俺です」

「……海くん」

「……海原先輩が、戻ってくるまでには。ちゃんとできるように、練習します」

　俺は頷き、立ち上がる。半ば逃げるように教室を出る──そして。

「ふむっ……!?」

「んっ……良かった、海原くん、ちょうど出てきてくれたわね」

　顔が柔らかい丘に受け止められる──俺の肩に片手を置き、もう片方の手で頭をぽんぽんと撫なでてくれながら、杜山先生が微笑ほほえんでいる。

「杜山先生……俺……」

「……海原くんが続けて練習に来てくれて、すごく嬉しいと思ってる。でもね、少し心配なことがあるの。海原くんもそうだけど、少し自分を追い詰めちゃってるように見えるから」

「……俺もっていうことは……他の、誰かも……？」

「今日、岸川先生を見かけたけど、彼女もとても張り詰めていて……私、先生と相談したいことがあったんだけど、その時は声をかけられなかったのよ」

　やはり、何かがあった。岸川先生が、杜山先生と廊下ですれ違っても気が付かないほど、心を揺らすことがあった──それは、おそらく。

「きっと……岸川先生は、次の試合に向けて緊張が増しているんだと思います。空野先輩もバイトのシフトを減らしていて、練習に集中したいって……」

　──こんなことじゃいけない。駄目だと分かっているのに。

「だから俺は、二人に近づかない方がいい。本気で勝ちに行くのに、俺みたいな水泳の素人ができることなんて……俺はプールでも溺おぼれて、岸川先生に助けられて、マネージャーらしいことなんて全然……っ」

　これじゃ、俺は杜山先生にすがってるみたいだ。自分にできることはあるはずだと思いたいのに、それを余計なことだと言われてしまうことが怖くて、せめてこの気持ちを誰かに分かって欲しいと思っている。それは俺の弱さで、独りよがりなエゴにすぎないのに。

　杜山先生だって呆あきれるだろう。いつも強がってる俺が、こんな情けないやつだと知ったら、失望する──だから、どれだけ優しく抱きとめられても、離れなくてはいけない。

「……海原くん、岸川先生も空野さんも、この夏に懸けていると思う。でも、それで海原くんを遠ざけようとしてるなんてことはないわ。ううん、一緒にいたら甘えてしまいそうだから、そういう意味に取れてしまうことは言うかもしれないわね」

　俺の言葉が足りなくて、全部を伝えられていないのに、杜山先生は汲くみ取とってくれる。

　先生は俺の顔を胸に埋めてくれる。こんなところを誰かに見られたら──そんな危機感は、ちっぽけなものに感じられる。

　どこまでも安心できる。自分の情けなさも、取り乱したことのバツの悪さも──自分の駄目な部分に向き合えるように、心が変わっていく。

「でも、本当は海原くんが二人を思ってくれていること、岸川先生たちは改めて知らなくちゃいけないと思うわ。海原くんと距離を置くよりも、悩んでいることを見せあったほうが、強くなれるはずだもの……私がこうしている間に、海原くんから元気をもらってるみたいにね」

「せ、先生……俺なんて、全然……」

　杜山先生は微笑み、俺の頭を撫なでる。そして俺を離すと、顔を赤らめて襟えり元もとを整えながら言った。

「これは、荒療治が必要みたいね。岸川先生にも、空野さんにも……海原くんにも。そして、私にもね」

「……先生？　荒療治っていうのは……」

　杜山先生はスマートフォンを取り出す。

　そして彼女が電話をした先は──プールで水泳部の指導をしている、岸川先生その人だった。
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　杜もり山やま先生の言う『荒療治』が何なのかは、その週の日曜日に判明することになった。

　週明けの月曜日は学校の創立記念日で、休日になっている。五月に連休が集中していることで、六月がやたら長く感じるのは良し悪しではある──それはさておき、俺は土曜日にバイトが入っていたが、日曜と月曜は勉強か、水泳部・吹すい奏そう楽がく部ぶの活動に参加するために空けていた。

　それが結果的に良かったわけだが──水泳部の臨時マネージャー、ならびに吹奏楽部の助っ人になったばかりの俺が『合宿』に同行させてもらうというのは、いささか恐縮というか、いいのだろうかとは思う。

「は～、海きれ～だよねこの辺。まだ五月だから無理だけど、今から泳ぎたくなるよね～」

「吉よし田だ、合宿に行くのだから、あまりはしゃぎすぎないようにな」

「はーい。でも合宿ってやっぱりテンション上がるじゃん。芽め瑠るっちも少しくらい肩の力抜いた方がいいよ」

「……芽瑠っちはやめるように。しかし、忠告は受け取っておこう」

　俺たちがどこにいるのかというと、隣の市にある合宿所に向かうバスの中だ。合宿所には競泳の練習に使えるプールと、吹奏楽の練習に使える合奏室があり、県内の高校であれば予約すれば使うことができる──なぜそんなところに行くことになったのかというと。

「杜山先生が誘ってくれたってどういう流れって思ったけど、みんな楽しそうだし良かったよね。やっぱり練習は楽しくやんなきゃ」

　吉田先輩の言うとおり、バスの中は和わ気き藹あい々あいとしている。俺は一人で座っているが、前の方に座っている空そら野の先輩も、三年の友達と話していて、その表情は硬くはない。

　しかし、朝からずっと空野先輩とは話せていない。俺のことを避けているわけではないが、何となくタイミングが摑つかめないままだった──岸きし川かわ先生ともだ。

　やがてバスは海沿いの道に差し掛かり、合宿所らしい建物が見えてくる。駐車場にバスが停まってみんなが降りていく──俺以外の全員が降りたあと、中に残って送り出していた岸川先生と目が合った。

　何を話せばいいのか。マネージャーの仕事はしばらくしなくていいと言われたのに、俺はここにいていいのか──。

　そんな迷いは、岸川先生が微笑ほほえんでくれたことで霧む散さんする。

「すまない、急にあんなことを言ったりして。後で、改めて話させてほしい」

「……はい。ちょっと驚きましたけど、今日ここに呼んでもらえて安心しました」

「そんなことは……私が言うのも何だが、当然のことだ。それに君は、吹奏楽部員としても合宿に参加しているのだから」

　岸川先生はそう言って、俺の肩に手を置こうとして──今はしてはいけないというように手を引いた。

「……私はお姉ちゃん失格だ。海原に何も知らせずに、きっと心配をさせた」

「いいんです。話してくれる気になったのなら……それだけで嬉しいですから」

　俺は先生の手を取る。そうしたいと思ったから──先生と生徒で、親しくしすぎてはいけないと思っていて。でも、触れたい。

　俺に触れようとした先生は、躊ちゆう躇ちよして──その手は震えていたから。

「……海原に触れてもらうと落ち着く。でも本当は、私が海原を落ち着かせられるような存在でいたい」

　何も、心配することはなかった。俺はいつも先生に甘やかされてしまっていて、突き放すようなことを言われたわけでもないのに、気持ちが沈みそうになっていた。

　岸川先生が落ち着くと言うなら、俺はここにいてもいいと思える。彼女が肯定してくれるのなら、それだけで自信も気力も湧いてくる──我ながら、なんて単純なんだろうか。

「先生、前に預かった昔のデータをまとめてきました。もし良かったら、後で見てもらえますか」

　俺が鞄かばんからノートを取り出すと、先生は少し驚いて──その目が潤うるんで。

　彼女は目元を拭ぬぐって涙を見せないようにすると、照れ隠しのように微笑み、ノートを受け取ってくれた。

「もちろん参考にさせてもらう。貴重な合宿所での時間を、効果的な練習に使わなくてはな」

「はい。俺にもお手伝いさせてください」

　二人でバスを降りる──すると、他のバスで移動していた杜山先生が、つばの広い帽子をかぶり、リゾート地を楽しむお嬢様のようなワンピースを着て、俺たちを待っていた。

「岸川先生、海原くんのこと、吹奏楽部にも貸してくださいね」

　杜山先生には、本当に感謝しかない。こんな形でわだかまりを解くことができるなんて、思ってもみなかったから。

　岸川先生もその気持ちは同じだったようで、感極まってしまったようだった──杜山先生が岸川先生に近づき、肩に触れて落ち着かせようとする。

「……ありがとうございます、杜山先生。あなたは、本当に……」

「岸川先生はときどき思い詰めてしまうので、私が見ていてあげた方が良さそうですね。こう見えても、姉あねヶが崎さき高こう校こうみんなの保健の先生ですから」

　女騎士先生と、女め神がみ先生は固い友情で結ばれている。そんな話が学校の皆に伝わったら、ますます憧れが集まってしまう気がする。

「海原くん、お昼は合宿所のほうで用意してもらっているけど、夕食はバーベキューよ」

「バーベキュー……いいですね、それは」

「ふふっ……海原、目が輝いているぞ。男の子はやはり、いっぱい食べて元気でいるのが一番だな」

　先生二人が微笑ましそうに俺を見る。やはり、先生の前では俺は「男の子」の扱いになってしまう──だが、今ばかりは悪い気はしなかった。




　俺たちはまず合宿所で昼食を摂ってから、休憩をはさんでそれぞれの練習を行うことになった。

　俺は水泳部の練習に二時間参加し、休みなく泳ぐ選手たちを元気づけるような声がけをしたり、ドリンクを出したり──マネージャーとしてできることをひたすらこなした。学校のプールの練習よりも熱が入っていて、あの吉田先輩も私語を全くせずに取り組んでいた。

　空野先輩は言うまでもない──ストイックなまでに、自分を追い込んでいく。一秒タイムが遅れたら、次は二秒縮める。

　背泳ぎのタイムは他の選手よりずっと速く、並んで泳いでいる選手が周回遅れになる場面さえあった。空野先輩の実力が群を抜いていることを、データの面でも改めて確かめさせられる。

　しかし、それでも県大会で争う相手──城じようヶが崎さき学がく園えんの高こう坂さか・ヴァレリヤノヴナ・六りつ花かという選手は、地区大会の記録で空野先輩を上回っている。

　城ヶ崎学園は、毎年全国大会に出場する選手を輩出する水泳の名門だ。去年から顧問になった日向ひなた御み影かげという人は、元日本代表の選手で、その強さと振る舞いから『女じよ帝てい』と呼ばれていたという。

「──ペースが落ちているぞ！　次の周回サークルで戻していけ、まだ疲れるには早い！」

「「「はいっ！」」」

　岸川先生が檄を飛ばし、選手たちが応える。空野先輩も声を張って返事をしていた──彼女だけが速いタイムで回っているのに、そのことに対して一切不満を出さない。

　その姿を見て、岸川先生は小さく呟く。

「……分かっている、苦しいことは。しかし、空野……まだ、おまえなら……」

　見ている先生も苦しい。それくらいの練習を空野先輩はしている──他の選手たちも、勿もち論ろん限界まで自分を追い込んでいる。

　マネージャーとして、俺ができること。それは、すぐ近くで応援していることを、分かりやすく伝えることだ。

　気持ちを伝えるのは苦手だ。だが、ふと声を出すと低く響いてしまう俺の声は──これほど熱の入った練習の時でも、皆に届かせることができる。

「──みんな、頑張って行きましょう！　ラスト一本、終わったらインターバルです！」

　岸川先生が驚いて俺を見る。俺が大きな声を出すとは思っていなかったのだろう。

　それは選手も、マネージャーの槇まき島しま先輩も同じだった。空野先輩も──しかし。

「──海原くんも見てるので、頑張っていきましょう！」

「「「はいっ！」」」

　三年生の先輩が俺の声に応えてくれて、部員全員が返事をする。

　──空野先輩も。彼女はゴーグルを外して俺を見たあと、スタートする──今のサークルでは最後の一本だ。

「……っ！」

　空野先輩のフォームは、これまでよりも力強かった──岸川先生も目を瞠みはる速さで二十五メートルを過ぎていく。

「……海原、声出しをしてくれてありがとう。いい声が出ていた」

「あ、ありがとうございます。うるさくならないようにします」

「聞こえなくては意味がないのでな、海原の声はよく響くから助かる。また頼むぞ」

「は、はいっ……！」

　俺ができることは、苦しい思いをしている選手と比べたら些さ細さいなことだ。

　それでも、一つでもいい。彼女たちのためにできることを増やせることが嬉しかった。




　水泳部がインターバルに入ったところで、俺は一時的に席を外し、吹奏楽部の練習している合奏室に向かった。

　俺は、ユーフォのソロパートを担当することを承諾した。ここまで来て腰が引けたことは言っていられないし、やるのなら全力でやる。

　皆の前で初めてソロを披露したときは、緊張で少しトチってしまった──だが、それで部員たちの緊張が緩んだ。

　二度目の演奏を満足いくレベルでこなし、何とか信頼は回復できた。一番その流れを楽しんでいたのは風かざ上かみ先輩と音おと無なしさんであり、杜山先生だった。

　先生は、俺が部に受け入れられるかということをまだ少し心配していたと思う。その心配を払ふつ拭しよくできるように、俺は指揮に合わせ、他の音を聞きながら、自分の音を調整した──それが、先生はとても良いと思ってくれたようだった。

「海原くんが入って、合宿に来られてよかった。本当はね、集中的に練習する時間が欲しいと思っていたの」

　合宿所の近くにある砂浜で、吹奏楽部、水泳部の全員がバーベキューを楽しんでいる。まだ日が沈むまでには時間があるが、水平線の上に浮かんだ夕日で空がオレンジに染まっていた。

「俺も、合わせをしっかりできて良かったです。ソロでは少し恥をかきましたが」

「あら、みんなの緊張をほぐすために、わざとだと思っていたんだけど……なんてね。言い方は悪いかもしれないけど、海原くんも普通の男の子なんだって伝わって、先生は良かったと思ってます」

「いえ、普通に間違えただけです。本番ではちゃんとしますよ」

「ええ。海原くん、このお肉がちょうど焼けてるわよ。はい、あーん」

「せ、先生、みんなもいるので……あ、あーん……」

　普通に押し切られて、串に刺さった肉にかぶりつく。先生が持ってきた秘伝のタレが、柔らかく焼けた肉の味を引き出している──バーベキューの醍だい醐ご味みを存分に味わえる一品だ。

「うふふ……これをしておかないと、夜の寝付きが悪くなっちゃいそうだから」

「それもまた、微妙に誤解を招きそうな……い、いえ。何でもありません」

　杜山先生は自覚なく俺を翻ほん弄ろうしたあと、吹奏楽部の部員に呼ばれていく。

　俺も自分で肉を焼いてみる──しかし、杜山先生がしていたようには上手い焼き加減が分からない。頻ひん繁ぱんに裏返してもいけないし、しばらく観察する──すると。

「海原、それでは焼けすぎてしまう。そのあたりで一度裏返して……肉汁を落としすぎてもぱさぱさになってしまうから、これくらいがいい。はい、あーん」

「あ、あーん……んむっ……美味しい。さっき食べたときとは違うタレですね」

「それぞれの家に秘伝があるようでな。私の家はフルーツを多く使うが、杜山先生は野菜ベースで味み噌そを隠し味にしているそうだ」

　どちらのタレにもそれぞれの良さがある。岸川先生は俺にバランスよく肉と野菜を取り分けてくれて、自分の分も取った──しかし、食べる前に、他の部員たちを遠目に見ながら言う。

「……あのメッセージを送る、前の日のことだ。古い知人に会ってな」

　俺にしばらく臨時マネージャーを頼まないというメッセージ。あれを送ってくる前に、やはり岸川先生に何かが起きていた。

「城ヶ崎学園の水泳部顧問、日向御影……彼女が、教え子の高坂を連れてやってきた。事前に何も聞かされていなかったから、初めは驚いた」

「……そんなことがあったんですか」

　敵情視察──そんなことをする理由は、その日向先生という人が、うちの学校を注意するべき相手だと思っているからだ。

「彼女は……御影はいつも自信に溢れていて、勝つことが当たり前だと思っていて。私はそんな彼女と競きそえることを嬉しいと思っていた。高校の時から彼女とは全国で当たったが、私が勝てば次は彼女が勝つというようなことを繰り返していた」

　先生は、それは過去のことだという言い方をする。

　日向御影という人と、岸川先生には何かがあった。だから岸川先生は、どこか遠いところを見るような目をしているのだろう──二人が競い合っていた頃とは、今の状況は何かが違ってしまっているのか。

「大学最後の試合でも、私は彼女と決勝で競うことになった。私と彼女のタイムは拮抗していた……私は全力だったが、御影は違うと思っている」

　岸川先生がわざと手を抜いたりするわけがない。だが──もし、日向先生がそう思ってしまう場合があるとしたら。

「……私は、ただ泳ぐことが楽しくて水泳を始めた。選手になったのは周囲に勧められたからで、競争をすることで新しく見えたものは確かにあった。しかし、そのうち疑問が胸をよぎるようになった」

　先生の気持ちが分かるなんて、おこがましいことは言えない。

　俺も、最初は楽器が楽しかっただけだった。コンテストに出て結果を出して──負けて泣いている人を見て、本当に勝って良かったのかと思うことがあった。

　そして負けた時に、負けた側の気持ちを理解して、二度と味わいたくないとまで思った。

　だが、二つの立場を経験して分かったことがある。

　俺は中学で自分の吹奏楽部が負けたとき、泣かなかった。だが泣いたとしても、悔しがったとしても、それは恥ずかしいことでもなく、やってきたことが意味をなくすということもない。

「御影は人より速くあろうとすることに、私より純粋だった。私が負けたのは、彼女に勝ちを譲ったからではなく、絶対に勝とうとする気持ちが御影よりも弱かったからだ」

「……それでも……日向先生は、まだ……」

「彼女の真意の全ては分からない。ただ、彼女は教え子の高坂を連れてきて、その力を見せた……空野と五十メートルで競い、その時は高坂が勝った」

　高坂六花と、空野先輩が勝負をしていた。

　それは事実上の、県大会の前哨戦。その結果を受けて、空野先輩と岸川先生の中で意識が変わったのだろう。

「でも……岸川先生。『その時は』というなら……」

　問いかけると、岸川先生は頷うなずく。

　本番の県大会でも同じ結果になるとは、岸川先生は思ってはいない。

「空野には才能がある。私の現役時代を超えられる……あるいは御影すらも。しかし私も空野も、似ている部分がある」

「……絶対に勝つっていう、気持ちですか。それが、二人にないとは俺は思いません」

「うん。私も決して気持ちが弱いとは思っていない。だが、御影の姿勢を目にして、彼女に勝つにはどうしたらいいかという方向に考えが向かってしまった。相手より気持ちが強くなければならない、勝つことで頭をいっぱいにしなくては……そう思って……」

「だから……俺に、マネージャーは休みだと言ったんですね」

　鈍い俺でも、そこまで言ってもらえれば分かる。

　岸川先生も、空野先輩も、どこまでも真っ直ぐで──日向先生と高坂選手の挑戦を正面から受けて、全力を尽くそうと考えたのだと思う。

「……俺も中学のとき、勝つことで頭をいっぱいにしていた。本当はそうだったのに、負けたときの悔しさに耐えられなかった……自己防衛で、悔しくないと思おうとした。高校で吹奏楽を続けないのも、勉強より優先することじゃないと理由をつけて。結局、逃げていたんです」

「逃げて、など……海原は……」

　自分の弱さを口にするのは、胸がつかえるような思いがした。

　だが、言うべきだと思った。水泳部に、吹奏楽部に──『臨時』『助っ人』という逃げ道を設けても、関わらせてくれることに感謝しているから。

　本気でなければ、自分の思いを全て明かさなければ、筋が通らない。

「……それでも、海原は吹奏楽部に参加している。苦しい思いを、したはずなのに……それはなぜか、聞いてもいいだろうか」

　岸川先生の問いかけに、俺は──自分の弱さや、格好悪い部分も全て飲みこんで。

　今なら言える。呆れてしまうほど単純で、決して失われるわけがない動機を。

「ユーフォが好きだからです。あの楽器が好きで、もっと上手くなりたい」

「……そうか。海原の音は、私も心地がいいと思う。定期演奏会でも聞けるのなら、ぜひ行かせてもらいたいな」

「っ……い、いえ。改めて岸川先生に聞いてもらうのは、その、照れるというか……」

「何を言っている、今さら恥ずかしがることなど……っ、杜山先生……？」

　気がつくと、杜山先生が後ろに立っていて──こちらが驚いてしまうくらい、ぼろぼろと涙をこぼしている。

「う、海原くん……海原くんがそんな気持ちで参加してくれて……私、私っ……」

「……海原。お姉ちゃんも、今ばかりは杜山先生の味方をする」

「せ、先生っ……ふむっ……！」

　俺がどうなったのか──左右から先生たちに抱きつかれて、顔が二つの谷間に挟まれて。

　巨大なマシュマロで揉みくちゃにされ、押し付けられ、圧迫され──二つの部の部員たちは、先生二人が俺に何かのお仕置きをしているものだと思っていて、止めずに囃はやし立ててくる。

「海くーん、そんなんされてたら窒息しちゃうよー」

「……海原先輩、いったい何を……おいたを、してしまったんですか？」

　この二つの部活ではきっと、俺が先生たちと、先生と生徒にあるまじき関係にあるなんて噂は立たないだろう。それは安心できるが、皆が先生たちの味方のようなものなので、俺としては実に複雑なのだった。




　合宿初日の夜。俺は一人部屋で今日の練習データをまとめていたが、気がつくと寝てしまっていた。

　合宿所の風呂は露天風呂で、夜遅くでも入ることができる。しかし風呂が一つしかないため、俺は最後に入ろうと順番待ちをして、そのうちに寝落ちしてしまったわけだ。

　今からでも風呂には入っておきたい──それとも、シャワーですませておくか。悩むところだが、とりあえず着替えを準備して部屋を出る。

　常夜灯だけを残して明かりが落ちた合宿所のロビーに出る。みんなぐっすり寝ていることだろう──そう、思ったのだが。

　かすかに、パシャ、と音がした気がした。

　聞こえたのは、今いる場所──宿舎のロビーから、中庭を挟んで向こう側にある、室内プールの方角。

　誰かが練習をしている。最低限の明かりだけしかついていないプールでは、一人で練習するのは危険だ──俺は中庭に出て、プールにまで様子を見に行く。

「っ……！」

　俺がプールに足を踏み入れたとき、水しぶきが上がる。誰かが、今まさに泳いでいる。

　窓から差し込む月光を、プールの水面が反射している。中央のコースで、一人の選手が背泳ぎをしている──あれは、空野先輩だ。

　夜に起きてきて、一人で練習を始めたのか。疲労が残っている状態で泳ぐのは危険だと岸川先生が言っていたが、今の先輩は理想的なフォームのままだ。

　まるで、人魚が泳いでいるようだ。俺は彼女の集中を乱さないように、プールには近付かず、距離を置いて眺める。

　スイム用の時計が動いている。先輩が向こう側の壁にタッチして、再び戻ってくる──その速さは、一日の練習を終えたあととは思えないほどに速く、

「──先輩っ！」

　突然、空野先輩の泳ぎが乱れた。

　足が攣つったのか、それとも──先輩のいる位置は水深が深くなっている。

　バシャバシャと上がる水しぶきを見て、俺は走り出していた。浮きに使うためにビート板を手に取り、水に飛び込む──そして、先輩のいるところまで、コースロープをくぐりながら泳いでいく。

「先輩っ、大丈夫かっ……俺に摑つかまってくれっ！」

「っ……はぁっ……んぁっ……」

　先輩は苦しそうにもがきながら、俺にしがみつく。どうやら、足が攣ってしまったようだ──オーバーワークで、身体の負担が限界にきてしまったらしい。

「……涼りよう太た……どうして……」

　先輩が俺に抱きついたままだ。俺はビート板の浮力を利用して、何とか先輩の身体を支える──もう大丈夫だ。

「……さっき目が覚めて、様子を見に来たんだ。水音が聞こえて……」

「……涼太……っ」

　先輩が抱きついてくる。ぎゅっと抱きしめられて、濡れた服越しに、先輩の胸が押し付けられる──温かい。先輩が無事だということが、これ以上なく確かめられる。

「……ふぅっ……ひっく……涼太……涼太っ……」

　──先輩が、泣いている。俺にしがみついたまま、しゃくりあげるように。

　俺は先輩の背中に手を回す。帽子が外れて、濡れた髪が広がる──それはまるで、人魚だった少女が人間になったかのようで。

　月光の中で、俺は先輩が落ち着くまで何も言わずに待つ。

　先輩がどうして泣いているのか。俺に助けられたから──それだけじゃない。

　俺は、思い出していた。なぜ、水に対して違和感を覚えることがあるのか。

　空野先輩と一緒に過ごした子供の頃。夏のある日、川辺で遊んだ時のこと──一度は忘れ、記憶の底に沈んでいたその光景を、今は落ち着いて受け止めることができていた。




　先輩と一緒にプールから上がる。足が攣った先輩に肩を貸して、プールサイドに置かれた長椅子に座ってもらい、タオルを持ってきて彼女の肩にかける。

「……ありがとう。ごめんね、取り乱したりして」

「謝ることない。俺は先輩が無事で良かったって、それしか思ってないよ」

「……ごめんね。私……涼太に、合わせる顔ない……こんなふうに助けてもらって……」

　どうしてそこまで先輩が思い詰めるのか──それを、今の俺なら理解できている。

　だが、それはあくまで俺の考えだ。徐々に昔のことを思い出したといっても、それが本当にあったことなのか、まだ確証はない。

「……先輩。俺、少し前に……プールで、岸川先生に待っているように言われたのに、一人で泳いで。溺おぼれそうになったんだ」

　空野先輩がバスタオルを持ち、俺を見上げる。濡れた黒髪の間から覗のぞく目は赤らんでいる──泣いてしまったあとだからだ。

　そんな先輩にこれ以上話を続けるのは、酷だとも思う。

　でも、今話しておかなければいけない──そうでなければ、ずっと話せなくなる。

「俺たち……昔、家族ぐるみで川遊びに行ったことがあったよな」

「っ……涼太……思い出したの……？」

「はっきりとは思い出せない。でも……こういうことがあったんじゃないかって、うっすらと覚えてはいる。俺はちょっと泳げるくらいだったのに、川に入って……流れが急なところで、水に飲まれた」

　俺の記憶は、間違ってはいない。空野先輩の反応が、そう示していた。

　そこで俺の記憶は途絶えている。だから、続きを話すことはできない──それを悟った空野先輩が、その後に起きたことを話してくれた。

「……私も、そのとき……一緒にいたの。気がついたら、涼太が川の中にいて……苦しそうに、もがいてた。私は助けなきゃって思って……でも、怖くて……」

　そこで俺を助けに入らなかったのは、正しい判断だった。

　なぜなら、その時の先輩は泳げなかったから──先輩は川岸で遊びたかったのに、俺はどうしても泳ぎたくて川に入ってしまった。

「私は助けてって声を上げて……それを聞いて、近くにいた女の人が、川に飛び込んだの。あっという間に、涼太を引き上げてくれて……人工呼吸をして。涼太は息を吹き返したけど、救急車で病院に運ばれていって……」

　そこからは、断片的に記憶が残っている。病院で目を覚まし、それまで何をしていたかも思い出せないで、両親には川で泳いではいけないと言われた。

　俺は川で溺れたことを忘れていて──空野先輩も、俺に伝えることはしなかった。

　そうでなければ、俺は泳ぐことが完全にトラウマになっていたかもしれない。忘れていたから、違和感を覚えながらも、水泳の授業を避けることなくやってこられた。

「……私が泳げたら、涼太をすぐに助けてあげられた」

「空野先輩……」

　俺が考えなしだったことが悪いだけで、先輩は悪くない。

　けれど先輩は、それを言わせてはくれなかった。瞳から涙をこぼしながら、俺を見つめて、かすれた声で言う。

「私は……涼太を助けたかったから、水泳を始めたの。初めは、選手になりたいとは思ってなかった。もっと強くなりたかっただけ……涼太を助けてくれた、あの人みたいに」

「……そこまで思ってくれてたのに。俺は、何も分かってなくて……空野先輩に……いや、奈な々な姉ねえに迷惑がかかるから、近づいちゃいけないって思ってた」

「それは私が悪いの……絶対に言っちゃ駄目なことなのに、自分がからかわれたくないって、それだけで……涼太のこと、何でもないって……あんな、ひどいこと……っ」

　先輩の瞳から、大粒の涙が溢れる。

　バスタオルを手た繰ぐり寄よせて、先輩は顔を隠す。泣き顔をこれ以上見せられないというように。

「……俺は子供だったから。先輩の言うことをそのまま受け止めて、そうするのが正しいって思って……でも、バイトが一緒になった時から、ずっと意識していた。もしかして昔みたいに戻れないかって……それくらい、馬鹿なんだ。先輩の気持ちを確かめようともしないで、俺は嫌われてるって距離を置いてきたのに」

　先輩は肩を震わせて泣いている。すぐにでも、その涙を止めてあげたい──でも、今は触れようとしてはいけない。

　店長と同じように、俺も先輩を神聖視しているようなところがある。浮世離れしていて、摑みどころがなくて──常に憧れるべき存在で。

　距離を置いている時でも、それは変わらなかった。遠くに眺めるだけの先輩の姿は、いつも俺の目には眩しく映った。

　体育祭でリレーを走る先輩。卒業式の証書を貰う先輩の姿。俺がそれを忘れていないのは、ずっと先輩を──奈々姉のことを目で追っていたからだ。

　少しずつ先輩の震えが落ち着いてくる。タオルで顔を押さえたあと、先輩は顔を赤くして、きまりが悪そうに俺を見た。

「……泣いちゃった。涼太の前では泣かないようにしたいのに」

「……俺が悪いんだから、泣いてもいいよ。我慢するよりはいい」

「駄目……岸川先生や杜山先生なら、涼太の前でこんなふうに泣かない。子供のままじゃ、二人にかなわないから……」

「かなわないって……奈々姉、それは……」

　それ以上、言ってはいけないというように。

　先輩が、人差し指を俺の唇に触れさせる。そしてじっと俺を見つめる──その瞳が細められ、揺れる。

「……涼太は私を、いつも助けてくれる」

　先輩が顔を近づけてくる。そして──俺の頰に、柔らかな感触が触れた。

　離れていくときに、小さな水音が立つ。何が起きたのか確信を持てなくて、先輩を見ると──彼女は自分の唇に、人差し指を触れさせていた。

　俺の唇に触れた指。それを意識してかそうでないのか、ぺろりと舐めて、先輩は微笑む。

「今は、これだけで十分。いっぱい元気をもらえた」

「っ……せ、先輩……」

「……二人のときは、菜々姉でいい。私も、涼太って呼んでるから」

　先輩は振り返ってそう言うと、小さく手を振って──更衣室の方に歩いていく。

「……へっくし！」

　今さら気がついたことだが、俺も着衣で飛び込んだので身体が濡れている──先輩を部屋まで送ったら、シャワーではなく露天風呂でしっかり温まることにしよう。




　深夜の露天風呂に一人で浸かる──それもなかなかいいものだ。

「ふう……」

　身体を洗って湯に浸かり、月を見上げる。大人ならここで月見酒と洒落しやれ込こんだりするところだろうが、そもそも今回は合宿に来たわけで。

　それでも風呂上がりの牛乳くらいはありだろうか。ロビーに自販機があったので、それを少し楽しみにしていたりする。

　しかし湯船が熱めなので、油断するとのぼせそうだ。早めに上がることにしよう──と考えて、風呂の縁にある岩に背中を預けて伸びをしたその時だった。

　カラカラ、と音がした。一気に血の気が引く──合宿に参加しているのは全員が女子である。顧問の先生も二人とも女性で、誰が入ってきてもアウトなのだ。

　男性が入っているときは脱衣所の入り口に青い札を出すようにと書いてあったので、それに従ったはずだった。なのに誰かが入ってきてしまった──まだ湯気でこちらが見えていないうちに、逃げ場のない俺は湯の中に沈んで身を隠そうとする。

「ふぁ～、私ったら、合宿中はいけないって思ったのに一杯だけ……疲れてると思ったより回っちゃうのよね……」

　この声は──杜山先生。なぜか彼女とは風呂で縁があるのは気のせいだろうか。

　水中でも何を言っているのかはかろうじて聞こえた。お酒を飲んでしまって、疲れていたのでそのまま寝入ってしまったということらしい。美容のことなど俺が心配するのはおこがましいが、先生にはできればちゃんとした睡眠を取ってもらいたい。

（……って、そんなこと心配してる場合じゃない。こんなところに隠れても、いつか息が切れるだけだ……っ）

「……あら？　このシャンプー、誰かが持ち込んだものかしら……」

　平凡なミスで、杜山先生に気づかれてしまう。いや、まだ俺が入っているとは特定されていない。

「もしかして、その岩の向こうに誰かいるのかしら？　隠れて脅かしたりしたらだめよ、先生怖がりなんだから」

　よりによって、先生がこっちに来てしまう──駄目だ、水中ではますます湯が熱く感じる。俺という人間は水難の相があるのだから、もっと気をつけて生きるべきだった。

「……あら？　湯ゆ気げでよく見えないけど……気のせいかしら……」

　勢いよく上がることだけは避ける。先生が転んだりしてしまってはいけない。しかしゆっくりも上がれない、そこまで俺の残存酸素に余裕はない。

「──ぷはぁっ……！」

「きゃっ……あ、あら……？　う、海原くん？」

　もう駄目だ、全てが終わりになってしまう前に、ちゃんと説明して謝って何とか生きる道を──と考えたところで。

　前を見た俺は、そこにある先生の姿に、思わず神に祈りたい気持ちになった。

「ご、ごめんなさい、誰もいないと思ってたから……海原くん、もしかして男子の入ってるときに出す札を出してた……？」

「……先生……それよりも、できれば俺から離れて……」

「ちょ、ちょっと待ってね、先生タオルを洗い場に置いてきちゃったから、隠すものが……きゃぁっ!?」

　身体から力が抜ける──再び湯に沈んでいく。どうやらのぼせたらしい、先生に迷惑はかけられない、だが世界がグルグル回って、上も下も分からない。

「た、大変っ……海原くん、待ってて！　必ず私が助けてあげる……前に助けてもらったお返しを、今ここでしないと……っ！」

　先生が湯に入ってきて、こちらにやってくる。そして、俺を運ぶために、先生は自分の肩に俺の腕を回す。

　ふにゅっ、と手が何かに触れる。柔らかくて大きく、湯を浴びたことでしっとりとしていて──。

「んしょっ……う、海原くん、だめよ、お湯の中で転んだら私ものぼせちゃう……がんばって……っ、んんーっ……！」

　意識が朦もう朧ろうとする中で、自分が湯から上がることができたのは何となく理解できた──だが、ここから杜山先生に迷惑をかけることを思うと、いっそもう一度記憶を消してしまいたい気分だった。
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　──そして、二週間後。五月最後の土曜日に、競泳の県大会が行われた。

　合宿を通して水泳部と交流ができた吹すい奏そう楽がく部ぶは、今回はより多くの人数で応援に来ている。去年に続き、今年も県大会まで進んだことで水泳部の評価は学校内では高く、応援のために予算を出してもらえたとのことで、バスを借りて移動することができた。

「スイム！　スイム！　スイム！」

　空そら野の先輩や、他の選手たちの予選から全力で応援する──まず声出しをして、次に音を出す。姉あねヶが崎さき高こう校こうで良く使われる応援歌のメロディを、吹奏楽部のフル編成で演奏する。

「いっけーいけいけいけいけ空野！」

　空野先輩は、予選では余力を残すことができている──圧倒的なスピードでゴールするが、そのタイムはすでに予選を突破している高こう坂さか六りつ花かよりはコンマ二秒ほど遅い。

　プールから上がってきた空野先輩は、岸川先生と何か話をしている。俺も許可を得ていたので、一度応援席から離れ、関係者のプレートを首から下げてプールサイドまで降りた。

「……海うみ原はら」

　空野先輩が俺の姿に気づき、微笑ほほえんでくれる。

　しかし、俺が声をかける前に──後ろから、その二人は現れた。

「……日向ひなた先生。試合の前の挨あい拶さつですか？」

　岸きし川かわ先生の言葉で、後ろにいるのが誰かが分かる。振り返ると、赤いスーツの似合ういかにも優ゆう雅がな雰囲気の女性と、水着の上からジャージを羽は織おった銀髪の選手の二人がいた。

　日向御み影かげ先生と、高坂六花。空野先輩と決勝でぶつかることになる、城ヶ崎学園水泳部の顧問と選手だ。

「岸川先生……調子を上げては来たようだけど。もう少しタイムを詰めてくるかと思っていたから、余力を残すようにしたということ？」

「それも作戦のうちですが、いずれにせよ決勝までは少し時間が空きます。順当に勝てる試合では、ペースは選手の自主性に任せていますので」

「そう……一つ言っておくけれど。前の六花と今の六花は違う。前の六花に勝てる程度に仕上げているなら、少し残念ね」

「ミカゲ先生、ナナミはそんなことはしないはずデス。昔から、楽な方向には流れない人デシタから……でも、それは私も同じデスが。ここで全国に出られるタイムを出すのは勿論ですが、完全な形でナナミ、あなたに勝ちマス」

　水泳の全国大会は、必ずしも一つの県から一人出られるわけではなく、一人も出られないこともある。全国大会に出場する資格は、まず基準タイムをクリアした上で、出場人数以内の順位に入るタイムが必要になる。

　完全に勝つというのは、この試合で空野先輩より上の順位に入り、さらに全国大会に出場できるタイムを出すということだ。

　日向先生と、高坂六花の自信──それは実力に裏打ちされたもので、驕おごっているわけじゃない。

　しかし、岸川先生と空野先輩は、並んで二人の前に出る。そして、岸川先生は真っ直ぐ相手を見み据すえて言った。

「宣戦布告は受け取らせてもらう。しかし、私の教え子も前と同じままではない。日向先生……いや、御影。今日は必ず勝たせてもらう」

「……二度は負けない。六花、二百メートルにも登録しておいて良かったって思わせてあげる」

　空野先輩が、相手を挑発するようなことを言う──それをいつもの彼女と違うとか、らしくないとは俺は思わなかった。

　先輩が水泳を始めた理由。強くなりたいと思った理由。それは競泳で相手と競うということと違うわけじゃなく、重なっているものだった。

「六花にはそれだけの持久力がある。空野さん、あなたの弱点は、最後の二十五メートルで追い込むことができないこと。それができないうちは、六花には……」

「──できます。空野先輩は、ずっとそれを克服するために練習してきたんですから」

　俺が口を挟むところではないと分かっていた──けれど、言わずにはいられなかった。

　今存在に気づいたというように、日向先生が俺を見る。見られただけでゾクリとするような、場を支配する雰囲気のある女性だ。

　だが、岸川先生も空野先輩も決して負けてはいない。

「……いい目をしているわね。岸川先生の教え子？　水泳部の男子部員かしら」

「俺は臨時でマネージャーをさせてもらってる者です。空野先輩がどれだけ厳しい練習をしたか、この目で見てきました」

「臨時……人手不足ということね。そんなことで満足のいく練習ができたというの？」

「できたかどうかはその目で確かめてもらおう。私の可愛い教え子に、気安く声をかけないでもらいたい」

「……そう。岸川先生、少しは私の言ったことを考えてくれたようね」

「それもきっかけにはなった。礼を言わせてもらう……しかし私たちが変わったとしたら、それはそこにいる海原のおかげだ」

「ウミハラ……アナタ、ナナミのボーイフレンドデスか？」

　俺と空野先輩の関係は、今はどんな言葉で表せるだろう。先輩と後輩──今は、それだけでは表せていないように思う。

　けれど今は、空野先輩を動揺させないように答えておくべきだろう。そう思ったのだが──今の空野先輩は、俺の想像の範囲におさまるような人ではなかった。

「海原は……私の、幼おさな馴な染じみ。大事な人」

　ベンチに座って、こちらの様子を固かた唾ずを呑んで見守っていた水泳部員たちが声を上げそうになる──それくらい、空野先輩の言葉にはインパクトがあった。

「……そして、どこに出しても恥ずかしくない、私の弟のような存在だ」

　岸川先生は胸を張って言う。それもまた部員を驚かせたが──もっと驚いているのは、表情を滅めつ多たなことでは動かさないだろうと思った日向先生だった。

「……岸川先生にそんなに気に入られるなんて。あなた、水泳の才能があるの？」

「水泳は関係ない、海原は何でもできるが、それが彼のことが大切な理由ではない。彼は、我が部にとって必要な存在だ」

「ソウなのデスか……ウミハラ、ファーストネームは何と言うのデスか？　ナナミのモチベーションを作っているアナタに興味が湧きマシタ。日本の男子には、あまり関心がなかったのデスが」

「海原涼太。それが彼の名前」

　空野先輩は俺に答えさせずに、高坂六花と俺を遮るように前に出る。

「……やっぱり、気になりマス。でも、今はナナミとの勝負が大事デス。リョタ・ウミハラ、またお話しさせてクダサイ」

「岸川先生もだけれど、六花も男子に関心を持つことがほとんどないのに……あなたのような、鋭い目をしている子がいいのかしらね」

　日向先生は俺をじっと見て微笑む──女帝先生というが、ただ覇気があって威圧されるということではなく、母性的な一面もあるようだ。

「……御影にまで気に入られてしまうとは。海原にはやはり、そういうところがあるな」

「六花も……リョタじゃなくて、涼太って言うのを忘れた」

　二人はそう言って、なぜか俺を睨にらんでくる──しかし二人して顔を見合わせ、お互いに同じことをしていると気づいて笑い合う。

「これで、さらに負けられなくなったな……空野」

「はい。絶対に負けません……海原に、情けないところは見せられないので」

　その空野先輩の言葉を聞いたとき、俺は確信していた。

　──今の空野先輩は、誰が相手でも負けない。俺が子供の頃に憧れていた『奈な々な姉ねえ』は、今も何も変わってない。俺にとって無敵の『姉貴分』だ。




　決勝レース──空野先輩の弱点と言われていた最後の二十五メートルまで、空野先輩と高坂六花は完全に横並びだった。

「いっけーいけいけいけいけ空野！」

　プールサイドで吉よし田だ先輩と水泳部員たちが声を出す──俺たち吹奏楽部は、杜山先生の指揮で応援歌を演奏する。

　──指揮の途中で振り返ってプールを見た杜山先生が、思わず口に手を当てる。

　それは、最後の最後に、空野先輩の速さが上がって──ペースが落ちないだけでも脅威的な高坂六花を、徐々に、少しずつ、確実に追い抜き始めたからだった。

「──空野、もう少しだ！」

　岸川先生が立ち上がって声を張る。あと二ストローク、一ストローク──。

「「っ……！」」

　二人のゴールはほぼ同時だった。同着──いや。

　電光掲示板の空野先輩の名前の横に「一」と表示される。高坂六花の順位は「二」──俺は生徒手帳を取り出し、メモしてあった全国大会の基準を見る。

　空野先輩も、高坂六花も基準タイムをクリアしている。現時点で順位が上の空野先輩は、ほぼ確実に全国に出られる圏けん内ないにいた。

「空野さん、一位……っていうことは、県大会優勝……？」

　杜山先生もまだ実感がない。しかし、プールから上がってきた空野先輩を他の部員たちが囲んでいるのを見て、吹奏楽部の部員たちも、空野先輩が優勝したのだと実感する。

　歓声が沸き起こる──みんなが抱き合っている。俺は小こ谷たにさんや鈴すず木きさんに肩を叩かれ、風かざ上かみ先輩と音おと無なしさんも手を取り合って喜んでいる。

　プールから上がってきた高坂六花を、日向先生が迎える。彼女たちは厳しい表情ではあったが、死闘を演じた選手を労ねぎらい、日向先生がハグをする。

　彼女たちは岸川先生たちに再び声をかけることなく、プールサイドから立ち去る。表彰は後で行われるためだ。

　空野先輩は、これまで全国には出たことがない。ここから先は未知の領域になる。

　けれど、プールからこちらに手を振る彼女を見ていると、もっと先の夢を見ることができると思った──岸川先生と、水泳部員たちと一緒に。




　水泳部の試合の翌週、六月に入ってから行われた定期演奏会には、岸川先生たちも来てくれた。

　杜山先生の指揮で演奏し、俺はソロパートも披ひ露ろうした──曲が終わったあと、岸川先生と空野先輩の姿が観客席に見えて、照れながらも嬉しかった。

　最後のアンコールでは、会場を埋めた観客も手拍子をしてリズムに乗るようなポップスを演奏した──クラシックだけでなく、時にはこういったレパートリーも面白いものだ。

「今年も姉ヶ崎高校吹奏楽部の定期演奏会に足をお運びいただき、ありがとうございました。来年も楽しい演奏をしたいと思いますので、ぜひお誘い合わせの上ご来場ください」

　杜山先生が終演の挨拶をしても、ずっと拍手が鳴り止まなかった。

　今の代の吹奏楽部には、上手い部員がそれぞれのパートに揃そろっている。コンクールでは観客を楽しませることは勿もち論ろんだが、正確さ、表現力などがより重要になる。

　演奏を終えてホールから控室に向かう途中。指揮者としての正装をした杜山先生が、俺のことを待っていた。

「海原くん、お疲れさま。楽しかった？」

　シンプルな問いかけ。俺の顔を見れば分かっているはずなのに、杜山先生はあえて聞いてくる。俺の言葉で聞きたいというように。

「凄く楽しかったです。先生……俺は……」

　今日までのことを、杜山先生に感謝している。吹奏楽部に誘い続けてくれたこと、演奏するチャンスを与えてくれたこと。保健の先生としてしてくれたことも、何もかも。

　だからというわけじゃない。自然に思うようになってしまっただけだ。

　このままパートから外れて、コンクールでは吹奏楽部の裏方に回るというのが、一年からの部員ではなく、助っ人扱いの俺が選ぶべき選択なのだとは思う。

　けれど、火を点けられてしまった。岸川先生、杜山先生、空野先輩──そして水泳部と吹奏楽部の部員たちに。

「俺も、コンクールに向けて練習に参加させてもらっていいですか。バイトはやめられないので、時間は限られてしまいますが……せ、先生……？」

　杜山先生が両腕を胸の上に上げて、ふるふると震えている──これは、他の人も通る場所なので、抱きつきたいところを我慢しているのだ。

「……海原くん、いいの？　一度言っちゃったら、先生は信じちゃいますからね？」

「はい。思いつきで言っていることじゃないので、心配しないでください」

「本当の本当に？　それなら……海原くんが大変になっちゃうから、これからますます岸川先生と一緒に、美味しいものを食べて元気でいてもらわないといけないわね」

　勉強より優先するものはないと、距離を置いていた吹奏楽部。そして、岸川先生と出会わなければ縁がなかっただろう水泳部。

　そのいずれも、俺にとって高校生活の間で大切にしたい場所になった。

　──近づきがたいと思われることの多い俺が、この二つの場所では受け入れられた。それが、俺にとって救いになっていることは間違いなかった。

　純に今の状況を言ったら、女子の中に男子が一人ということに対して、まっとうな批判を受けてしまうと思うが──それは、甘んじて受け入れたいと思う。





　　　　※






　水泳部は空野先輩だけが全国に出場することになったが、県大会に四人が出場して好記録を残したことは、間違いなく祝うべきことだ。

　そんなわけで──祝勝会として、今回は俺の家に先生たちを招くことになった。

　空野先輩は『男子の家に行くのは、お父さんにまだ早いって言われた』と言っていたが──久しぶりに話す機会があった空野先輩のお母さんは、お父さんを説得できるのは時間の問題だと言っていた。俺としては空野家でどんな話をされているのだろうと、戦せん々せん恐きよう々きようとしてしまうところだが、先輩のお父さんとは昔話したことがあるので、あまり変な誤解はされていないと思いたい。

　そして俺は、ダイニングルームで先生二人を待っている。

　二人は鍋の用意を終えると、別の準備があると言って、俺が案内した和室に入ったまましばらく出てこない。

　一体どんな準備をしているのだろう。

　家から何か持ってきているのだろうか──全く予想もつかず、鍋を熱するホットプレートの温度を調節しながら待つことしばし。

「岸川先生、やっぱり……ちょっと思い切りすぎでしょうか？」

「し、しかし……杜山先生が、海原は時に気分を変えた方が喜ぶと言って……」

「わ、分かりました。せーので行きましょう、それなら恥ずかしくありませんから」

　そう言って「せーの」でダイニングルームに姿を見せた二人を見て、俺はたっぷり十秒ほどは言葉を失った。

「え、えっと……現役時代の岸川先生の制服が、かろうじて何とか入っちゃいました」

「私も……海原が、球技大会の時のチアガールの衣装を気に入っていたようだと、杜山先生が言うから……ど、どうだろうか……？」

　つまり、こういうことなのだ──岸川先生と杜山先生は、合宿の日の夜に同室だったので色々と話して親交を深め、その中で俺の話も出てきたらしい。

　そこで二人は、少しお酒を飲み（岸川先生は杜山先生のお酒を間違えて飲んだらしい）、

　テンションが上がって、お互いの秘密を交換しようということになった。

　岸川先生は、現役時代の制服を着て俺に勉強を教えたこと。

　杜山先生は、球技大会の日にチアの衣装に着替えたところを、俺に見られたこと。

　秘密を共有した二人は、どうやらそのコスチュームを俺が気に入っていたらしいと思ったようで──あながち否定できないのだが──機会を見て、お互いに秘密のコスチュームを着て俺に見せようということになったらしい。

「……海原くん、もしかして呆あきれちゃった？　そうよね、急に制服なんて着たら、先生なのにって思うわよね……」

　それよりも岸川先生は『石いし川かわえる』先輩であることがばれてもいいのだろうかと思うのだが、それはたぶん失念しているみたいなので、指摘しない方がいいだろう。ここで言ってしまったらますます収拾がつかなくなってしまう。

「やはり私の制服では、杜山先生には窮きゆう屈くつだろうか……」

「実を言うと、少しだけ……でも大丈夫、海原くんが制服好きなら、今日はずっと着てあげたいと思っているから」

「……あ、あの。二人とも、もうお酒を飲んでたりしますか？」

　俺の直感は的中していた──二人とも度胸をつけるために、杜山先生の提案でお酒を嗜んでからここに来ていた。

「しょうがないお姉さんだって思ってる？　思ってるわよね？」

「……海原がいけないのだぞ。チアの衣装が好きなどと言われたら、着て見せてあげたくなる……似合わないと言われてしまいそうだが」

「そんなこと、絶対にありません。二人とも、すごく似合ってますよ」

　それだけは、はっきりと言っておきたい。

　女騎士先生のチアリーダー姿も、女神先生の制服姿も、俺だけが見られる眼がん福ぷく──否、二人が与えてくれる祝福だ。

「はぁ～んっ、良かったぁ……海原くんっておすまししてると、胸がきゅんとなるような目をしてるんだもの。お姉さん怒られちゃいそうってときどき思っちゃう」

「そ、それは……私もそうは思いますが、教師が生徒に対してそういった状態になるというのは、特別な場合を除いていけないことです」

　特別な場合ならいいんですか──と、今は無粋なことは言わない。

「じゃあお返しに、このお鍋で海原くんをお腹いっぱいにしてあげます」

　杜山先生がミトンをはめて鍋のフタを取る。すると、魚介や肉、野菜がぐつぐつと煮えて、思わず感かん嘆たんの声が出てしまうくらい良い香りがしていた。

「おお……凄いとしか言いようがないです」

「では……まず一口目は私から。海原は席に着いていてくれ、今日の主しゆ賓ひんなのだからな」

「岸川先生、二人で一緒に……どうですか？」

　もう、文字通り煮るなり焼くなり好きにしてくれてかまわない。

　姉ヶ崎高校の、二人のお姉さん先生。二人がそれぞれに、鍋を俺に食べさせてくれる。

「「はい、あーん」」

　制服姿の女神先生と、チアリーダー姿の女騎士先生。二人の姿はいつまでも忘れられないだろうと思いながら、俺は今までの人生で最高の味がする鍋を食べさせてもらうのだった。
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「お姉ねえさん先生」二巻をお届けさせていただきます、朱あか月つき十とう話わです。前巻で「まだまだ書きたい」と申し上げましたが、皆様のお力によりこうして実現し、今でも半分夢のような気持ちです。何しろこの作品は、お姉さん先生による癒いやし成分が大部分を占めているのですから、それを受け入れていただけたのだと思うと、「全日本お姉さん作家連盟」を単独で運営しているつもりの私としては全く以もつて幸せなことなのであります。何の脈絡もなく口調が変わってしまうくらいに嬉しいです。改めて読者の皆様に御礼を申し上げます。

　今回も二人のお姉さん先生がひたすら涼りよう太たを甘やかしていますが、一年、いえ一日でも早く生まれた人は涼太から見ると「お姉さん」なので、空そら野の先せん輩ぱいもお姉さんとしての本領を遠慮なく発揮しています。「お姉さん先生と幼おさな馴な染じみ先輩」にタイトルが変更されかねないくらいの勢いです。

　こうなると先生二人と空野先輩、誰が一番料理上手なのだろう？　という疑問が浮かんできますでしょうか。私としては「料理は思いやりである」と考えています。こと家庭料理においては、時間をかけて手の込んだ料理を作ることも、作りたい相手への思いが強くなければできないことですし、それはシンプルなおにぎりであったとしても本質的には変わらないでしょう。本編でも「誰の料理が美味しいか」ということに踏み込む場面がありますが、涼太の立場に立ってみたら、やはりそれはそれぞれに良いところがあって比べようがないと言うほかないのです。

「餌えづけ」をテーマにした本作においては、登場する料理の作り方が詳細に分かるくらいに書かれていても良いのではという思いもございますが、私ではお姉さん先生の料理を再現することはできません。レシピ通りに作っても、それはできないのです。

　読者の皆様それぞれに、理想の味を想像していただければ幸いに思います。主人公の立場に立って存分に餌づけをされていただけましたら本望です。

　担当編集様には今回も大変なお手数をおかけしてしまい、誠に猛もう省せいしております。何も言われなくても常に全力で書き続ける回遊魚のような作家になりたいです。

　イラストを担当していただいているＨＩＭＡヒマ様におかれましては、今回も画面いっぱいにヒロインたちの包容力を表現していただきました。先生たちのタピオカチャレンジは今しかできないと思います。いつも素晴らしいイラストをありがとうございます！

　校正担当の方、編集部の皆様、本書に関わった全ての方にも御礼申し上げます。

　そして何より全ての読者の皆様に、幾千万の感謝を捧げます。

　ありがとうございました。


鍋の季節を待ちながら　朱月十話




















お姉ねえさん先せん生せいは男だん子し高こう生せいに餌えづけしたい。2








朱あか月つき十とう話わ
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